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第一章 法人の概要 

 

１ 法人の目的 

独立行政法人北方領土問題対策協会（以下「協会」という。）は、北方領土問題

その他北方地域（歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島）に関する諸問題について

の国民世論の啓発並びに調査及び研究を行うとともに、北方地域に生活の本拠を有

していた者に対する援護を行うことにより、北方領土問題その他北方地域に関する

諸問題の解決の促進を図ることを目的としている。 

また、北方地域旧漁業権者に対する特別措置に関する法律（昭和 36年法律第 162

号）に基づき、北方地域旧漁業権者等（北方地域旧漁業権者法第２条第２項に規定

する北方地域旧漁業権者等をいう。）その他の者に対し、漁業その他の事業及び生

活に必要な資金を融通することにより、これらの者の事業の経営と生活の安定を図

ることを目的としている。 

  

２ 業務の内容 

協会は、独立行政法人北方領土問題対策協会法（平成 14 年法律第 132 号。以下

「協会法」という。）第３条の目的（法人の目的）を達成するため、以下の主な業

務を行っている。 

(1)  北方領土問題その他北方地域に関する諸問題についての国民世論の啓発 

(2)  四島交流事業 

(3)  北方領土問題その他北方地域に関する諸問題についての調査研究 

(4)  終戦時北方地域に生活の本拠を有していた者に対する必要な援護 

(5)  (1)～(4)の業務に附帯する業務 

(6)  北方地域旧漁業権者等に対する貸付業務 

  

３ 沿革 

昭和 44年 10月 特殊法人北方領土問題対策協会設立 

平成 15年 10月 独立行政法人北方領土問題対策協会設立 

 

協会は、平成 15年 10月、特殊法人等改革の一環として廃止された特殊法人北方

領土問題対策協会（旧協会）の業務を引き継ぐ団体として、独立行政法人通則法（平

成 11 年法律第 103号。以下「通則法」という。）及び協会法に基づき設立された。 

なお、旧協会は協会設立に伴い解散し、旧協会の一切の権利及び義務は協会が承

継した。協会は通則法に定める非特定独立行政法人である。 

 

４ 設立根拠法 

独立行政法人北方領土問題対策協会法（平成 14年法律第 132 号） 
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５ 主務大臣 

   内閣総理大臣（内閣府北方対策本部） 

   農林水産大臣（水産庁漁政部水産経営課） 

 

６ 主たる事務所等の住所 

〔東京事務局〕 

    〒110-0014 東京都台東区北上野１丁目９番 12号 住友不動産上野ビル 

          TEL 03-3843-3630 FAX 03-3843-3631 

 

   〔札幌事務所〕 

    〒060-0004 北海道札幌市中央区北５条西６丁目２番地２ 札幌センタービル 

          TEL 011-205-6121 FAX 011-205-6124 

 

   〔根室連絡所〕 

    〒087-0028 北海道根室市大正町２丁目１２番地 千島会館内 

          TEL 0153-23-3501 

 

７ 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員会 

理事長 

監事 

理 事 事務局 

局長 

総 務 課 

業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

札幌事務所 
管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

融資ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

根室連絡所 

所長 
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 ８ 資本金の状況 

                               （単位：円） 

 

９ 役員の状況 

 

１０ 常勤職員数及びその増減 

常勤職員数（期首） 常勤職員数（期末） 増減 

18人 17人 △1名 

区 分 期首残高（H20.4） 当期増加額 当期減少額 期末残高（H25.3） 

政府出資金 275,907,851 0 19,838,330 256,069,521 

資本金合計 275,907,851 0 19,838,330 256,069,521 

役 職 氏 名 任 期 経 歴（当 時） 

 

理事長 

 

井 上 達 夫 H19.10.1 ～ H20.7.19 元 総務庁統計局長 

間 瀬 雅 晴 H20.7.20 ～ H23.12.31 
元 鉄道整備株式会社監査役 

前 協会理事（常勤） 

荒 川   研 H24.1.1  ～ H27.9.30 
元 三菱商事株式会社業務部顧問 

前 協会理事（常勤） 

理事(常勤) 

間 瀬 雅 晴 H19.10.1 ～ H20.7.19 元 鉄道整備株式会社監査役 

楊 井 貴 晴 H20.7.20 ～ H22.1.31 元 総務省公害等調整委員会事務局次長 

荒 川   研 H22.2.1  ～ H23.12.31 前 三菱商事株式会社業務部顧問 

佐々木 奈 佳 H24.1.16 ～ H25.9.30 前 内閣府大臣官房参事官 

理事(非常勤) 

小 田 與之彦 H20.1.1  ～ H20.12.31 

現 公益社団法人日本青年会議所会頭 

安 里 繁 信 H21.1.1  ～ H21.12.31 

相 澤 弥一郎 H22.1.1  ～ H22.12.31 

福 井 正 興 H23.1.1  ～ H23.10.19 

井 川 直 樹 H24.1.1  ～ H24.12.31 

小 畑 宏 介 H25.1.1  ～ H25.12.31 

理事(非常勤) 佐 瀬 昌 盛 H19.10.1 ～ H25.9.30 
現 拓殖大学海外事情研究所客員教授 

現 防衛大学校名誉教授 

理事(非常勤) 茂 田   宏 H19.10.1 ～ H25.9.30 元 駐イスラエル大使 

理事(非常勤) 水 越 ゆかり H20.1.1  ～ H25.12.31 現（有）ダッヅ・プランニング代表 

理事(非常勤) 
山 本 邦 彦 H19.10.1 ～ H22.3.31 

現 北海道副知事 
多 田 健一郎 H22.5.17 ～ H25.9.30 

監事(非常勤) 
太 田   博 H19.10.1 ～ H22.3.31 

現 北海道公立大学法人札幌医科大学 

副理事長 

馬 籠 久 夫 H22.4.28 ～ H25.9.30 元 北海道エナジートーク２１専務理事 

監事(非常勤) 

山 田 清 武 H19.10.1 ～ H23.9.30 元 水産庁漁政部漁業保険課保険業務室長 

新 里 智 弘 H23.10.1 ～ H25.9.30 
公認会計士 

元 株式会社パルコ社外取締役監査委員会議長 

3



第二章 中期目標期間における業務実績の概要 

 

１ 業務運営の効率化に関する事項について 

(1) 一般管理費（人件費及び一時経費を除く。）について、中期目標の最終年度（平成

24 年度）における当該経費の総額は、前中期目標の最終年度（平成 19 年度）に対

して、7．3％削減した。 

  

(2) 業務経費（特殊要因に基づく経費及び一時経費を除く。）については、毎年度、前

年度比１％の経費の効率化を図った。 

 

(3) 簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律（平成 18年法

律第 47 号）等に基づき、平成 22 年度末に常勤職員を 1 名削減するとともに、人件

費改革については、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、人事院勧告に準じて給与

規程の改正を行った。 

また、給与水準の適正性について、毎年度国家公務員の給与水準との比較検証を

行い、国家公務員の給与水準をほぼ下回る水準のラスパイレス指数で推移している

状況を協会ホームページで公表した。 

 

(4) 平成 20年度に札幌事務所の移転を行い、一般管理費の削減を図った。 

 

(5) 契約は、財務省通知で随意契約が認められている財務諸表の官報公告などを除き、

全て一般競争入札等で実施した。また、「随意契約見直し計画」（平成 19 年 12 月）

及び「随意契約等見直し計画」（平成 22 年４月）に沿って、一者応札・一者応募等

の見直しを行い、その取組状況を公表した。さらに、企画競争、公募を行った際に

は、その都度、競争性、透明性の確保された要領を定めて実施した。 

監事監査においては、入札や契約行為が規程に従い適正に実施されているかどう

かチェックを受け、その合規性が認められた。また、財務諸表監査の枠内において、

会計監査人からチェックを受けた。 

   

(6) 内部統制の検討を行った結果、「コンプライアンス規程」をはじめとする各種規程

を整備し、日々の業務においてコンプライアンスを徹底するよう、連絡会議等の場

において、職員に注意喚起を行った。さらに、外部有識者を含めたコンプライアン

ス委員会を開催し、協会のコンプライアンスの状況について意見を聴く等、コンプ

ライアンス・内部統制の推進に取り組んだ。 

また、法人の長のマネジメント等の取組として、各種会議等において、常日頃よ

り組織運営方針や、法人のミッション等を伝えることで、法人の長がリーダーシッ

プを発揮できる環境作りを行った。 
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 (7) 会計監査人及び監事により監査を受けた財務諸表及び決算報告書により、決算情

報並びに一般業務勘定及び貸付勘定に区分したセグメント情報の公表を官報だけで

なく協会ホームページでも行った。 

 

２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項につ

いて 

(1) 国民世論の啓発 

  ① 北方領土返還要求運動の推進 

全国に設置されている北方領土返還要求運動都道府県民会議（以下、「県民会議」

という。）、返還要求運動に取り組む民間団体で組織される北方領土返還要求運動

連絡協議会等が実施する事業に対し、啓発資料・資材の提供、啓発パネル・ビデ

オの貸与、講師派遣、経費助成等の支援を毎年度 100 回以上行った。支援にあた

っては、費用対効果を十分考慮に入れるとともに、事業内容、規模、過去の実績

等を踏まえた上でその額を確定した。 

また、協会、県民会議及び都道府県との緊密な連携を推進するためのパイプ役

を担う推進委員を全都道府県に各１名配置することによって、政府及び協会から

の方針が速やかに県民会議へ伝達され、県民会議事業が効率的に実施された。 

事業終了後には、参加人数、参加者の反応状況等が記載された報告書の提出を

受けたほか、各種大会についてはアンケート調査を新たに実施し、多角的な効果

の把握に努めた。 

道東地域に保有する啓発施設「北方館」、「別海北方展望塔」及び「羅臼国後展

望塔」に意見箱を設置し、来館者の意見・要望等を把握して計画的に改善するこ

とにより、各施設の有効活用に努めた。 

 

② 青少年や教育関係者に対する啓発の実施 

（ｱ）後継者対策事業 

     北方少年交流事業、北方領土問題青少年・教育指導者現地研修会、北方領土

ゼミナール等を計画通り実施した。なお、参加者からは報告書及びアンケート

調査を行い、次年度事業のプログラム策定に反映させた。 

    

  （ｲ）北方領土問題教育者会議 

北方領土教育の充実・強化を図るため、各都道府県に「北方領土問題教育者

会議」を設置することを推進した結果、毎年度設置数が増え、中期目標の最終

年度（平成 24年度）には４０都道府県において設置された。さらに、北方領土

問題教育者会議全国会議等において、各都道府県の教育者会議の活動状況等を

共有化することにより、北方領土教育の充実強化を図った。 
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（ｳ）わかりやすい情報の提供 

   啓発パンフレット、文具等を作成し、返還要求運動について理解と認識を深

めてもらうよう全国各地で行われる各種啓発事業等において配布した。また、

協会ホームページのリニューアルを行い、閲覧者の利便性を向上させるととも

に、新たに青少年向けページ「キッズコーナー」を開設するなど、青少年が手

軽に学習できるよう工夫に努めた。 

 

(2) 北方四島との交流事業 

  ① 元島民や返還運動関係者等と北方四島在住ロシア人との相互交流 

元島民や返還運動関係者等と北方四島在住ロシア人との間の相互交流事業につ

いては、関係機関・関係団体と連携を取りながら計画通り実施し、支援を行った。

また、事業終了後には、日本人訪問団及びロシア人訪問団双方に対するアンケー

ト調査を実施して効果を把握するとともに、その結果を次年度の事業改善に反映

させた。 

 

   ② 専門家交流 

    教育専門家による訪問事業については、関係団体と連携を取りながら計画通り

実施し、支援を行った。事業終了後には、アンケートに加え報告書の提出を受け、

その結果を次年度の事業改善に反映させた。 

    また、北方四島在住ロシア人に対して、日本語習得の機会を提供する日本語講

師派遣事業を計画通り実施した。事業終了後には、ロシア人受講者にアンケート

調査を実施して効果を把握するとともに、派遣した日本語講師から報告書を提出

させて報告会を開催し、その結果を次年度の事業改善に反映させた。 

 

   ③ 四島交流等事業に使用する後継船舶の確保 

「四島交流等の実施及び後継船舶の確保に関する方針」（平成 19 年 12 月 18 日

関係閣僚申合せ）の趣旨を踏まえ、北方四島交流事業等関係府省等推進協議会に

参加し、その方針に従い作業を進めた。その結果、平成 21年度において、総合評

価落札方式による一般競争入札により民間企業の事業者を選定し、協定書を締結

した。また、平成 24年度には、当該船舶の傭船及び運航委託契約を締結し、予定

された計画通り、供用を開始した。 

 

(3) 北方領土問題等に関する調査研究 

北方領土問題を巡る環境の変化、返還要求運動の当面の課題等を踏まえ、各年度

において、適切なテーマを選定して研究レポートを作成し、協会ホームページ等を

通じて幅広く公表した。また、日露両国間の北方領土交渉の情報収集に努め、北方

領土に関するトピックスを全国の返還要求運動関係者に提供するとともに、協会ホ

ームページでも公表した。さらに、平成 24年度には、国際的見地から北方領土問題
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の本質等について議論を深め、北方領土問題解決に向けた方途を探る観点から、「世

界からみた北方領土」をテーマとした国際シンポジウムを開催した。 

 

(4) 元島民等の援護 

  ① 元島民等が行う返還要求運動及び資料収集等の活動に対する支援 

    元島民が行う北方地域元居住者研修・交流会及び署名活動に対して、毎年度計

画通り実施し、支援を行った。また、戦前の貴重な北方領土関連資料を収集・保

存して、ホームページ等で情報発信を行う事業に対し、適切な支援を行った。 

 

② 自由訪問に対する支援 

  元島民等により構成される団体が行う自由訪問及び訪問する元島民等に対する

事前研修については、すべて計画通り実施した。また、事業終了後には報告書を

作成し、当該団体の各支部に配付され、多くの元島民に閲覧された。 

 

(5) 北方地域旧漁業権者等に対する融資事業 

① 融資制度の周知 

  融資内容等の周知を図るため、融資説明会・相談会を対象者が多く居住する地

区を中心に計画通り実施するとともに、協会ホームページやダイレクトメール、

協会広報誌などを活用した広報を実施した。 

 

 ② 関係金融機関との連携強化 

  融資制度の利用の活性化、円滑化を図るため、関係金融機関の担当者を集めた

会議を計画通り開催し、連携強化に努めた。 

 

   ③ リスク管理債権の適正な管理 

  （ｱ）貸付債権のリスク管理については、初期延滞者に対する督促を重点に、電話

督促、文書督促、実態調査等を計画的に実施し、債権の回収に努めた。その結

果、リスク管理債権比率については、各年度、計画した数値以下の水準を達成

した。なお、貸付に際しての審査、採択については、資金ごとに重点項目を設

定し、貸付条件の厳格化を図った。 

 

  （ｲ）平成 20年度当初から法人資金の貸付を停止した。 

 

（ｳ）住宅新築資金の在り方については、平成 23年度に「引き続き存続し、法対象

者の多様なニーズを的確に把握し、融資の利便性の一層の向上を図ることが重

要」との方針が主務官庁より示され、当該方針に従い、住宅関連資金を統合し

て住宅資金とするとともに、限度額引き上げの見直しを実施した。 
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（ｴ）すべての貸付資金についても、平成 23年度に「利用者の資金需要を的確に把

握するとともに、その結果を踏まえた的確な資金計画を策定し、その一層の効

果的な実施を図る」との方針が主務官庁より示され、当該方針に従い、各資金

の限度額引き上げの見直しを実施した。 

 

３ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

 予算については、収支計画通り適正に執行した。 

 

４ 短期借入金の限度額 

短期借入金については、一般業務勘定はなく、貸付業務勘定において限度額以下の

借入を行った。 

 

５ 重要な財産の処分等に関する計画 

長期借入金の借入先金融機関に対し、基金資産 10億円を担保に供することにより、

預け入れ利率プラス 0.5％という低利な資金調達が可能となった。 

 

６ 剰余金の使途 

  剰余金の使途はなかった。 

 

７ 施設及び設備に関する計画 

北方館及び別海北方展望塔については、いずれも建設から 30 年が経過しており、

施設・設備の老朽化対策、バリアフリー推進の改修工事を予定通り実施した。 

 

８ 人事に関する計画 

(1) 導入したフラット制がより機能的に効果を発揮するよう、職員の適正を見極めな

がら、適材適所の人員配置に当たった。 

 

 (2) 職員の業務遂行能力をより一層高めるため、各種研修会に職員を積極的に参加さ

せ、能力の向上に努めた。 

 

(3) 平成 22年度末に常勤職員を１名削減したことにより、期末（平成 24年度）の常

勤職員は、期首（平成 20年度）より１名削減された。 
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独
立
行
政
法
人
北
方
領

土
問

題
対

策
協
会
中

期
計

画
、

平
成
２
０
年

度
～
平
成
２
４
年
度
業
務
実
績
一
覧
表

 

独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

「
独
立

行
政

法
人
北

方
領
土
問
題
対
策
協
会
」（

以
下
「
協
会
」
と

い
う

。）
は
、

中
期

目
標

に
掲
げ

ら
れ
た

事
項
を

確
実

に
実

施
し

、
そ
の

目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
こ
の
計
画
を
作
成
す
る
。
 

１
．

業
務
運

営
の
効

率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ

き
措
置
 

一
般

管
理
費

（
人
件
費
及
び
一
時
経
費
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、

中
期
目

標
の
最

終
年

度
（

平
成

24
年

度
）
に

お
け
る

当
該

経
費

の
総
額

を
、
前

中
期
目
標
の
最
終
年
度
（
平
成

19
年
度
）
に
対
し
て
、
7％

削
減
す
る
。
 

業
務

経
費
（

特
殊
要

因
に
基
づ
く
経
費
及
び
一
時
経
費
を
除
く
。
）

に
つ

い
て
は

、
毎

年
度

、
前
年

度
比
１

％
の
経

費
の

効
率

化
を

図
る
。
 

「
中

期
目
標

期
間
中

終
了
時
の
組
織
・
業
務
の
見
直
し
の
結
論

を
平

成
18

年
中

に
得

る
独

立
行
政

法
人
等

の
見
直

し
に

つ
い

て
」（

平
成

18
年

12
月

24
日
行
政
改
革
推
進
本
部
決
定
）
に
お
け
る
主
務
大
臣
の
見
直
し
案
（
平
成

18
年

12

月
5
日

、
以

下
「
協

会
業
務
の
見
直
し
」
と
い
う
。
）
及
び
独
立

行
政
法

人
整
理

合
理

化
計

画
（
平

成
19

年
12

月
24

日
閣

議
決
定

）
を
踏

ま
え
、
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
。
 

・
 
簡

素
で
効

率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進

に
関
す

る
法

律
（

平
成

18
年

法
律
第

47
号

）
等
に

基
づ

き
、
平

成
22

年
度
末
に
常
勤
職
員
を
１
名
削
減
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
改
革
の
取
組
を
平
成

23
年
度
ま
で

継
続

す
る
。

給
与
水
準
の
適
正
性
に
つ
い
て
検
証
し
、
こ
れ

を
維
持

す
る
合

理
的

理
由

が
な

い
場
合

に
は
給

与
水
準

の
適

正
化

に
取

り
組
む

と
と
も
に
、
そ
の
検
証
結
果
や
取
組
状
況
を
公
表
す
る
。
 

・
  
平

成
20

年
度

内
に
札
幌
事
務
所
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
般
管

理
費

の
削

減
を

図
る
。
 

・
  
契

約
は
、
原
則
と
し
て
一
般
競
争
入
札
等
（
競
争
入
札
及
び

企
画
競

争
入
札
・
公

募
を

い
い
、
競

争
性

の
な
い

随
意

契
約

は
含

ま
な
い

。
以

下
同
じ
。）

に
よ
る
。「

随
意
契
約
見
直
し
計
画
」（

平
成

19
年

12
月
）
を
着
実
に
実
施
し
、

そ
の

取
組
状

況
を
公
表
す
る
。
契
約
が
一
般
競
争
入
札
等
に

よ
る
場

合
で
あ

っ
て

も
、
特

に
企
画

競
争
、
公
募

を
行
う
場

合
に

は
、
競
争

性
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
。
監
事
及
び
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
 

お
い

て
、
入

札
・
契
約
の
適
正
な
実
施
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け

る
も
の

と
す

る
。
 

・
  
内

部
統

制
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
そ
の

向
上
を

図
る

。
 

・
  
財

務
内

容
等
の

一
層
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

決
算

情
報
・

セ
グ

メ
ン

ト
情

報
の
公

表
の
充

実
を
図

る
も

の
と

す
る

。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

１
．

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を

達
成
す

る
た

め
と
る

べ
き
措
置

 

 
平

成
20

年
度

は
、
前

年
度
に
対
し
予
算
額

で
2,

49
7
千

円
の

効
率

化
を
図
り
、
中
期
目

標
に

お
け

る
一

般
管

理
費

（
人

件
費

及
び

一

時
経

費
を

除
く

）
の

削
減

目
標

の
達

成
に

向

け
て
計

画
ど

お
り
順

調
に
削
減
を
図
っ
た
。

 

１
．

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を

達
成
す
る
た
め
と
る

べ
き
措

置
 

 
平
成

21
年
度
は
、
前

年
度
に

対
し
予
算

額

で
19

7
千
円
の
効
率
化

を
図
り

、
中
期
目

標

に
お
け
る
一
般
管
理

費
（
人

件
費
及

び
一

時

経
費
を
除
く
）
の
削

減
目
標

の
達
成

に
向

け
 

て
計
画
ど
お
り
順
調

に
削
減

を
図
っ

た
。

 

１
．

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を

達
成

す
る
た

め
と
る

べ
き
措

置
 

 
平

成
22

年
度

は
、
前

年
度
に

対
し
予
算

額

で
34

6
千

円
の

効
率
化

を
図
り

、
中
期
目

標

に
お

け
る
一

般
管
理

費
（
人

件
費
及

び
一

時

経
費

を
除
く

）
の
削

減
目
標

の
達
成

に
向

け
 

て
計

画
ど
お

り
順
調

に
削
減

を
図
っ

た
。

 

１
．

業
務

運
営

の
効
率

化
に

関
す
る

目
標

を

達
成

す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

 
平
成

23
年
度
は
、
前
年
度
に
対
し
予
算
額

で
19

2
千
円
の
効
率
化
を
図
り
、
中
期
目
標

に
お
け
る
一
般
管
理
費
（
人
件
費
及
び
一
時

経
費
を
除
く
）
の
削
減
目
標
の
達
成
に
向
け

 

て
計

画
ど
お
り
順
調
に
削
減
を
図
っ
た
。

 

１
．

業
務

運
営

の
効
率

化
に

関
す
る

目
標

を

達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

 
平
成

24
年
度
は
、
前
年
度
に
対
し
予
算
額

で
19

6
千
円
の
効
率
化
を
図
り
、
中
期
目
標

に
お

け
る

一
般

管
理
費

（
人

件
費
及

び
一

時

経
費
を
除
く
）
の
削
減
目
標
の
達
成
に
向
け

 

て
計
画
ど
お
り
順
調
に
削
減
を
図
っ
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

な
お

、
決

算
額

に
つ

い
て

も
、

予
算

額
内

に

お
い
て

推
移

し
て
い

る
。

 

ま
た

、
業

務
経

費
に

つ
い

て
も

、
中
期
計

画
ど

お
り

前
年

度
比

１
％

の
削

減
を

図
っ

た
。「

中
期
目

標
期
間

中
終
了
時
の
組
織
・
業

務
の

見
直
し

の
結
論

を
平
成

18
年

中
に
得

る

独
立

行
政

法
人

等
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

に

お
け

る
主

務
大

臣
の

見
直

し
案

及
び

独
立

行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

を
踏

ま
え

、
以

下

の
措

置
を
講

じ
た
。
 

 

・
役

職
員

の
給

与
に

関
し

て
は

国
家

公
務

員

の
給

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
、

人
事

院
勧

告

に
準

じ
て

、
給

与
規

定
の

改
正

を
行

っ
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

給
与

水
準

の
適

正
性

に

つ
い

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

水
準

と
の

比

較
検

証
を

行
い

、
国

家
公

務
員
を

10
0％

と

し
た

場
合
、

当
法
人

は
90

.9
％
と
い
う
国
家

公
務

員
の

給
与

水
準

を
下

回
る

低
水

準
の

ラ

ス
パ

イ
レ

ス
指

数
で

推
移

し
て

お
り

、
こ

の

状
況

を
協
会

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

 

な
お

、
決

算
額

に
つ

い
て

も
、

予
算

額
内

に

お
い
て
推
移
し
て
い

る
。

 

 
ま

た
、

業
務

経
費

に
つ

い
て

も
、

中
期

計

画
ど

お
り

前
年

度
比

１
％

の
削

減
を

図
っ

た
。「

中
期
目
標
期
間

中
終
了

時
の
組
織
・
業

務
の
見
直
し
の
結
論

を
平

成
18

年
中
に
得

る

独
立

行
政

法
人

等
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

に

お
け

る
主

務
大

臣
の

見
直

し
案

及
び

独
立

行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

を
踏

ま
え

、
以

下

の
措
置
を
講
じ
た
。
 

 ・
役

職
員

の
給

与
に

関
し

て
は

国
家

公
務

員

の
給

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
、

人
事

院
勧

告

に
準

じ
て

、
給

与
規

定
の

改
正

を
行

っ
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

給
与

水
準

の
適

正
性

に

つ
い

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

水
準

と
の

比

較
検
証

を
行
い
、
国

家
公

務
員

を
10

0％
と

し
た
場
合
、
当
法
人

は
95

.4
％

と
い
う
国

家

公
務

員
の

給
与

水
準

を
下

回
る

低
水

準
の

ラ

ス
パ

イ
レ

ス
指

数
で

推
移

し
て

お
り

、
こ

の

状
況
を
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公
表

し
た

。
 

な
お

、
決

算
額

に
つ

い
て

も
、

予
算

額
内

に

お
い

て
推
移

し
て
い

る
。

 

 
ま

た
、

業
務

経
費

に
つ

い
て

も
、

中
期

計

画
ど

お
り

前
年

度
比

１
％

の
削

減
を

図
っ

た
。「

中
期
目

標
期
間

中
終
了

時
の
組
織
・
業

務
の

見
直
し

の
結
論

を
平

成
18

年
中
に
得

る

独
立

行
政

法
人

等
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

に

お
け

る
主

務
大

臣
の

見
直

し
案

及
び

独
立

行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

を
踏

ま
え

、
以

下

の
措

置
を
講

じ
た
。
 

 ・
役

職
員

の
給

与
に

関
し

て
は

国
家

公
務

員

の
給

与
構

造
改

革
を

踏
ま

え
、

人
事

院
勧

告

に
準

じ
て

、
給

与
規

定
の

改
正

を
行

っ
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

給
与

水
準

の
適

正
性

に

つ
い

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

水
準

と
の

比

較
検

証
を

行
い

、
国

家
公

務
員

を
10

0％
と

し
た

場
合
、

当
法
人

は
96

.2
％

と
い
う
国

家

公
務

員
の

給
与

水
準

を
下

回
る

低
水

準
の

ラ

ス
パ

イ
レ

ス
指

数
で

推
移

し
て

お
り

、
こ

の

状
況

を
協
会

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公
表

し
た

。
 

な
お

、
決

算
額

に
つ
い

て
も

、
予
算

額
内

に

お
い
て
推
移
し
て
い
る
。

 

 
ま

た
、

業
務

経
費
に

つ
い

て
も
、

中
期

計

画
ど

お
り

前
年

度
比

１
％

の
削

減
を

図
っ

た
。「

中
期
目
標
期
間
中
終
了
時
の
組
織
・
業

務
の

見
直
し
の
結
論
を
平
成

18
年
中
に
得
る

独
立

行
政

法
人

等
の
見

直
し

に
つ
い

て
」

に

お
け

る
主

務
大

臣
の
見

直
し

案
及
び

独
立

行

政
法

人
整

理
合

理
化
計

画
を

踏
ま
え

、
以

下

の
措

置
を
講
じ
た
。
 

 ・
役

職
員

の
給

与
に
関

し
て

は
国
家

公
務

員

の
給

与
構

造
改

革
を
踏

ま
え

、
人
事

院
勧

告

に
準

じ
て

、
給

与
規
定

の
改

正
を
行

っ
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
給

与
水

準
の
適

正
性

に

つ
い

て
、

国
家

公
務
員

の
給

与
水
準

と
の

比

較
検

証
を
行
い
、
国
家
公

務
員
を

10
0％

と

し
た

場
合
、
当
法
人
は

10
0.

1％
と
国
家
公
務

員
の

給
与

水
準

と
ほ
ぼ

同
水

準
の
ラ

ス
パ

イ

レ
ス

指
数

で
あ

っ
た
。

た
だ

し
、
在

勤
し

て

い
る

地
域

を
勘

案
し
た

ラ
ス

パ
イ
レ

ス
指

数

で
は

95
.0
％
で
あ
り
、
地
域
及
び
学
歴
を
勘

 

案
し

た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
は

92
.0
％
と

 

国
家

公
務
員
よ
り
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い

 

な
お

、
決

算
額

に
つ
い

て
も

、
予
算

額
内

に

お
い
て
推
移
し
て
い
る
。

 

ま
た

、
業

務
経

費
に

つ
い

て
も

、
中
期
計

画
ど

お
り

前
年

度
比

１
％

の
削

減
を

図
っ

た
。「

中
期
目
標
期
間
中
終
了
時
の
組
織
・
業

務
の
見
直
し
の
結
論
を
平
成

18
年
中
に
得

る

独
立

行
政

法
人

等
の
見

直
し

に
つ
い

て
」

に

お
け

る
主

務
大

臣
の
見

直
し

案
及
び

独
立

行

政
法

人
整

理
合

理
化
計

画
を

踏
ま
え

、
以

下

の
措
置
を
講
じ
た
。
 

 

・
役

職
員

の
給

与
に
関

し
て

は
国
家

公
務

員

の
給

与
構

造
改

革
を
踏

ま
え

、
人
事

院
勧

告

に
準

じ
て

、
給

与
規
定

の
改

正
を
行

っ
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
給

与
水

準
の
適

正
性

に

つ
い

て
、

国
家

公
務
員

の
給

与
水
準

と
の

比

較
検
証

を
行
い
、
国
家
公

務
員
を

10
0％

と

し
た
場
合
、
当
法
人
は

98
.3
％
と
い
う
国
家

公
務

員
の

給
与

水
準
を

下
回

る
低
水

準
の

ラ

ス
パ

イ
レ

ス
指

数
で
推

移
し

て
お
り

、
こ

の

状
況
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

  

 ・「
独
立

行
政
法

人
北
方

領
土
問
題
対
策
協
会

の
組

織
・
業

務
の
見

直
し
案
」（

平
成

18
年

12
月

5
日

内
閣

府
決

定
）
及
び
「
独
立
行
政

法
人

整
理

合
理

化
計

画
」

に
基

づ
き

、
札

幌

事
務

所
の

移
転

を
行

い
、

一
般

管
理

費
の

削

減
を

図
っ
た

。
 

 ・「
独
立

行
政
法

人
に
お

け
る
随
意
契
約
の
見

直
し
に

つ
い

て
」
及

び
「
平
成

19
年
度
に
お

け
る

内
閣

府
所

管
独

立
行

政
法

人
の

業
務

の

実
績

に
関

す
る

評
価

の
結

果
（

契
約

の
適

正

化
に
係

る
も

の
）
に

つ
い

て
」
等
を
踏
ま
え
、

内
部

規
程

を
改

正
す

る
等

、
契

約
事

務
の

適

正
化
に

努
め

た
。

 

    

な
お

、「
随
意

契
約
見

直
し
計
画
」
に
お
い

て
、

随
意

契
約

に
よ

る
こ

と
が

真
に

や
む

を

得
な
い

も
の

を
除
き

、
可
能
な
限
り
一
般
競

 

          ・「
独
立
行
政
法
人
に
お

け
る
随

意
契
約
の

見

直
し
に
つ
い
て
」
及

び
「

平
成

19
年

度
に

お

け
る

内
閣

府
所

管
独

立
行

政
法

人
の

業
務

の

実
績

に
関

す
る

評
価

の
結

果
（

契
約

の
適

正

化
に
係
る
も
の
）
に

つ
い

て
」
等
を

踏
ま

え
、

内
部

規
程

を
改

正
す

る
等

、
契

約
事

務
の

適

正
化
に
努
め
た
。

 

    

さ
ら
に
、「

独
立
行

政
法

人
の
契

約
状
況
の

点
検
・
見
直
し
に

つ
い

て
」（

平
成

21
年

11

月
17

日
閣
議
決
定
）
に
基

づ
き
、
外
部
有

識
 

          ・「
独
立

行
政
法

人
に
お

け
る
随

意
契
約
の

見

直
し

に
つ
い

て
」
、「

平
成

19
年

度
に
お
け

る

内
閣

府
所

管
独

立
行

政
法

人
の

業
務

の
実

績

に
関

す
る

評
価

の
結

果
（

契
約

の
適

正
化

に

係
る

も
の
）
に
つ

い
て
」
及

び
「

平
成

20
年

度
に

お
け

る
内

閣
府

所
管

独
立

行
政

法
人

の

業
務

実
績

に
関

す
る

評
価

の
結

果
等

に
つ

い

て
の

意
見
に

つ
い
て

」（
平
成

21
年

12
月

9

日
政

委
35

号
）
等

を
踏
ま

え
、
内

部
規
程

を

改
正

す
る

等
、

契
約

事
務

の
適

正
化

に
努

め

た
。

 

さ
ら

に
、「

独
立

行
政
法

人
の
契

約
状
況
の

点
検
・
見

直
し

に
つ
い

て
」（

平
成

21
年

11

月
17

日
閣

議
決

定
）
に

基
づ
き

策
定
さ
れ

た
 

る
。

な
お

、
こ

の
状
況

を
協

会
ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

公
表
し
て
い
る
。

 

        ・「
独
立
行
政
法
人
に
お
け
る
随
意
契
約
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
、「

平
成

19
年
度
に
お
け
る

内
閣

府
所

管
独

立
行
政

法
人

の
業
務

の
実

績

に
関

す
る

評
価

の
結
果

（
契

約
の
適

正
化

に

係
る

も
の

）
に

つ
い
て

」
等

を
踏
ま

え
、

内

部
規

程
を

改
正

す
る
等

、
契

約
事
務

の
適

正

化
に

努
め
た
。

 

   

 

さ
ら
に
、「

独
立
行
政
法
人
の
契
約
状
況
の

点
検
・
見
直
し
に
つ
い
て
」（

平
成

21
年

11

月
17

日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た

 

          ・「
独
立
行
政
法
人
に
お
け
る
随
意
契
約
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
、「

平
成

19
年
度
に
お
け
る

内
閣

府
所

管
独

立
行
政

法
人

の
業
務

の
実

績

に
関

す
る

評
価

の
結
果

（
契

約
の
適

正
化

に

係
る

も
の

）
に

つ
い
て

」
等

を
踏
ま

え
、

内

部
規

程
を

改
正

す
る
等

、
契

約
事
務

の
適

正

化
に
努
め
た
。

 

    

さ
ら
に
、「

独
立
行
政
法
人
の
契
約
状
況
の

点
検
・
見
直
し
に
つ
い
て
」（

平
成

21
年

11

月
17

日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

争
入

札
等

に
よ

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
平

成

20
年

度
に

お
い

て
は
、
競
争
入
札
を
実
施
し

た
が

予
定

価
格

を
超

え
た

た
め

、
随

意
契

約

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
も

の
及

び
財

務

省
通

知
に

よ
り

随
意

契
約

が
認

め
ら

れ
て

い

る
財

務
諸

表
の

官
報

公
告

を
除

き
、

競
争

性

の
あ

る
契
約

方
式
で

実
施
し
た
。

 

     

ま
た

、
監

事
監

査
に

お
い

て
は

、
入
札
や

契
約

行
為

が
国

の
基

準
に

基
づ

い
て

規
定

さ

れ
て

い
る

内
規

に
従

い
適

正
に

実
施

さ
れ

て

い
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

、
契

約
書

等
の

関

係
資

料
の

チ
ェ

ッ
ク

や
会

計
執

行
者

等
へ

の

聴
取

を
会

計
担

当
の

事
務

補
助

を
伴

っ
て

実

施
し
、
そ

の
合
規

性
が
認

め
ら
れ
た
。
ま
た
、

財
務

諸
表

監
査

の
枠

内
に

お
い

て
会

計
監

査

人
か
ら

の
意

見
を
聴

取
し
た
。

 

 

・
内

部
統

制
の

検
討

を
行

い
、

内
部

統
制

の

推
進

を
図
る

に
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

 

者
等

で
構

成
さ

れ
る

契
約

監
視

委
員

会
を

設

置
し
、
検
証
を
実
施

し
た
。

 

そ
の
結
果
、
平
成

21
年

度
に

お
い
て
は

、

財
務

省
通

知
に

よ
り

随
意

契
約

が
認

め
ら

れ

て
い

る
財

務
諸

表
の

官
報

公
告

を
除

き
、

す

べ
て

競
争

性
の

あ
る

契
約

方
式

で
実

施
し

た
。

 

     

ま
た

、
監

事
監

査
に

お
い

て
は

、
入

札
や

契
約

行
為

が
国

の
基

準
に

基
づ

い
て

規
定

さ

れ
て

い
る

内
規

に
従

い
適

正
に

実
施

さ
れ

て

い
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

、
契

約
書

等
の

関

係
資

料
の

チ
ェ

ッ
ク

や
会

計
執

行
者

等
へ

の

聴
取

を
会

計
担

当
の

事
務

補
助

を
伴

っ
て

実

施
し
、
そ
の
合
規
性

が
認

め
ら
れ

た
。
ま

た
、

財
務

諸
表

監
査

の
枠

内
に

お
い

て
会

計
監

査

人
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
た

。
 

 ・
内

部
統

制
の

検
討

を
行

い
、

内
部

統
制

の

推
進
を
図
る
に
は
、

コ
ン
プ

ラ
イ
ア

ン
ス

を
 

「
随

意
契
約

等
見
直

し
計
画

」（
平

成
22

年

4
月

1
日

）
に

沿
っ
て

、
一
般

競
争
入
札

等

に
お

け
る

真
の

競
争

性
の

確
保

に
努

め
る

等
、

更
な
る

契
約
の

適
正
化

に
努
め

た
。

 

そ
の

結
果
、

平
成

22
年

度
に

お
い
て
は

、

財
務

省
通

知
に

よ
り

随
意

契
約

が
認

め
ら

れ

て
い

る
財

務
諸

表
の

官
報

公
告

及
び

東
京

事

務
所

の
賃

貸
借

契
約

の
継

続
を

除
き

、
す

べ

て
競

争
性
の

あ
る
契

約
方
式

で
実
施

し
た

。
 

   ま
た

、
監

事
監

査
に

お
い

て
は

、
入

札
や

契
約

行
為

が
国

の
基

準
に

基
づ

い
て

規
定

さ

れ
て

い
る

内
規

に
従

い
適

正
に

実
施

さ
れ

て

い
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

、
契

約
書

等
の

関

係
資

料
の

チ
ェ

ッ
ク

や
会

計
執

行
者

等
へ

の

聴
取

を
会

計
担

当
の

事
務

補
助

を
伴

っ
て

実

施
し

、
そ

の
合
規

性
が
認

め
ら
れ

た
。
ま

た
、

財
務

諸
表

監
査

の
枠

内
に

お
い

て
会

計
監

査

人
か

ら
チ
ェ

ッ
ク
を

受
け
た

。
 

 ・
内

部
統

制
の
検

討
を
行

い
、「

コ
ン
プ
ラ

イ

ア
ン

ス
規
程

」
及
び

「
公
益

通
報
者

の
保

護
 

「
随
意
契
約
等
見
直
し
計
画
」（

平
成

22
年

4
月

1
日
）
に
沿
っ
て
、
一
般
競
争
入
札
等

に
お

け
る

真
の

競
争

性
の

確
保

に
努

め
る

等
、

更
な
る
契
約
の
適
正
化
に
努
め
た
。

 

そ
の
結
果
、
平
成

23
年
度
に
お
い
て
は
、

財
務

省
通

知
に

よ
り
随

意
契

約
が
認

め
ら

れ

て
い

る
財

務
諸

表
の
官

報
公

告
を
除

き
、

す

べ
て

競
争

性
の

あ
る

契
約

方
式

で
実

施
し

た
。

 

   ま
た

、
監

事
監

査
に

お
い

て
は

、
入
札
や

契
約

行
為

が
国

の
基
準

に
基

づ
い
て

規
定

さ

れ
て

い
る

内
規

に
従
い

適
正

に
実
施

さ
れ

て

い
る

か
ど

う
か

に
つ
い

て
、

契
約
書

等
の

関

係
資

料
の

チ
ェ

ッ
ク
や

会
計

執
行
者

等
へ

の

聴
取

を
会

計
担

当
の
事

務
補

助
を
伴

っ
て

実

施
し

、
そ
の
合
規
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

財
務

諸
表

監
査

の
枠
内

に
お

い
て
会

計
監

査

人
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。

 

 

・「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
」
を
は
じ
め
と

す
る

各
種
規
程
を
整
備
し
、
そ
の
他
関
係
法

 

「
随
意
契
約
等
見
直
し
計
画
」（

平
成

22
年

4
月

1
日
）
に
沿
っ
て
、
一
般
競
争
入
札
等

に
お

け
る

真
の

競
争

性
の

確
保

に
努

め
る

等
、
更
な
る
契
約
の
適
正
化
に
努
め
た
。

 

そ
の
結
果
、
平
成

24
年
度
に
お
い
て
は
、

財
務

省
通

知
に

よ
り
随

意
契

約
が
認

め
ら

れ

て
い

る
「

財
務
諸

表
の

官
報

公
告

」
、
「

北
方

四
島
交
流
等
事
業
使
用
船
舶
「
え
と
ぴ
り
か
」

傭
船

及
び

運
航

委
託
業

務
等

」
及
び

「
青

少

年
等

啓
発

列
車

事
業
に

係
る

運
行
業

務
」

を

除
き

、
す

べ
て

競
争
性

の
あ

る
契
約

方
式

で

実
施
し
た
。

 

ま
た

、
監

事
監

査
に

お
い

て
は

、
入
札
や

契
約

行
為

が
国

の
基
準

に
基

づ
い
て

規
定

さ

れ
て

い
る

内
規

に
従
い

適
正

に
実
施

さ
れ

て

い
る

か
ど

う
か

に
つ
い

て
、

契
約
書

等
の

関

係
資

料
の

チ
ェ

ッ
ク
や

会
計

執
行
者

等
へ

の

聴
取

を
会

計
担

当
の
事

務
補

助
を
伴

っ
て

実

施
し
、
そ
の
合
規
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

財
務

諸
表

監
査

の
枠
内

に
お

い
て
会

計
監

査

人
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

 

 ・「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
」
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
規
程
を
整
備
し
、
そ
の
他
関
係
法
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

実
践

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、

関
係

法
令

及
び

内
部

規
程

に
関

し
、

日
々

の

業
務

に
お

い
て

徹
底

し
て

事
務

を
推

進
す

る

よ
う

、
連

絡
会

議
等

の
場

に
お

い
て

、
職

員

に
注

意
喚

起
を

行
い

、
内

部
統

制
の

強
化

に

努
め
た

。
 

          ・
会

計
監

査
人

及
び

監
事

に
よ

り
監

査
を

受

け
た

財
務

諸
表

及
び

決
算

報
告

書
に

よ
り

、

決
算

情
報

並
び

に
一

般
業

務
勘

定
及

び
貸

付

業
務

勘
定

に
区

分
し

た
セ

グ
メ

ン
ト

情
報

の

公
表

を
官

報
だ

け
で

な
く

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

も
行

っ
て

お
り

、
公

表
の

充
実

及
び

財

務
内

容
の
透

明
性
の

確
保
が
な
さ
れ
た
。

 

実
践

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、

新
た

に
「

役
職

員
行

動
規

範
」

を
制

定
し

、

そ
の

他
関

係
法

令
及

び
内

部
規

定
と

合
わ

せ

て
、

日
々

の
業

務
に

お
い

て
徹

底
し

て
事

務

を
推

進
す

る
よ

う
、

連
絡

会
議

等
の

場
に

お

い
て

、
職

員
に

注
意

喚
起

を
行

い
、

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
・

内
部

統
制

の
推

進
に

取
り

組

ん
だ
。

 

        ・
会

計
監

査
人

及
び

監
事

に
よ

り
監

査
を

受

け
た

財
務

諸
表

及
び

決
算

報
告

書
に

よ
り

、

決
算

情
報

並
び

に
一

般
業

務
勘

定
及

び
貸

付

業
務

勘
定

に
区

分
し

た
セ

グ
メ

ン
ト

情
報

の

公
表

を
官

報
だ

け
で

な
く

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

も
行

っ
て

お
り

、
公

表
の

充
実

及
び

財

務
内
容
の
透
明
性
の

確
保
が

な
さ
れ

た
 

に
関

す
る

規
程

」
を

制
定

し
、

そ
の

他
関

係

法
令

及
び

内
部

規
定

と
合

わ
せ

て
、

日
々

の

業
務

に
お

い
て

徹
底

し
て

事
務

を
推

進
す

る

よ
う

、
連

絡
会

議
等

の
場

に
お

い
て

、
職

員

に
注

意
喚

起
を

行
い

、
さ

ら
に

外
部

有
識

者

を
含

め
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会
を

開

催
し

、
協

会
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
状

況

に
つ

い
て

意
見

を
聴

く
等

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

・
内
部

統
制
の

推
進
に

取
り
組

ん
だ

。
 

ま
た

、
法

人
の

長
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
の

取
組

み
と

し
て

、
各

種
会

議
等

に
お

い
て

、

常
日

頃
よ

り
組

織
運

営
方

針
や

、
法

人
の

ミ

ッ
シ

ョ
ン

等
を

伝
え

る
こ

と
で

、
法

人
の

長

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
で

き
る

環
境

作

り
を

行
っ
た

。
 

 

・
会

計
監

査
人

及
び

監
事

に
よ

り
監

査
を

受

け
た

財
務

諸
表

及
び

決
算

報
告

書
に

よ
り

、

決
算

情
報

並
び

に
一

般
業

務
勘

定
及

び
貸

付

業
務

勘
定

に
区

分
し

た
セ

グ
メ

ン
ト

情
報

の

公
表

を
官

報
だ

け
で

な
く

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

も
行

っ
て

お
り

、
公

表
の

充
実

及
び

財

務
内

容
の
透

明
性
の

確
保
が

な
さ
れ

た
。

 

令
及

び
内

部
規

程
と
合

わ
せ

て
、
日

々
の

業

務
に

お
い

て
徹

底
し
て

事
務

を
推
進

す
る

よ

う
、

連
絡

会
議

等
の
場

に
お

い
て
、

職
員

に

注
意

喚
起

を
行

い
、
さ

ら
に

外
部
有

識
者

を

含
め

た
コ

ン
プ

ラ
イ
ア

ン
ス

委
員
会

を
開

催

し
、

協
会

の
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
の

状
況

に

つ
い

て
意

見
を

聴
く
等

、
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン

ス
・

内
部
統
制
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。

 

  
ま

た
、

法
人

の
長
の

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
等

の

取
組

み
と

し
て

、
各
種

会
議

等
に
お

い
て

、

常
日

頃
よ

り
組

織
運
営

方
針

や
、
法

人
の

ミ

ッ
シ

ョ
ン

等
を

伝
え
る

こ
と

で
、
法

人
の

長

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
を

発
揮

で
き
る

環
境

作

り
を

行
っ
た
。

 

 ・
会

計
監

査
人

及
び
監

事
に

よ
り
監

査
を

受

け
た

財
務

諸
表

及
び
決

算
報

告
書
に

よ
り

、

決
算

情
報

並
び

に
一
般

業
務

勘
定
及

び
貸

付

業
務

勘
定

に
区

分
し
た

セ
グ

メ
ン
ト

情
報

の

公
表

を
官

報
だ

け
で
な

く
協

会
ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

も
行

っ
て

お
り
、

公
表

の
充
実

及
び

財

務
内
容
の
透
明
性
の
確
保
が
な
さ
れ
た
。

 

令
及

び
内

部
規

程
と
合

わ
せ

て
、
日

々
の

業

務
に

お
い

て
徹

底
し
て

事
務

を
推
進

す
る

よ

う
、

連
絡

会
議

等
の
場

に
お

い
て
、

職
員

に

注
意

喚
起

を
行

い
、
さ

ら
に

外
部
有

識
者

を

含
め

た
コ

ン
プ

ラ
イ
ア

ン
ス

委
員
会

を
開

催

し
、

協
会

の
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
の

状
況

に

つ
い

て
意

見
を

聴
く
等

、
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン

ス
・
内
部
統
制
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 

ま
た

、
法

人
の

長
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
等
の

取
組

み
と

し
て

、
各
種

会
議

等
に
お

い
て

、

常
日

頃
よ

り
組

織
運
営

方
針

や
、
法

人
の

ミ

ッ
シ

ョ
ン

等
を

伝
え
る

こ
と

で
、
法

人
の

長

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
を

発
揮

で
き
る

環
境

作

り
を
行
っ
た
。

 

 ・
会

計
監

査
人

及
び
監

事
に

よ
り
監

査
を

受

け
た

財
務

諸
表

及
び
決

算
報

告
書
に

よ
り

、

決
算

情
報

並
び

に
一
般

業
務

勘
定
及

び
貸

付

業
務

勘
定

に
区

分
し
た

セ
グ

メ
ン
ト

情
報

の

公
表

を
官

報
だ

け
で
な

く
協

会
ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
で

も
行

っ
て

お
り
、

公
表

の
充
実

及
び

財

務
内
容
の
透
明
性
の
確
保
が
な
さ
れ
た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

２
．
国

民
に

対
し
て

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す
る

た
め
と

る
べ
き

措
置

 

（
１
）

国
民

世
論
の

啓
発
 

①
 北

方
領

土
返

還
要
求
運
動
の
推
進
 

幅
広

い
国
民

世
論
を
結
集
し
、
す
そ
野
の
広
い
粘
り
強
い
国

民
運
動

を
展
開

す
る

た
め
、「

北
方

領
土
返

還
要
求

運
動
都
道

府
県

民
会

議
」
及

び
返
還
要
求
運
動
に
取
り
組
む
民
間
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
全
国
に
お
い
て
各
種
大
会
、

講
演

会
、
研

修
会

、
署
名
活
動
等
、
北
方
領
土
返
還
の
た
め
の

国
民

運
動
を

推
進

す
る

。
そ

の
際

、
中

期
目
標

期
間
中
に

こ
れ

ら
の

活
動
が

多
く
の
都
道
府
県
等
に
お
い
て
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
全
都
道
府
県
に
働
き
か
け
る
。

こ
れ

ら
の
活

動
水
準
を

10
0
回
以
上
に
維
持
す
る
と
と
も
に
、

支
援

内
容
が

適
切

な
も

の
と

な
る
よ

う
努
め

る
。
ま

た
、

推
進

委
員

の
適
切

な
配
置
及
び
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
、
各
都
道
府
県
と
の
連
携
を
緊
密
に
す
る
。
 

こ
れ

ら
の

事
業

の
実
施
に
よ
る
効
果
は
、
各
都
道
府
県
民

会
議

等
に

お
け
る

啓
発

事
業

の
実

施
件

数
、

事
業

の
内
容

の
充

実
状

況
、

こ
れ

ら
の

事
業
へ
の
国
民
の
参
加
数
等
の
状
況
、
講
演
会
等
参
加
者
の
反
応
の
状
況
（
派
遣
講
師
等

を
通

じ
て
把

握
）
等
の
指
標
に
よ
り
把
握
す
る
も
の
と
す
る
が

、
引

き
続
き

、
啓

発
事

業
に

よ
る
効

果
を
把

握
す
る

た
め

の
指

標
に

つ
い
て

も
検
討
す
る
。
 

「
北

方
領

土
を

目
で
見
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
根
室

地
域

に
建

設
さ
れ

た
啓

発
施

設
「

北
方

館
」

等
の

充
実
を

図
る

と
と

も
に

、
保

有
資

産
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
意
見
箱
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
館
者
か
ら
の
施
設
に

対
す

る
要
望

等
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
啓
発
施
設

に
つ

い
て
、

保
有

目
的

に
照

ら
し
て

さ
ら
な

る
有
効

活
用

が
図

ら
れ

る
よ
う

検
討
す
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

①
 北

方
領

土
返

還
要
求
運
動
の
推
進
 

 
全

国
に

設
置

さ
れ

て
い

る
「

北
方

領
土

返

還
要
求

運
動

都
道
府

県
民
会
議
」（

以
下
、
県

民
会
議

と
い

う
。
）
並
び

に
返
還
要
求
運
動
に

取
り

組
む

民
間

団
体

で
組

織
さ

れ
る

「
北

方

領
土
返

還
要

求
運
動

連
絡
協
議
会
」
（
以
下
、

北
連
協

と
い

う
。
）
等
が

実
施
す
る
事
業
に
対

し
、

啓
発

資
料

・
資

材
の

提
供

、
啓

発
パ

ネ

ル
・

ビ
デ

オ
の

貸
与

、
講

師
派

遣
、

経
費

等

の
支

援
を

行
っ

た
。

こ
れ

ら
の

事
業

終
了

後

に
は
、

参
加

人
数
、

参
加
者
の
反
応
状
況
等

 

を
記

載
す

る
事

業
実

施
報

告
書

の
提

出
を

受

け
て

事
業
の

効
果
を

把
握
し
て
い
る
。

 

①
 北

方
領
土
返
還
要
求

運
動
の

推
進
 

 
全

国
に

設
置

さ
れ

て
い

る
「

北
方

領
土

返

還
要
求
運
動
都
道
府

県
民
会

議
」（

以
下

、
県

民
会
議
と
い
う
。
）
並
び

に
返
還

要
求
運
動

に

取
り

組
む

民
間

団
体

で
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。
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に
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、
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、
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。
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、
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績
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績
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績
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成
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年
度
業
務
実
績

 

          平
成

20
年

度
の
各

種
大
会
等
に
対
す
る
支

援
実
績

は
12

9
回

で
あ

り
、
内
訳
は
以
下
の

と
お

り
。

 

＜
内

訳
＞

 

県
民

大
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35
回

  

研
修

会
･講

演
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 1
9回
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ャ

ラ
バ
ン
・
署

名
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動
等
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回

 

パ
ネ

ル
展

  
  

  
  

  
  

  
  

  
31
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連

協
等
が

行
う
啓

発
活
動
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講

師
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績
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平
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各

種
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等

に
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る
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績
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あ
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。

 

＜
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＞
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績
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ら

に
、
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、
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を
行
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な
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し
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の
意

見
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ら
、
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の
都

道
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実
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し
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に
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参

加
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、
効
果
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検
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進
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。
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踏
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え
、
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節
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、
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績
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踏
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。
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携
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催
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こ
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、
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が
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に
行
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る
よ

う
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。
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、
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の
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動
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。
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節
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績
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進
委

員
を

全
都

道
府
県

に
各

1

名
配

置
し

た
。

年
度
当

初
に

は
、
推

進
委

員

全
国

会
議

を
開

催
し
政

府
、

北
対
協

か
ら

の

事
業

方
針

を
推

進
委
員

を
通

じ
て
県

民
会

議

へ
伝

達
す

る
こ

と
に
よ

り
、

県
民
会

議
事

業

の
計

画
・

実
施

が
効
率

的
に

行
わ
れ

る
よ

う

努
め

た
。

そ
の

他
、
推

進
委

員
に
は

、
四

半

期
毎

に
活

動
報

告
書
の

提
出

を
求
め

、
各

県

の
活
動
状
況
等
を
把
握
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
平
成

23
年
度
に
お
い
て
は
、
国

民
と

り
わ

け
若

い
世
代

が
北

方
領
土

問
題

に

対
す

る
関
心
を
高
め
る
た
め
、
内
閣
府
と
共

 

同
で

、「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
キ
ャ
ン
ぺ

 

な
お

、
県

民
会

議
等

の
返

還
要

求
運
動
団

体
が

事
業

を
計

画
す
る

際
に

は
、
費

用
対

効

果
等

を
十

分
考

慮
に
入

れ
る

と
と
も

に
、

常

に
節

約
を

心
が

け
効
率

的
、

効
果
的

な
事

業

実
施

が
行

わ
れ

る
よ
う

に
、

事
業
内

容
、

規

模
、

過
去

の
実

績
等
を

踏
ま

え
、
年

度
当

初

の
各

事
業

計
画

に
合
致

し
て

い
る
か

を
確

認

し
た

上
で

、
支

援
及
び

そ
の

額
を
確

定
し

て

い
る
。

 

ま
た

、
協

会
と

県
民

会
議

、
都

道
府
県
と

の
緊

密
な

連
携

を
推
進

す
る

た
め
の

パ
イ

プ

役
を

担
う

推
進
委

員
を

全
都

道
府
県

に
各

1

名
配

置
し

た
。

年
度
当

初
に

は
、
推

進
委

員

全
国

会
議

を
開

催
し
政

府
、

北
対
協

か
ら

の

事
業

方
針

を
推

進
委
員

を
通

じ
て
県

民
会

議

へ
伝

達
す

る
こ

と
に
よ

り
、

県
民
会

議
事

業

の
計

画
・

実
施

が
効
率

的
に

行
わ
れ

る
よ

う

努
め

た
。

そ
の

他
、
推

進
委

員
に
は

、
四

半

期
毎

に
活

動
報

告
書
の

提
出

を
求
め

、
各

県

の
活
動
状
況
等
を
把
握
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
平
成

24
年
度
に
お
い
て
は
、
国

民
と

り
わ

け
若

い
世
代

が
北

方
領
土

問
題

に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、「

全
国
北
方
領

土
啓
発
イ
ベ
ン
ト
」
を

23
都
府
県
で
実
施
し
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

      道
東

地
域

に
保

有
す

る
北

方
館

、
別
海
北

方
展

望
塔

、
羅

臼
国

後
展

望
塔

に
意

見
箱

を

設
置

し
、

来
館

者
の

感
想

・
要

望
等

の
集

約

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

こ
れ

ま
で

の
充

実

策
に

よ
り

、
特

段
の

展
示

物
増

設
な

ど
の

施

設
充

実
に

つ
い

て
の

要
望

は
な

か
っ

た
が

、

今
後

と
も

予
算

の
あ

り
方

や
現

地
管

理
者

等

の
意

見
を

聴
取

し
た

上
で

、
各

施
設

の
充

実

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

次
年

度
以

降
計

画

的
に

改
善

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

な
お

、

来
館

者
か

ら
は

大
変

有
意

義
な

施
設

で
素

晴

ら
し

か
っ

た
な

ど
の

感
想

が
多

く
聞

か
れ

、

国
民

の
啓

発
の

た
め

の
施

設
と

し
て

有
効

に

利
用

さ
れ
て

い
る
。

 

 

      道
東

地
域

に
保

有
す

る
北

方
館

、
別

海
北

方
展

望
塔

、
羅

臼
国

後
展

望
塔

に
意

見
箱

を

設
置

し
、

来
館

者
の

感
想

・
要

望
等

の
集

約

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

こ
れ

ま
で

の
充

実

策
に

よ
り

、
来

館
者

の
満

足
度

は
高

か
っ

た

が
、

今
後

と
も

予
算

の
あ

り
方

や
現

地
管

理

者
等

の
意

見
を

踏
ま

え
、

各
施

設
の

充
実

に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
次

年
度

以
降

計
画

的

に
改

善
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
な

お
、

来

館
者

か
ら

は
大

変
有

意
義

な
施

設
で

素
晴

ら

し
か

っ
た

な
ど

の
感

想
が

多
く

聞
か

れ
、

国

民
の

啓
発

の
た

め
の

施
設

と
し

て
有

効
に

利

用
さ
れ
て
い
る
。

 

 

      道
東

地
域

に
保

有
す

る
北

方
館

、
別

海
北

方
展

望
塔

、
羅

臼
国

後
展

望
塔

に
意

見
箱

を

設
置

し
、

来
館

者
の

感
想

・
要

望
等

の
集

約

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

こ
れ

ま
で

の
充

実

策
に

よ
り

、
来

館
者

の
満

足
度

は
高

か
っ

た

が
、

今
後

と
も

予
算

の
あ

り
方

や
現

地
管

理

者
等

の
意

見
を

踏
ま

え
、

各
施

設
の

充
実

に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
次

年
度

以
降

計
画

的

に
改

善
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
な

お
、

来

館
者

か
ら

は
展

示
が

充
実

し
て

い
る

、
大

変

有
意

義
な

施
設

な
ど

の
感

想
が

多
く

聞
か

れ
、

国
民

の
啓

発
の

た
め

の
施

設
と

し
て

有

効
に

利
用
さ

れ
て
い

る
。

 

ー
ン

」
を

実
施

し
た
。

イ
ベ

ン
ト
に

は
、

家

族
連
れ
や

10
代
、

20
代
の
参
加
者
が
多
く

み
ら

れ
、
全
国
で
約

20
,0

00
人
の
参
加
者
が

あ
り

、
国

民
世

論
の
一

層
の

啓
発
に

効
果

的

で
あ

っ
た
。

 

 

道
東

地
域

に
保

有
す

る
北

方
館

、
別
海
北

方
展

望
塔

、
羅

臼
国
後

展
望

塔
に
意

見
箱

を

設
置

し
、

来
館

者
の
感

想
・

要
望
等

の
集

約

を
行

っ
た

。
そ

の
結
果

、
こ

れ
ま
で

の
充

実

策
に

よ
り

、
来

館
者
の

満
足

度
は
高

か
っ

た

が
、

要
望

事
項

と
し
て

挙
げ

ら
れ
た

事
項

に

つ
い

て
は
、
一
部
は

23
年
度
中
に
対
応
し
、

そ
の

他
の

要
望

事
項
に

つ
い

て
は
、

予
算

や

管
理

者
等

の
意

見
も
踏

ま
え

、
次
年

度
以

降

計
画

的
に

改
善

し
て
い

く
こ

と
と
し

た
。

な

お
、

来
館

者
か

ら
は
北

方
領

土
問
題

の
発

生

に
つ

い
て

理
解

で
き
た

な
ど

の
感
想

が
多

く

聞
か

れ
、

国
民

の
啓
発

の
た

め
の
施

設
と

し

て
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
家
族
連
れ
や

30
代
以

下
の

若
年

層
の

参
加
者

が
多

く
み
ら

れ
、

全

国
で
約

35
,0

00
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
国
民

世
論
の
一
層
の
啓
発
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

 

  

道
東

地
域

に
保

有
す

る
北

方
館

、
別
海
北

方
展

望
塔

、
羅

臼
国
後

展
望

塔
に
意

見
箱

を

設
置

し
、

来
館

者
の
感

想
・

要
望
等

の
集

約

を
行

っ
た

。
そ

の
結
果

、
こ

れ
ま
で

の
充

実

策
に

よ
り

、
来

館
者
の

満
足

度
は
高

か
っ

た

が
、

要
望

事
項

と
し
て

挙
げ

ら
れ
た

事
項

に

つ
い
て
は
、
一
部
は

24
年
度
中
に
対
応
し
、

そ
の

他
の

要
望

事
項
に

つ
い

て
は
、

予
算

や

管
理

者
等

の
意

見
も
踏

ま
え

、
次
年

度
以

降

計
画

的
に

改
善

し
て
い

く
こ

と
と
し

た
。

な

お
、

来
館

者
か

ら
は
報

道
で

知
っ
て

い
る

と

思
っ

て
い

る
こ

と
も
、

自
分

の
目
で

確
か

め

る
こ

と
の

必
要

性
を
痛

感
し

た
な
ど

の
感

想

が
多

く
聞

か
れ

、
国
民

の
啓

発
の
た

め
の

施

設
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

②
 青

少
年

や
教

育
関
係
者
に
対
す
る
啓
発
の
実
施
 

 
(ｱ
)
 返

還
要
求

運
動
の
「
後
継
者
対
策
」
を
重
点
的
に
推
進
す
る

た
め
、

全
国

の
青

少
年

、
教
育

関
係
者

等
に
本

問
題

へ
の

理
解

と
関
心

を
深
め

て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
協
会
が
主
催
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
 

ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
参
加
者
の
反
応
の
状
況
を
把

握
し
、

意
見
を

事
業

に
反

映
さ

せ
る
よ

う
に
努

め
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績
 

②
 
青

少
年

や
教

育
関

係
者

に
対

す
る

啓
発

の
実

施
 

(ｱ
)後

継
者

対
策

事
業

 

○
北

方
少
年

交
流
事

業
（
東
京
近
郊
）

 

 
  
開

催
日

：
7
月

23
日
～

28
日

 

 
  
参

加
者

：
元
島

民
3
世
等

8
名

 

○
北

方
領

土
問

題
青

少
年

・
教

育
指

導
者

現
地

研
修
会

（
根
室

市
）

 

 
  
開

催
日

：
8
月

12
日
～

13
日

 

 
  
参

加
者
：
全

国
の

教
育
指
導
者
等

8
名
、
 

中
高

生
56

名
 

○
北

方
領
土

ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（
根
室
市
）

 

 
  
開

催
日

：
9
月

3
日

～
4
日

 

 
  
参

加
者

：
全
国

の
大
学
生
等

54
名

 

○
北

方
領
土

問
題
学

生
研
究
会
（
東
京
都
） 

（
第

1
回

）
 

開
催

日
：

7
月

18
日
～

19
日

 

参
加

者
：
学
生

研
究
会
メ
ン
バ
ー

16
名

 

（
第

2
回

）
 

開
催

日
：

3
月

24
日

 

②
 
青

少
年

や
教

育
関

係
者

に
対

す
る

啓
発

の
実
施
 

(ｱ
)後

継
者
対
策
事
業

 

○
北
方
少
年
交
流
事

業
（
東

京
近
郊

）
 

 
  
開
催
日
：

7
月

22
日

～
27

日
 

 
  
参
加
者
：
元
島

民
等

3
世

等
8
名

 

○
北

方
領

土
問

題
青

少
年

・
教

育
指

導
者

現
地
研
修
会
（

根
室

市
）

 

 
  
開
催
日
：

8
月

13
日

～
14

日
 

 
  
参
加
者
：

全
国

の
教

育
指

導
者

等
82

名
、

中
高

生
57

名
 

○
北
方
領
土
ゼ

ミ
ナ

ー
ル
（

根
室
市

）
 

 
  
開
催
日
：

9
月

2
日

～
3
日

 

 
  
参
加
者
：
全
国

の
大
学

生
等

50
名

 

○
北
方
領
土
問

題
学

生
研
究

会
（
東

京
都

） 

 
（
第

1
回
）

 

開
催
日
：

8
月

23
日

 

参
加
者
：
学
生

研
究
会

メ
ン
バ

ー
13

名
 

（
第

2
回
）

 

開
催
日
：

10
月

3
日

～
4
日

 

②
 
青

少
年

や
教

育
関

係
者

に
対

す
る

啓
発

の
実

施
 

(ｱ
)後

継
者

対
策

事
業

 

○
北

方
少
年

交
流
事

業
（
東

京
近
郊

）
 

 
  
開

催
日

：
7
月

23
日

～
28

日
 

 
  
参

加
者

：
元
島

民
等

3
世

等
8
名

 

○
北

方
領

土
問

題
青

少
年

・
教

育
指

導
者

現
地

研
修
会

（
根
室

市
）

 

 
  
開

催
日

：
8
月

18
日

～
19

日
 

 
  
参

加
者
：

全
国

の
教

育
指

導
者

等
62

名
、

中
高

生
70

名
 

○
北

方
領
土

ゼ
ミ
ナ

ー
ル
（

根
室
市

）
 

 
  
開

催
日

：
9
月

7
日

～
8
日

 

 
  
参

加
者

：
全
国

の
大
学

生
等

42
名

 

○
北

方
領
土

問
題
学

生
研
究

会
（
東

京
都

） 

 
（

第
1
回

）
 

開
催

日
：

7
月

19
日

 

参
加

者
：
学
生

研
究
会

メ
ン
バ

ー
14

名

（
第

2
回

）
 

開
催

日
：

11
月

20
日

～
21

日
 

②
 
青

少
年

や
教

育
関

係
者

に
対

す
る

啓
発

の
実
施
 

(ｱ
)後

継
者
対
策
事
業

 

○
北
方
少
年
交
流
事
業
（
東
京
近
郊
）

 

 
  
開
催
日
：

7
月

22
日
～

27
日

 

 
  
参
加
者
：
元
島
民
等

3
世
等

7
名

 

○
北

方
領

土
問

題
青

少
年

・
教

育
指
導
者

現
地
研
修
会
（
根
室
市
）

 

 
  
開
催
日
：

8
月

19
日
～

20
日

 

 
  
参
加
者
：

全
国

の
教

育
指

導
者

等
61

名
、

中
高
生

60
名

 

○
北
方
領
土
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
根
室
市
）

 

 
  
開
催
日
：

9
月

6
日
～

7
日

 

 
  
参
加
者
：
全
国
の
大
学
生
等

41
名

 

○
北
方
領
土
問
題
学
生
研
究
会
（
東
京
都
） 

 
（

第
1
回
）

 

開
催
日
：

10
月

1
日

  

参
加
者
：
学
生
研

究
会

メ
ン
バ

ー
等

10
名

 

（
第

2
回
）

 

開
催
日
：

11
月

19
日

 

②
 
青

少
年

や
教

育
関

係
者

に
対

す
る

啓
発

の
実
施
 

(ｱ
)後

継
者
対
策
事
業

 

○
北
方
少
年
交
流
事
業
（
東
京
近
郊
）

 

 
  
開
催
日
：

8
月

3
日
～

8
日

 

 
  
参
加
者
：
元
島
民
等

3
世
等

7
名

 

○
北

方
領

土
問

題
青

少
年

現
地

研
修
会
・

青
少
年
啓
発
列
車
事
業
（
根
室
市
）

 

 
  
開
催
日
：

8
月

19
日
～

20
日

 

 
  
参
加
者
：

10
6
名

 

○
教
育
指
導
者
現
地
研
修
会
（
根
室
市
）

 

 
  
開
催
日
：

8
月

12
日
～

13
日

 

 
参
加
者
：
全
国
の
教
育
指
導
者
等

62
名

○
北
方
領
土
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
根
室
市
）

 

 
  
開
催
日
：

9
月

15
日
～

16
日

 

 
  
参
加
者
：
全
国
の
大
学
生
等

35
名

 

○
北
方
領
土
問
題
学
生
研
究
会
（
東
京
都
） 

 
（
第

1
回
）

 

開
催
日
：

2
月

23
日

  

参
加
者
：
学

生
研

究
会

メ
ン

バ
ー

等
6
名
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

参
加

者
：
学
生

研
究
会
メ
ン
バ
ー

16
名

 

 
 

   

な
お

、
参

加
者

に
は

報
告

書
も

し
く
は
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提

出
を

求
め

て
お

り
、

ア
ン

ケ

ー
ト

で
は

９
割

以
上
の

参
加

者
か
ら

有
意

義

で
あ

っ
た

と
の

回
答

を
得

て
い

る
。

こ
れ

ら

の
報

告
書

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
次

年
度

事

業
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
に

当
た

っ
て

の
参

考

資
料
と

し
て

有
効
に

利
用
し
た
。
 

 

参
加
者
：
学
生

研
究
会

メ
ン
バ

ー
10

名
 

（
第

3
回
）

 

開
催
日
：

3
月

20
日

 

参
加
者
：
学

生
研
究

会
メ
ン

バ
ー

6
名

 

  

な
お

、
参

加
者

に
は

報
告

書
も

し
く

は
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提

出
を

求
め

て
お

り
、

ア
ン

ケ

ー
ト

で
は

全
て

の
参

加
者

か
ら

有
意

義
で

あ

っ
た

と
の

回
答

を
得

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

報

告
書

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
次

年
度

事
業

の

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
に

当
た

っ
て

の
参

考
資

料

と
し
て
有
効
に
利
用

し
た
。

 

参
加

者
：
学
生
研

究
会

メ
ン
バ

ー
等

22
名

 

（
第

3
回

）
 

開
催

日
：

3
月

27
日

 

参
加

者
：
学

生
研
究

会
メ
ン

バ
ー

8
名

 

 

な
お

、
参

加
者

に
は

報
告

書
も

し
く

は
ア

ン

ケ
ー

ト
の

提
出

を
求

め
て

お
り

、
ア

ン
ケ

ー

ト
で

は
９

割
以

上
の

参
加

者
か

ら
有

意
義

で

あ
っ

た
と

の
回

答
を

得
て

い
る

。
こ

れ
ら

の

報
告

書
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、

次
年

度
事

業

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

に
当

た
っ

て
の

参
考

資

料
と

し
て
有

効
に
利

用
し
た

。
 

参
加
者
：

学
生
研

究
会

メ
ン
バ

ー
等

11
名

 

（
第

3
回
）

 

開
催
日
：

3
月

4
日

 

参
加
者
：
学
生
研
究
会
メ
ン
バ
ー

8
名

 

 な
お

、
参

加
者

に
は

報
告

書
も

し
く
は
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提

出
を
求

め
て

お
り
、

ア
ン

ケ

ー
ト

で
は

９
割

以
上
の

参
加

者
か
ら

有
意

義

で
あ

っ
た

と
の

回
答
を

得
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
報

告
書

及
び

ア
ン
ケ

ー
ト

は
、
次

年
度

事

業
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
策
定

に
当

た
っ
て

の
参

考

資
料
と
し
て
有
効
に
利
用
し
た
。

 

 ○
「

北
方

領
土

に
関

す
る

」
全

国
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
東

京
都
）

 

募
集
期
間
：

9
月

1
日
～

10
月

31
日

 

応
募
総
数
：

3,
96

9
件

 

 
表

彰
者

：
内

閣
府

特
命

担
当

大
臣
賞
等

10
名

 

そ
の

他
、

教
育

現
場

に
お

け
る

北
方
領
土

教
育

の
推

進
の

た
め
の

北
方

領
土
学

習
教

材

集
や

、
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
等

を
通
じ

て
北

方

領
土

問
題

を
啓

発
す
る

動
画

を
作
成

し
、

協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。

 

（
第

2
回
）

 

開
催
日
：

3
月

16
日

 

参
加
者
：
学

生
研

究
会

メ
ン

バ
ー

等
7
名

 

  

な
お

、
参

加
者

に
は

報
告

書
も

し
く
は
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提

出
を
求

め
て

お
り
、

ア
ン

ケ

ー
ト

で
は

９
割

以
上
の

参
加

者
か
ら

有
意

義

で
あ

っ
た

と
の

回
答
を

得
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
報

告
書

及
び

ア
ン
ケ

ー
ト

は
、
次

年
度

事

業
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
策
定

に
当

た
っ
て

の
参

考

資
料
と
し
て
有
効
に
利
用
し
た
。
 

 

○
「

北
方

領
土

に
関

す
る

」
全

国
ス
ピ

ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
東

京
都
）

 

募
集
期
間
：

8
月

1
日
～

10
月

31
日

 

応
募
総
数
：

4,
96

4
件

 

 
表

彰
者

：
内

閣
府

特
命

担
当

大
臣
賞
等

10
名
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

(
ｲ)

 学
校

教
育

に
お
け
る
北
方
領
土
教
育
の
充
実
を
図
る
環

境
を

整
備
す

る
た
め

、
都

道
府

県
民

会
議

の
主

導
に

よ
る
「

北
方

領
土

問
題

教
育

者
会
議
」
の
設
置
と
活
動
に
対
し
て
全
都
道
府
県
に
引
き
続
き
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
同

会
議

で
の
成
果
を
教
育
関
係
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ

う
努
め

、
そ
の

活
動

状
況

を
把

握
す
る

。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

(ｲ
)北

方
領

土
問

題
教

育
者
会
議

 

 
 北

方
領

土
教

育
の
充

実
・
協
会
を
図
る
た

め
、
各

都
道

府
県

に
「

北
方
領
土
問
題
教
育

者
会

議
」
の

設
置
を

推
進
し
た
。

 

さ
ら

に
、
北

方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
全

国
会

議
を
は

じ
め
、
各
種
会
議
に
お
い
て
各

県
の

活
動
状

況
な
ど

を
共
有
化
し
、
ま
た
資

料
・
資

材
の

供
与
等

を
積
極
的
に
行
う
こ
と

に
よ

り
、
北

方
領
土

問
題
を
授
業
で
取
り
上

げ
る

環
境

を
整

え
、

北
方

領
土

教
育

の
充

実
・

強
化
を

図
っ
た

。
 

《
平

成
20

年
度

設
立

府
県
》

 

 
三

重
県
、

大
阪
府

 

（
既

設
置
県

：
33

都
道
府
県
）

 

 ○
北

方
領
土

問
題
教

育
者
会
議
全
国
会
議

 

 
開

催
日
：

3
月

14
日

 

 
参

加
者

：
教

育
者

会
議

代
表

、
県

民
会

議

関
係

者
等

64
名

 

 

(ｲ
)北

方
領
土
問
題
教

育
者
会

議
 

 
北
方
領
土
教
育
の

充
実
・
協

会
を

図
る

た

め
、
各
都
道
府
県

に
「

北
方

領
土
問

題
教

育

者
会
議
」
の
設
置
を

推
進
し

た
。

 

さ
ら
に
、
北
方
領
土

問
題
教

育
者
会

議
全

国
会
議
を
は
じ
め
、
各

種
会

議
に
お

い
て

各

県
の
活
動
状
況
な
ど

を
共
有

化
し
、
ま
た

資

料
・
資
材
の
供
与
等

を
積
極

的
に
行

う
こ

と

に
よ
り
、
北
方
領
土

問
題
を

授
業
で

取
り

上

げ
る

環
境

を
整

え
、

北
方

領
土

教
育

の
充

実
・
強
化
を
図
っ
た

。
 

《
平
成

21
年
度
設
立

県
》

 

 
愛
媛
県

 

（
既
設
置
県
：

34
都

道
府

県
）

 

 ○
北
方
領
土
問
題
教

育
者
会

議
全
国

会
議

 

 
開
催
日
：

2
月

27
日

 

 
参

加
者

：
教

育
者

会
議

代
表

、
県

民
会

議

関
係
者
等

66
名

 

(ｲ
)北

方
領

土
問

題
教

育
者
会

議
 

北
方

領
土
教

育
の
充

実
・
協

会
を
図

る
た

め
、
各

都
道

府
県

に
「

北
方

領
土
問

題
教

育

者
会

議
」
の

設
置
を

推
進
し

た
。

 

さ
ら

に
、
北

方
領
土

問
題
教

育
者
会

議
全

国
会

議
を
は

じ
め
、
各

種
会

議
に
お

い
て

各

県
の

活
動
状

況
な
ど

を
共
有

化
し
、
ま
た

資

料
・
資

材
の

供
与
等

を
積
極

的
に
行

う
こ

と

に
よ

り
、
北

方
領
土

問
題
を

授
業
で

取
り

上

げ
る

環
境

を
整

え
、

北
方

領
土

教
育

の
充

実
・

強
化
を

図
っ
た

。
 

《
平

成
22

年
度

設
立

県
》

 

 
福

井
県
、

広
島
県

、
高
知

県
 

（
既

設
置
県

：
37

都
道

府
県
）

 

 ○
北

方
領
土

問
題
教

育
者
会

議
全
国

会
議

 

 
開

催
日
：

2
月

26
日

 

 
参

加
者

：
教

育
者

会
議

代
表

、
県

民
会

議

関
係

者
等

77
名

 

(ｲ
)北

方
領
土
問
題
教
育
者
会
議

 

 
北
方
領
土
教
育
の
充
実
・
協
会
を
図
る
た

め
、
各
都
道
府
県
に
「
北
方
領
土
問
題
教
育

者
会
議
」
の
設
置
を
推
進
し
た
。

 

さ
ら
に
、
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
全

国
会
議
を
は
じ
め
、
各
種
会
議
に
お
い
て
各

県
の
活
動
状
況
な
ど
を
共
有
化
し
、
ま
た
資

料
・
資
材
の
供
与
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、
北
方
領
土
問
題
を
授
業
で
取
り
上

げ
る

環
境

を
整

え
、

北
方

領
土

教
育

の
充

実
・
強
化
を
図
っ
た
。

 

《
平
成

23
年
度
設
立
県
》

 

 
山
梨
県
、
岡
山
県

 

（
既
設
置
県
：

39
都
道
府
県
）

 

 ○
北

方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
全
国
会
議

 

 
開
催
日
：

2
月

26
日

 

参
加

者
：

教
育

者
会

議
代

表
、

県
民
会
議

関
係
者
等

78
名

 

(ｲ
) 北

方
領
土
問
題
教
育
者
会
議

 

 
北
方
領
土
教
育
の
充
実
・
協
会
を
図
る
た

め
、
各
都
道
府
県
に
「
北
方
領
土
問
題
教
育

者
会
議
」
の
設
置
を
推
進
し
た
。

 

さ
ら
に
、
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
全

国
会
議
を
は
じ
め
、
各
種
会
議
に
お
い
て
各

県
の
活
動
状
況
な
ど
を
共
有
化
し
、
ま
た
資

料
・
資
材
の
供
与
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、
北
方
領
土
問
題
を
授
業
で
取
り
上

げ
る

環
境

を
整

え
、

北
方

領
土

教
育

の
充

実
・
強
化
を
図
っ
た
。

 

《
平
成

24
年
度
設
立
県
》

 

 
神
奈
川
県

 

（
既
設
置
県
：

40
都
道
府
県
）

 

 ○
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
全
国
会
議

 

 
開
催
日
：

2
月

24
日

 

参
加

者
：

教
育

者
会

議
代

表
、

県
民
会
議

関
係
者
等

60
名
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

③
 わ

か
り

や
す

い
情
報
の
提
供
 

刊
行

物
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し

て
、
北

方
領
土

問
題

に
つ

い
て

国
民
が

正
し
く

理
解
し

、
認

識
を

深
め

る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
関
連
資
料
や
最
新
の
デ
ー
タ
を
幅
広
く
提
供
す
る
。
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

に
関

し
て
は

、
特
に
学
生
や
子
供
に
も
知
識
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え

る
よ
う

工
夫

す
る

。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

③
 わ

か
り

や
す

い
情
報
の
提
供
 

啓
発

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
文
具
等
を
作
成
し
、

返
還

要
求

運
動

に
つ

い
て

理
解

と
認

識
を

深

め
て

も
ら

う
よ

う
全

国
各

地
で

行
わ

れ
る

各

種
啓
発

事
業

等
に
お

い
て
配
布
し
た
。

 

ま
た

、
協

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、
新
規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
、

既
存

コ
ン

テ
ン

ツ
の

迅

速
な

更
新

等
の

推
進

に
努

め
、

協
会

、
関

係

団
体

・
機

関
で

発
行

し
て

い
る

パ
ン

フ
レ

ッ

ト
や

刊
行

物
な

ど
の

啓
発

資
料

の
リ

ス
ト

化

を
図

り
、

適
宜

、
最

新
の

も
の

に
更

新
し

多

く
の

方
が

容
易

に
入

手
で

き
る

よ
う

努
め

た
。

さ
ら

に
、

新
た

に
青

少
年

向
け

ペ
ー

ジ

「
北
方

領
土

キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
、

わ
か

り
や

す
い

情
報

を
積

極
的

に
提

供
す

る

と
と

も
に

、
青

少
年

が
領

土
問

題
を

手
軽

に

学
習
で

き
る

よ
う
工

夫
し
た
。

 

 

 

③
 わ

か
り
や
す
い

情
報

の
提
供
 

啓
発
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
文
具

等
を
作

成
し

、

返
還

要
求

運
動

に
つ

い
て

理
解

と
認

識
を

深

め
て

も
ら

う
よ

う
全

国
各

地
で

行
わ

れ
る

各

種
啓
発
事
業
等
に
お

い
て
配

布
し
た

。
 

ま
た

、
協

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、
新

規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
、

既
存

コ
ン

テ
ン

ツ
の

迅

速
な

更
新

等
の

推
進

に
努

め
、

協
会

、
関

係

団
体

・
機

関
で

発
行

し
て

い
る

パ
ン

フ
レ

ッ

ト
や

刊
行

物
な

ど
の

啓
発

資
料

を
リ

ス
ト

化

し
て

お
り

、
適

宜
、

最
新

の
も

の
に

更
新

し

多
く

の
方

が
容

易
に

入
手

で
き

る
よ

う
努

め

た
。

ま
た

、
青

少
年

向
け

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
向

上
の

た
め

デ
ザ

イ
ン

を
改

修

し
た

上
で

、
北

方
領

土
の

自
然

を
紹

介
す

る

ペ
ー

ジ
や

、
ク

イ
ズ

コ
ー

ナ
ー

を
新

設
す

る

な
ど

、
青

少
年

が
領

土
問

題
を

手
軽

に
学

習

で
き
る
よ
う
工
夫
し

た
。

 

さ
ら
に
、
教
育

者
向

け
に
情

報
を
発

信
す

 

る
ペ
ー
ジ
を
新
設
し

た
。

 

③
 わ

か
り

や
す

い
情
報

の
提
供
 

啓
発

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
文
具

等
を
作

成
し

、

返
還

要
求

運
動

に
つ

い
て

理
解

と
認

識
を

深

め
て

も
ら

う
よ

う
全

国
各

地
で

行
わ

れ
る

各

種
啓

発
事
業

等
に
お

い
て
配

布
し
た

。
 

ま
た

、
協

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、
新

規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
、

既
存

コ
ン

テ
ン

ツ
の

迅

速
な

更
新

等
の

推
進

に
努

め
、

協
会

、
関

係

団
体

・
機

関
で

発
行

し
て

い
る

パ
ン

フ
レ

ッ

ト
や

刊
行

物
な

ど
の

啓
発

資
料

を
リ

ス
ト

化

し
て

お
り

、
適

宜
、

最
新

の
も

の
に

更
新

し

多
く

の
方

が
容

易
に

入
手

で
き

る
よ

う
努

め

た
。

ま
た

、
青

少
年

向
け

ペ
ー

ジ
で

は
、

中

学
・

高
校

生
が

北
方

領
土

問
題

に
関

し
学

習

し
た

内
容

、
感

想
等

を
取

り
ま

と
め

た
「

自

由
研

究
レ

ポ
ー

ト
」

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー

を
設

置
し
た

。
 

さ
ら

に
、
教

育
者

向
け
ペ

ー
ジ
で

は
、「

授

業
構

成
案
」

を
紹
介

す
る
コ

ー
ナ
ー

を
新

設
 

し
た

。
 

③
 わ

か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
 

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
文
具
等
を
作
成
し
、

返
還

要
求

運
動

に
つ
い

て
理

解
と
認

識
を

深

め
て

も
ら

う
よ

う
全
国

各
地

で
行
わ

れ
る

各

種
啓

発
事
業
等
に
お
い
て
配
布
し
た
。

 

ま
た

、
協

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、
新
規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
、
既

存
コ

ン
テ
ン

ツ
の

迅

速
な

更
新

等
の

推
進
に

努
め

、
協
会

、
関

係

団
体

・
機

関
で

発
行
し

て
い

る
パ
ン

フ
レ

ッ

ト
や

刊
行

物
な

ど
の
啓

発
資

料
を
リ

ス
ト

化

し
て

お
り

、
適

宜
、
最

新
の

も
の
に

更
新

し

多
く

の
方

が
容

易
に
入

手
で

き
る
よ

う
努

め

た
。

 

さ
ら
に
、
平
成

23
年
度
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

の
リ

ニ
ュ

ー
ア
ル

を
行

い
、
閲

覧
者

に

と
っ

て
見

や
す

く
使
い

や
す

い
デ
ザ

イ
ン

と

し
利

便
性

を
向

上
さ
せ

る
と

と
も
に

、
新

た

に
青

少
年

向
け

や
教
育

者
向

け
の
動

画
や

学

習
教

材
集

を
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

に
掲
載

し
、

コ

ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
を
図
っ
た
。

 

③
 わ

か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
 

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
文
具
等
を
作
成
し
、

返
還

要
求

運
動

に
つ
い

て
理

解
と
認

識
を

深

め
て

も
ら

う
よ

う
全
国

各
地

で
行
わ

れ
る

各

種
啓
発
事
業
等
に
お
い
て
配
布
し
た
。

 

ま
た

、
協

会
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、
新
規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
、
既

存
コ

ン
テ
ン

ツ
の

迅

速
な

更
新

等
の

推
進
に

努
め

、
協
会

、
関

係

団
体

・
機

関
で

発
行
し

て
い

る
パ
ン

フ
レ

ッ

ト
や

刊
行

物
な

ど
の
啓

発
資

料
を
リ

ス
ト

化

し
て

お
り

、
適

宜
、
最

新
の

も
の
に

更
新

し

多
く

の
方

が
容

易
に
入

手
で

き
る
よ

う
努

め

た
。

 

 
さ
ら
に
、
平
成

24
年
度
に
は
、
北
方
館
に

あ
る

ウ
ェ

ブ
カ

メ
ラ
を

高
性

能
な
も

の
に

改

良
す

る
と

と
も

に
、
別

海
北

方
展
望

塔
及

び

羅
臼

国
後

展
望

塔
に
お

い
て

も
ウ
ェ

ブ
カ

メ

ラ
を

新
規

に
導

入
し
、

常
時

鮮
明
な

映
像

で

北
方

領
土

の
様

子
を
閲

覧
で

き
る
よ

う
に

し

た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

（
２
）

北
方

四
島
と

の
交
流
事
業
 

①
 元

島
民

や
返

還
運
動
関
係
者
等
と
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア

人
と

の
相
互

交
流

 

元
島

民
や

返
還

運
動
関
係
者
等
と
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人

と
の

間
の

相
互

交
流

事
業

を
関

係
機

関
・

関
係

団
体
と

も
連

携
を

取
り

な
が

ら
実
施
し
、
支
援
す
る
。
事
業
実
施
後
、
参
加
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
、
次
回
以
降
の
事
業

内
容

の
改
善

に
資
す
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

（
２
）

北
方

四
島
と

の
交
流
事
業
 

①
 
元

島
民

や
返

還
運

動
関

係
者

等
と

北
方

四
島

在
住

ロ
シ
ア

人
と

の
相

互
交
流
 

○
元

島
民

、
返

還
要

求
運

動
関

係
者
等
の

北
方

四
島
へ

の
訪
問
 

《
北

対
協
主

催
》

 

①
訪

問
日
：

6
月

30
日
～

7
月

4
日

 

訪
問

場
所
：

国
後
島
、
択
捉
島

 

 
  

  
参

加
者

：
63

名
（
北
連
協
主
体
）

 

②
訪

問
日
：

8
月

1
日
～

4
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者
：

62
名
（

う
ち
青
少
年

12
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業
）

 

③
訪

問
日
：

8
月

21
日
～

25
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

色
丹
島
、
択
捉
島

 

 
  

  
参

加
者

：
63

名
（
県
民
会
議
主
体
）

 

④
訪

問
日
：

9
月

19
日
～

22
日

 

訪
問

場
所
：

色
丹
島

 

（
２
）
北
方
四
島
と

の
交
流

事
業
 

①
 
元

島
民

や
返

還
運

動
関

係
者

等
と

北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
と
の
相
互
交
流
 

○
元

島
民

、
返

還
要

求
運

動
関

係
者

等
の

北
方
四
島
へ
の

訪
問
 

《
北
対
協
主
催

》
 

①
訪
問
日
：

7
月

6
日

～
7
月

10
日

 

訪
問
場
所
：

国
後
島

、
択
捉

島
 

 
  

  
参
加
者
：

65
名

（
北
連

協
主
体

）
 

②
訪
問
日
：

7
月

31
日

～
8
月

3
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：

色
丹
島

 

 
  

  
参
加
者
：

63
名
（

う
ち
青
少
年

12
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業

）
 

③
訪
問
日
：

8
月

27
日

～
31

日
 

 
  

  
訪
問
場
所
：

国
後
島

、
色
丹

島
 

 
  

  
参
加
者
：

60
名

（
県
民

会
議
主

体
）

 

④
訪
問
日
：

9
月

18
日

～
21

日
 

訪
問
場
所
：

択
捉
島

 

（
２

）
北
方

四
島
と

の
交
流

事
業
 

①
 
元

島
民

や
返

還
運

動
関

係
者

等
と

北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
と
の
相
互
交
流
 

○
元

島
民

、
返

還
要

求
運

動
関

係
者

等
の

北
方

四
島
へ

の
訪
問
 

《
北

対
協
主

催
》

 

①
訪

問
日
：

7
月

1
日

～
7
月

5
日

 

訪
問

場
所
：

国
後
島

、
択
捉

島
 

 
  

  
参

加
者

：
64

名
（

北
連

協
主
体

）
 

②
訪

問
日
：

7
月

30
日

～
8
月

2
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

択
捉
島

 

 
  

  
参

加
者
：

61
名
（

う
ち
青
少
年

12
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業

）
 

③
訪

問
日
：

8
月

26
日

～
30

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

、
色
丹

島
 

 
  

  
参

加
者

：
57

名
（

県
民

会
議
主

体
）

 

④
訪

問
日
：

9
月

17
日

～
20

日
 

訪
問

場
所
：

国
後
島

 

（
２

）
北
方
四
島
と
の
交
流
事
業
 

①
 
元

島
民

や
返

還
運

動
関

係
者

等
と

北
方

四
島

在
住

ロ
シ

ア
人

と
の

相
互

交
流
 

○
元

島
民

、
返

還
要

求
運

動
関

係
者
等
の

北
方
四
島
へ
の
訪
問
 

《
北
対
協
主
催
》

 

①
訪
問
日
：

7
月

7
日
～

7
月

11
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島
、
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

49
名
（
北
連
協
主
体
）

 

②
訪
問
日
：

7
月

29
日
～

8
月

1
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

65
名
（

う
ち
青
少
年

12
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合
同
事
業
）

 

③
訪
問
日
：

8
月

18
日
～

22
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島
、
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

50
名
（
県
民
会
議
主
体
）

 

④
訪
問
日
：

9
月

16
日
～

19
日

 

訪
問
場
所
：
色
丹
島

 

（
２
）
北
方
四
島
と
の
交
流
事
業
 

①
 
元

島
民

や
返

還
運

動
関

係
者

等
と

北
方

四
島

在
住

ロ
シ

ア
人

と
の

相
互

交
流
 

○
元

島
民

、
返

還
要

求
運

動
関

係
者
等
の

北
方
四
島
へ
の
訪
問
 

《
北
対
協
主
催
》

 

①
訪
問
日
：

4
月

24
日
～

4
月

28
日

 

訪
問

場
所

：
国

後
島

、
択

捉
島

、
色

丹
島

、
歯

舞
群

島
（

志

発
島
）

 

 
  

  
参
加
者
：

36
名
（
試
験
運
航
）

 

②
訪
問
日
：

6
月

28
日
～

7
月

2
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島
、
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

63
名
（
北
連
協
主
体
）

 

③
訪
問
日
：

7
月

27
日
～

7
月

30
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

61
名
（

う
ち
青
少
年

12
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合
同
事
業
）
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

 
  

  
参

加
者
：

48
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体

）
 

     《
道

推
進
委

員
会
主

催
》

 

①
訪

問
日
：

5
月

16
日
～

19
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者

：
64

名
（
一
般
訪
問
）

 

②
訪

問
日
：

5
月

30
日
～

6
月

2
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

択
捉
島

 

 
  

  
参

加
者

：
65

名
（
一
般
訪
問
）

 

③
訪

問
日
：

8
月

8
日
～

11
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

色
丹
島

 

 
  

  
参

加
者
：

64
名
（

う
ち
青
少
年

29
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業
）

 

④
訪

問
日
：

9
月

12
日
～

15
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者
：

19
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体

（
少
人
数
）
）

 

⑤
訪

問
日
：

9
月

12
日
～

15
日

 

 
  

  
参
加
者
：

50
名
（

返
還

運
動
後
継

者

主
体

）
 

     《
道
推
進
委
員
会
主

催
》

 

①
訪
問
予
定
日

：
5
月

15
日

～
18

日
 

 
  

  
訪
問
予
定
場

所
：
国

後
島
、

色
丹

島
 

※
ロ
シ
ア
側
の
手
続

き
の
遅

延
に
よ

り
中

止
 

②
訪
問
日
：

5
月

22
日

～
26

日
 

 
  

  
訪
問
場
所
：

択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

61
名

（
一
般

訪
問
）

 

③
訪
問
日
：

8
月

7
日

～
10

日
 

 
  

  
訪
問
場
所
：

国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

65
名
（

う
ち
青
少
年

31
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業

）
 

④
訪
問
日
：

8
月

22
日

～
24

日
 

 
  

  
訪
問
場
所
：

択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

64
名

 

⑤
訪
問
日
：

9
月

11
日

～
14

日
 

 
  

  
訪
問
場
所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者
：

46
名
（

返
還

運
動
後
継

者

主
体

）
 

     《
道

推
進
委

員
会
主

催
》

 

①
訪

問
日
：

5
月

14
日

～
17

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者

：
61

名
（

一
般

訪
問
）

 

②
訪

問
日
：

5
月

28
日

～
31

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

色
丹
島

 

 
  

  
参

加
者

：
60

名
（

一
般

訪
問
）

 

③
訪

問
日
：

8
月

6
日

～
9
日

 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  

  
参

加
者
：

65
名
（

う
ち
青
少
年

31
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合

同
事
業

）
 

④
訪

問
日
：

8
月

21
日

～
23

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

色
丹
島

 

 
  

  
参

加
者

：
63

名
 

⑤
訪

問
日
：

9
月

10
日

～
13

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

48
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体
）

 

     《
道
推
進
委
員
会
主
催
》

 

①
訪
問
日
：

5
月

14
日
～

16
日

 

 
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

46
名
（
一
般
訪
問
）

 

②
訪
問
日
：

5
月

27
日
～

30
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
色
丹
島

 

 
  

  
参
加
者
：

48
名
（
一
般
訪
問
）

 

③
訪
問
日
：

8
月

5
日
～

8
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

52
名
（

う
ち
青
少
年

31
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合
同
事
業
）

 

④
訪
問
日
：

9
月

12
日
～

15
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

41
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体
）

 

⑤
訪
問
日
：

9
月

12
日
～

15
日

 

④
訪
問
日
：

8
月

24
日
～

27
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
参
加
者
：

50
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体
）

 

⑤
訪
問
日
：

9
月

13
日
～

17
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島
、
色
丹
島

 

 
  

  
参
加
者
：

65
名
（
県
民
会
議
主
体
）

 

《
道
推
進
委
員
会
主
催
》

 

①
訪
問
予
定

日
：

5
月

11
日
～

14
日

 

 
訪
問
予
定

場
所
：
国
後
島

 

※
悪
天
候
の
た
め
中
止

 

②
訪
問
日
：

5
月

25
日
～

28
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

64
名
（
一
般
訪
問
）

 

③
訪
問
日
：

8
月

3
日
～

6
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
色
丹
島

 

 
  

  
参
加
者
：

62
名
（

う
ち
青
少
年

29
名
、

教
育

関
係

者
訪

問
事

業
と

の
合
同
事
業
）

 

④
訪
問
日
：

8
月

17
日
～

20
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  

  
参
加
者
：

61
名
（
一
般
訪
問
）

 

⑤
訪
問
日
：

9
月

7
日
～

10
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
国
後
島
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

訪
問

場
所
：

択
捉
島

 

 
  
参

加
者
：

44
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体

）
 

  

 

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

8
割

以
上

の
参
加
者

か
ら

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

を
得

て
お

り
、
そ

の
結

果
は
実

施
団
体
で
集
約
、
整
理
・

保
存

し
次

年
度

の
事

業
計

画
を

策
定

す
る

際

の
参
考

資
料

と
し
た

。
 

 

○
北

方
四
島

在
住
ロ

シ
ア
人
の
受
入

 

①
受

入
日
：

6
月

10
日
～

16
日

 

 
  

  
受

入
場

所
：

青
森
県

 

 
  

  
受

入
人

数
：

48
名
（
青
少
年
）

 

②
受

入
日
：

10
月

14
日
～

20
日

 

 
  

  
受

入
場

所
：

愛
知
県

 

 
  

  
受

入
人

数
：

74
名
（
一
般
）

 

     

参
加
者
：

42
名
（

返
還
運

動
後
継

者

主
体

）
 

⑥
訪
問
日
：

9
月

11
日

～
14

日
 

訪
問
場
所
：

色
丹
島

 

 
  
参
加
者
：

19
名
（

返
還
運

動
後
継
者

主
体

）
 

ア
ン

ケ
ー
ト

で
は

、
7

割
以

上
の

参
加

者

か
ら

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

を
得

て
お

り
、
そ
の
結
果
は
実

施
団
体

で
集
約

、
整

理
・

保
存

し
次

年
度

の
事

業
計

画
を

策
定

す
る

際

の
参
考
資
料
と
し
た

。
 

 

○
北
方
四
島
在
住
ロ

シ
ア
人

の
受
入

 

①
受
入
日
：

6
月

10
日

～
16

日
 

 
  

  
受
入
場
所
：

富
山
県

 

 
  

  
受
入
人
数
：

50
名

（
青

少
年
）

 

②
受
入
日
：

10
月

21
日

～
28

日
 

 
  

  
受
入
場
所
：

岩
手
県

 

 
  

  
受
入
人
数
：

74
名

（
一

般
）

 

  
平

成
21

年
度
よ

り
ロ

シ
ア

人
訪

問
団

に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
ほ

ぼ
す

べ

て
の

団
員

か
ら

満
足

し
て

い
る

と
の

回
答

が

得
ら
れ
た
。

 

  
  

  
参

加
者
：

43
名
（

返
還

運
動
後
継

者

主
体

）
 

⑥
訪

問
日
：

9
月

10
日

～
13

日
 

 
  

  
訪

問
場

所
：

国
後
島

 

 
  
参

加
者
：

20
名
（

返
還
運

動
後
継
者

主
体

）
 

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

8
割

程
度

の
参

加
者

か
ら

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

を
得

て
お

り
、
そ

の
結

果
は
実

施
団
体

で
集
約

、
整

理
・

保
存

し
次

年
度

の
事

業
計

画
を

策
定

す
る

際

の
参

考
資
料

と
し
た

。
 

 

○
北

方
四
島

在
住
ロ

シ
ア
人

の
受
入

 

①
受

入
日
：

6
月

9
日

～
15

日
 

 
受

入
場
所

：
兵
庫

県
 

 
  

  
受

入
人

数
：

48
名

（
青

少
年
）

 

②
受

入
日
：

10
月

13
日

～
19

日
 

 
  

  
受

入
場

所
：

茨
城
県

 

 
  

  
受

入
人

数
：

72
名

（
一

般
）

 

  
ロ

シ
ア

人
訪

問
団

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト

を
実

施
し

、
ほ

ぼ
す

べ
て

の
団

員
か

ら
満

足

し
て

い
る
と

の
回
答

が
得
ら

れ
た
。

 

 

訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
  
参
加
者
：

20
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体
）

 

  

 

ア
ン

ケ
ー
ト

で
は
、

9
割

程
度

の
参
加
者

か
ら

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

を
得

て
お

り
、
そ
の
結
果
は
実
施
団
体
で
集
約
、
整
理
・

保
存

し
次

年
度

の
事
業

計
画

を
策
定

す
る

際

の
参

考
資
料
と
し
た
。

 

 

○
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
の
受
入

 

①
受
入
日
：

6
月

8
日
～

14
日

 

 
  

  
受
入
場
所
：
京
都
府

 

 
  

  
受
入
人
数
：

50
名
（
青
少
年
）

 

②
受
入
日
：

10
月

19
日
～

25
日

 

 
  

  
受
入
場
所
：
福
井
県

 

 
  

  
受
入
人
数
：

70
名
（
一
般
）

 

  
ロ

シ
ア

人
訪

問
団
に

対
す

る
ア
ン

ケ
ー

ト

を
実

施
し

、
ほ

ぼ
す
べ

て
の

団
員
か

ら
満

足

し
て
い
る
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。

 

 

参
加
者
：

44
名
（
返
還
運
動
後
継
者

 

主
体
）

 

⑥
訪
問
日
：

9
月

7
日
～

10
日

 

 
  

  
訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
  

  
参
加
者
：

20
名
（
返
還
運
動
後
継
者

主
体
）

 

ア
ン

ケ
ー
ト

で
は
、

9
割

程
度

の
参
加
者

か
ら

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

を
得

て
お

り
、
そ
の
結
果
は
実
施
団
体
で
集
約
、
整
理
・

保
存

し
次

年
度

の
事
業

計
画

を
策
定

す
る

際

の
参
考
資
料
と
し
た
。

 

 

○
北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
の
受
入

 

①
受
入
日
：

6
月

6
日
～

12
日

 

 
  

  
受
入
場
所
：
秋
田
県

 

 
  

  
受
入
人
数
：

49
名
（
青
少
年
）

 

②
受
入
日
：

10
月

17
日
～

23
日

 

 
受
入
場
所
：
大
阪
府

 

 
受
入
人
数
：

74
名
（
一
般
）

 

  
ロ

シ
ア

人
訪

問
団
に

対
す

る
ア
ン

ケ
ー

ト

を
実

施
し

、
ほ

ぼ
す
べ

て
の

団
員
か

ら
満

足

し
て
い
る
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

  
な

お
、
当

年
度
の

交
流
事
業
実
施
前
及
び

実
施

後
に
お

い
て
は

、
関
係
機
関
、
関
係
団

体
と

の
連
携

を
図
る

た
め
の
会
議
等
を
開
催

し
、

効
果
的

、
効
率

的
な
事
業
実
施
や
、
問

 

題
点

の
共
有

な
ど
に

努
め
た
。

 

な
お

、
当

年
度

の
交

流
事

業
実

施
前

及
び

実
施

後
に

お
い

て
は

、
関

係
機

関
、

関
係

団

体
と

の
連

携
を

図
る

た
め

の
会

議
等

を
開

催

し
、

効
果

的
、

効
率

的
な

事
業

実
施

や
、

問

題
点
の
共
有
な
ど
に

努
め
た

。
 

な
お

、
当

年
度

の
交

流
事

業
実

施
前

及
び

実
施

後
に

お
い

て
は

、
関

係
機

関
、

関
係

団

体
と

の
連

携
を

図
る

た
め

の
会

議
等

を
開

催

し
、

効
果

的
、

効
率

的
な

事
業

実
施

や
、

問

題
点

の
共
有

な
ど
に

努
め
た

。
 

な
お

、
当

年
度

の
交

流
事

業
実

施
前
及
び

実
施

後
に

お
い

て
は
、

関
係

機
関
、

関
係

団

体
と

の
連

携
を

図
る
た

め
の

会
議
等

を
開

催

し
、

効
果

的
、

効
率
的

な
事

業
実
施

や
、

問

題
点
の
共
有
な
ど
に
努
め
た
。

 

  
な

お
、

当
年

度
の

交
流

事
業
実

施
前
及

び

実
施

後
に

お
い

て
は
、

関
係

機
関
、

関
係

団

体
と

の
連

携
を

図
る
た

め
の

会
議
等

を
開

催

し
、

効
果

的
、

効
率
的

な
事

業
実
施

や
、

問

題
点
の
共
有
な
ど
に
努
め
た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

②
 専

門
家

交
流
 

専
門

家
に
よ

る
北
方
四
島
と
の
交
流
事
業
を
関
係
団
体
と
も

連
携
を

取
り
な

が
ら

実
施

し
、

支
援
す

る
。
事

業
実
施

後
、

参
加

者
か

ら
の
意

見
を
聴
取
し
て
、
次
回
以
降
の
事
業
内
容
の
改
善
に
資
す
る
。
 

特
に

、
北
方

四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
、
日
本
語
習
得

の
機
会

を
提
供

す
る

た
め

、
日

本
語
講

師
派
遣

事
業
を

実
施

す
る

。
そ

の
際
、

日
本
語
講
師
に
対
し
て
、
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、
事
業
内
容
に
反
映
さ
せ
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

②
 専

門
家

交
流

 

○
教

育
専
門

家
 

《
北

対
協
主

催
》

 

 
 

訪
問
日

：
8
月

1
日

～
4
日

 

 
  
訪

問
場

所
：
国

後
島

 

訪
問

人
数
：

62
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

35
名
、
青
少
年
者
訪
問
事

業
と

の
合
同
事
業
）

 

《
道

推
進
委

員
会
主

催
》

 

 
  
訪

問
日

：
8
月

8
日

～
11

日
 

 
  
訪

問
場

所
：
色

丹
島

 

訪
問

人
数
：

64
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

18
名
、
青
少
年
訪
問
事
業

と
の

合
同
事
業
）

 

○
日

本
語
講

師
派
遣

 

・
色

丹
島
（

派
遣
人

数
4
名
）

 

 
  
派

遣
期

間
：

6
月

7
日
～

7
月

17
日

 

・
国

後
島
（

派
遣
人

数
4
名
）

 

 
  
派

遣
期

間
：

7
月

22
日
～

8
月

25
日

 

②
 専

門
家
交
流

 

○
教
育
専
門
家

 

《
北
対
協
主
催
》

 

 
  
訪
問
日
：

7
月

31
日

～
8
月

3
日

 

 
  
訪
問
場
所
：
色

丹
島

 

 
訪
問
人
数
：

63
名
（

う
ち
教

育
関
係
者

34
名

、
青

少
年

者
訪
問

事

業
と

の
合
同

事
業
）

 

《
道
推
進
委
員

会
主

催
》

 

 
  
訪
問
日
：

8
月

7
日

～
10

日
 

 
  
訪
問
場
所
：
国

後
島

 

 
  
訪
問
人
数
：

65
名
（

う
ち

教
育
関
係

者

17
名

、
青

少
年

訪
問
事

業

と
の

合
同
事

業
）

 

○
日
本
語
講
師

派
遣

 

・
色
丹
島
（
派

遣
人

数
4
名

）
 

 
派
遣
期
間
：

6
月

23
日

～
7
月

23
日

 

・
国
後
島
（
派

遣
人

数
4
名

）
 

 
派
遣
期
間
：

7
月

31
日

～
8
月

31
日

 

 

②
 専

門
家

交
流

 

○
教

育
専
門

家
 

《
北

対
協
主

催
》

 

 
  
訪

問
日

：
7
月

30
日

～
8
月

2
日

 

 
  
訪

問
場

所
：
択

捉
島

 

 
  
訪

問
人

数
：

61
名
（

う
ち

教
育
関
係

者

32
名

、
青

少
年

者
訪
問

事

業
と

の
合
同

事
業
）

 

《
道

推
進
委

員
会
主

催
》

 

 
  
訪

問
日

：
8
月

6
日

～
9
日

 

 
  
訪

問
場

所
：
国

後
島

 

 
  
訪

問
人

数
：

65
名
（

う
ち

教
育
関
係

者
 

17
名

、
青

少
年

訪
問
事

業

と
の

合
同
事

業
）

 

○
日

本
語
講

師
派
遣

 

・
色

丹
島
（

派
遣
人

数
4
名

）
 

 
派

遣
期
間

：
6
月

22
日

～
7
月

24
日

 

・
国

後
島
（

派
遣
人

数
4
名

）
 

 
派

遣
期
間

：
7
月

30
日

～
8
月

30
日

 

 

②
 専

門
家
交
流

 

○
教
育
専
門
家

 

《
北
対
協
主
催
》

 

 
  
訪
問
日
：

7
月

29
日
～

8
月

1
日

 

 
  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
訪
問
人
数
：

65
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

33
名
、
青
少
年
者
訪
問
事

業
と
の
合
同
事
業
）

 

《
道
推
進
委
員
会
主
催
》

 

 
  
訪
問
日
：

8
月

5
日
～

8
日

 

 
  
訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

 
  
訪
問
人
数
：

52
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

 

14
名
、
青
少
年
訪
問
事
業

と
の
合
同
事
業
）

 

○
日
本
語
講
師
派
遣

 

・
色
丹
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
派
遣
期
間
：

6
月

21
日
～

7
月

23
日

 

・
国
後
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
派
遣
期
間
：

7
月

29
日
～

8
月

26
日

 

 

②
 専

門
家
交
流

 

○
教
育
専
門
家

 

《
北
対
協
主
催
》

 

 
  
訪
問
日
：

7
月

27
日
～

7
月

30
日

 

 
  
訪
問
場
所
：
国
後
島

 

 
  
訪
問
人
数
：

61
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

49
名
、
青
少
年
者
訪
問
事

業
と
の
合
同
事
業
）

 

《
道
推
進
委
員
会
主
催
》

 

 
  
訪
問
日
：

8
月

3
日
～

6
日

 

 
  
訪
問
場
所
：
色
丹
島

 

 
  
訪
問
人
数
：

65
名
（
う
ち
教
育
関
係
者

 

36
名
、
青
少
年
訪
問
事
業

と
の
合
同
事
業
）

 

○
日
本
語
講
師
派
遣

 

・
色
丹
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
派
遣
期
間
：

8
月

3
日
～

9
月

17
日

 

・
国
後
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
派
遣
期
間
：

6
月

19
日
～

7
月

21
日
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

・
択

捉
島
（

派
遣
人

数
4
名
）

 

 
  
派

遣
期

間
：

6
月

7
日
～

7
月

17
日

 

 

教
育

専
門

家
か

ら
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に

加
え

報
告

書
の

提
出

を
受

け
た

。
報
告
書

に
は

、
本

事
業

の
今

後
の

あ
り

方
に
つ
い

て
、

学
習

と
啓

発
や

友
好

促
進

、
相
互
理

解
、

共
同

的
研

究
の

各
視

点
か

ら
交
流
の

ね
ら

い
を

明
確

に
し

、
ね

ら
い

に
即
し
た

団
の

編
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

提
案
さ
れ

て
お

り
、

今
後

の
事

業
改

善
に

役
立
つ
内

容
で

あ
っ
た

。
 

 

 
日

本
語

講
師

派
遣

事
業

で
は

、
テ
キ
ス

ト
選

定
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
に
あ
た

り
、

ロ
シ

ア
人

受
講

者
の

要
望

を
今
後
も

積
極

的
に

反
映

さ
せ

、
よ

り
一

層
充
実
し

た
講

義
内

容
と

す
る

た
め

、
ア

ン
ケ
ー
ト

調
査

を
行
っ

た
。

 

 

 

・
択
捉
島
（
派
遣
人

数
4
名

）
 

 
  
派
遣
期
間
：

6
月

30
日

～
7
月

23
日

 

 

教
育

専
門

家
か

ら
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に

加
え

報
告

書
の

提
出

を
受

け
た

。
報

告
書

に
は

、
学

習
と

啓
発

や
友

好
促

進
、

相
互

理
解

、
共

同
的

研
究

の
各

視
点

か
ら

、
交

流
の

目
的

に
即

し
た

事
業

の
方

向
性

に
関

し
提

案
さ

れ
て

お
り

、
今

後
の

事
業

改
善

に
役
立
つ
内
容
で
あ

っ
た
。

 

   日
本

語
講

師
派

遣
事

業
で

は
、

よ
り

一

層
充

実
し

た
講

義
内

容
と

す
る

た
め

、
ロ

シ
ア

人
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

日
本

語
に

興
味

を
持

ち
、

継
続

的
な

参
加

意
欲

が
示

さ
れ

る
な

ど
良

好
な

意
見

が
寄

せ
ら

れ
、

事
業

の
効

果
が

発
揮

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
確

と
な

っ
た
。

 

   

・
択

捉
島
（

派
遣
人

数
4
名

）
 

 
  
派

遣
期

間
：

6
月

22
日

～
7
月

24
日

 

 

教
育

専
門

家
か

ら
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に

加
え

報
告

書
の

提
出

を
受

け
た

。
報

告
書

に
は

、
学

習
と

啓
発

や
友

好
促

進
、

相
互

理
解

、
共

同
的

研
究

の
各

視
点

か
ら

、
交

流
の

目
的

に
即

し
た

事
業

の
方

向
性

に
関

し
提

案
さ

れ
て

お
り

、
今

後
の

事
業

改
善

に
役

立
つ
内

容
で
あ

っ
た
。

 

   

日
本

語
講

師
派

遣
事

業
で

は
、

引
き

続

き
ロ

シ
ア

人
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

多
く

の
良

好
な

意
見

が
寄

せ
ら

れ
、

事
業

の
効

果
が

発
揮

さ
れ

て
い
る

こ
と
が

明
確
と

な
っ
た

。
 

・
択
捉
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
派
遣
期
間
：

6
月

21
日
～

7
月

23
日

 

 

教
育

専
門

家
か

ら
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に

加
え

報
告

書
の

提
出

を
受

け
た

。
報
告
書

に
は

、
学

習
と

啓
発

や
友

好
促

進
、
相
互

理
解

、
共

同
的

研
究

の
各

視
点

か
ら
、
交

流
の

目
的

に
即

し
た

事
業

の
方

向
性
に
関

し
提

案
さ

れ
て

お
り

、
今

後
の

事
業
改
善

に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

 

   

日
本

語
講

師
派

遣
事

業
で

は
、

引
き

続

き
ロ

シ
ア

人
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト
調
査

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

多
く

の
良
好
な

意
見

が
寄

せ
ら

れ
、

事
業

の
効

果
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

 

・
択
捉
島
（
派
遣
人
数

4
名
）

 

 
  
派
遣
期
間
：

6
月

19
日
～

7
月

21
日

 

 

教
育

専
門

家
か

ら
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に

加
え

報
告

書
の

提
出

を
受

け
た

。
報
告
書

に
は

、
学

習
と

啓
発

や
友

好
促

進
、
相
互

理
解

、
共

同
的

研
究

の
各

視
点

か
ら
、
交

流
の

目
的

に
即

し
た

事
業

の
方

向
性
に
関

し
提

案
さ

れ
て

お
り

、
今

後
の

事
業
改
善

に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

 

   

日
本

語
講

師
派

遣
事

業
で

は
、

引
き

続

き
ロ

シ
ア

人
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

多
く

の
良
好
な

意
見

が
寄

せ
ら

れ
、

事
業

の
効

果
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

な
お

、
事

業
実

施
前

に
は

、
昨

年
度

の

経
験

を
生

か
し

て
効

率
的

・
効

果
的
に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
、

前
年

度
派
遣
者

も
交

え
た

検
討

会
を

開
催

し
た

。
そ
の
結

果
、

北
方

四
島

の
特

殊
性

を
考

慮
し
た
授

業
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ
う
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
た

。
ま

た
、
事
業

実
施

後
に

は
、

報
告

書
の

提
出

を
受
け
る

と
と

も
に

、
報

告
会

を
実

施
し

、
次
年
度

の
事

業
実
施

の
際
の

参
考
と
し
た
。

 

な
お

、
事

業
実

施
前

に
は

、
昨

年
度

の

経
験

を
生

か
し

て
効

率
的

・
効

果
的

に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
、

前
年

度
派

遣
者

も
交

え
た

検
討

会
を

開
催

し
た

。
そ

の
結

果
、

北
方

四
島

の
特

殊
性

を
考

慮
し

た
授

業
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
た

。
ま

た
、

事
業

実
施

後
に

は
、

報
告

書
の

提
出

を
受

け
る

と
と

も
に

、
報

告
会

を
実

施
し

、
次

年
度

の
事
業
実
施
の

際
の

参
考
と

し
た
。
 

な
お

、
事

業
実

施
前

に
は

、
昨

年
度

の

経
験

を
生

か
し

て
効

率
的

・
効

果
的

に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
、

前
年

度
派

遣
者

も
交

え
た

検
討

会
を

開
催

し
た

。
そ

の
結

果
、

北
方

四
島

の
特

殊
性

を
考

慮
し

た
授

業
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
た

。
ま

た
、

事
業

実
施

後
に

は
、

報
告

書
の

提
出

を
受

け
る

と
と

も
に

、
報

告
会

を
実

施
し

、
次

年
度

の
事

業
実
施

の
際
の

参
考
と

し
た
。
 

さ
ら

に
、

22
年

度
事
業

終
了
後

、
ビ
ザ

な
し

交
流

の
実

際
の

場
面

で
活

用
で

き
る

実
践

的
な

教
材

の
作

成
要

望
が

あ
っ

た
こ

と
を

受
け

、
次

年
度

へ
向

け
た

教
材

作
成

の
た

め
「

北
方

四
島

に
お

け
る

日
本

語
教

育
教

材
検
討

会
」
を

組
織

し
、
開
催

し
た

。 

 

な
お

、
事

業
実

施
前

に
は

、
昨

年
度

の

経
験

を
生

か
し

て
効

率
的

・
効

果
的
に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
、

前
年

度
派
遣
者

も
交

え
た

検
討

会
を

開
催

し
た

。
そ
の
結

果
、

北
方

四
島

の
特

殊
性

を
考

慮
し
た
授

業
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ
う
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
た

。
ま

た
、
事
業

実
施

後
に

は
、

報
告

書
の

提
出

を
受
け
る

と
と

も
に

、
報

告
会

を
実

施
し

、
次
年
度

の
事
業
実
施
の
際
の
参
考
と
し
た
。
 

さ
ら
に
、

22
年
度
に
設
置
し
た
日
本
語

教
材

検
討

会
を

引
き

続
き

開
催

し
、
四
島

側
の

特
殊

性
を

考
慮

し
た

授
業

を
円
滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
テ
キ
ス

ト
を
作
成
し
、

23
年
度
事
業
よ
り
使
用
を

開
始
し
た
。

 

 

な
お

、
事

業
実

施
前

に
は

、
昨

年
度

の

経
験

を
生

か
し

て
効

率
的

・
効

果
的
に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
、

前
年

度
派
遣
者

も
交

え
た

検
討

会
を

開
催

し
た

。
そ
の
結

果
、

北
方

四
島

の
特

殊
性

を
考

慮
し
た
授

業
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ
う
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
た

。
ま

た
、
事
業

実
施

後
に

は
、

報
告

書
の

提
出

を
受
け
る

と
と

も
に

、
報

告
会

を
実

施
し

、
次
年
度

の
事
業
実
施
の
際
の
参
考
と
し
た
。
 

  
  
さ

ら
に

、
報

告
会

の
結

果
を

反
映

さ
せ

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

テ
キ

ス
ト

の
更

新
作
業
を

す
る

た
め

、
日

本
語

教
材

検
討

会
を
開
催

し
た
。
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独
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③
 四

島
交

流
等

事
業
に
使
用
す
る
後
継
船
舶
の
確
保
 

「
四

島
交
流

等
の
実
施
及
び
後
継
船
舶
の
確
保
に
関
す
る
方

針
」
（

平
成

19
年

12
月

18
日

関
係

閣
僚

申
合
せ

）
の
趣

旨
を

踏
ま

え
、
北

方
四
島
交
流
事
業
等
関
係
府
省
等
推
進
協
議
会
に
参
加
す
る
。
四
島
交
流
等
事
業
に
使
用
す
る

後
継

船
舶
に

つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
に
お
い
て
民
間
企

業
に
公

募
を
か

け
て

後
継

船
舶

に
関
す

る
提
案

を
受
け

、
事

業
者

を
選

定
し
、

契
約
（
ま
た
は
協
定
）
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成

24
年
度
を
目
途
と
し
て
長
期
傭
船
に

係
る

本
契
約

を
締
結
す
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

③
 
四

島
交

流
等

事
業

に
使

用
す

る
後

継
船

舶
の

確
保
 

 
「

北
方

四
島

交
流

事
業

等
関

係
府

省
等

推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
、

そ
の

方
針

に
従

い

作
業

を
進
め

た
。

 

 
な

お
、
後

継
船
舶

の
調
達
及
び
運
航
管
理

の
た

め
の
請

負
企
業

の
公
正
な
選
定
を
行
う

必
要

が
あ
る

こ
と
か

ら
、
公
募
に
お
け
る
調

達
方

法
や
、

請
負
企

業
の
選
定
方
法
及
び
事

業
者

か
ら
提

案
さ
れ

た
内
容
等
を
審
査
・
検

討
す

る
た
め

、
海
事

関
係
の
専
門
家
か
ら
組

織
さ

れ
る
「

北
方
四

島
交
流
等
事
業
使
用
船

舶
の

調
達
及

び
提
案

内
容
審
査
等
の
た
め
の

委
員

会
」
を

設
置
し

、
３
回
開
催
す
る
と
と

も
に

、
選
定

さ
れ
た

請
負
企
業
と
締
結
す
る

協
定

書
・
契

約
書
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
、

 

海
事

専
門
の

弁
護
士

と
調
整
を
行
っ
た

 

③
 
四

島
交

流
等

事
業

に
使

用
す

る
後

継
船

舶
の
確
保
 

 
「

北
方

四
島

交
流

事
業

等
関

係
府

省
等

推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
、

そ
の

方
針

に
従

い

作
業
を
進
め
た
。

 

 
な

お
、

海
事

関
係

の
専

門
家

か
ら

組
織

さ

れ
る

「
北

方
四

島
交

流
等

事
業

使
用

船
舶

の

調
達

及
び

提
案

内
容

審
査

等
の

た
め

の
委

員

会
」

を
昨

年
に

引
き

続
き

開
催

し
、

請
負

企

業
を

決
定

し
た

。
請

負
企

業
決

定
後

に
は

、

請
負

企
業

が
船

舶
の

調
達

を
適

性
に

行
う

か

進
行

監
理

業
務

が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、

海
事

関
係

の
専

門
家

か
ら

構
成

さ
れ

る
「

四

島
交

流
等

事
業

使
用

船
舶

調
達

に
関

す
る

業

務
進

行
監

理
等

検
討

会
議

」
を

設
置

し
、

開

催
し

た
。

さ
ら

に
、

技
術

的
・

専
門

的
な

事

項
へ

の
対

応
な

ど
に

関
し

て
サ

ポ
ー

ト
を

行

う
た

め
の

専
門

業
者

と
進

行
監

理
等

業
務

契

約
を
結
び
、
適
正
な

進
行
監

理
を
進

め
た

。
 

③
 
四

島
交

流
等

事
業

に
使

用
す

る
後

継
船

舶
の

確
保
 

 
「

北
方

四
島

交
流

事
業

等
関

係
府

省
等

推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
、

そ
の

方
針

に
従

い

作
業

を
進
め

た
。

 

 
昨

年
度
に

引
き
続

き
、「

北
方

四
島
交
流

等

事
業

使
用

船
舶

調
達

に
関

す
る

業
務

進
行

監

理
等

検
討

会
議

」
を

開
催

し
、

進
行

監
理

等

業
務

を
行

っ
た

。
ま

た
、

提
出

を
受

け
た

承

認
図

書
の

確
認

等
の

業
務

も
、

進
行

監
理

等

業
務

契
約

を
締

結
し

て
い

る
専

門
業

者
の

助

言
を

受
け
つ

つ
適
正

な
処
理

を
行
っ

た
。

 

 
そ

の
他

、
後

継
船

舶
の

船
名

の
公

募
を

実

施
し

、
全
国

か
ら

2,
46

9
件

の
応
募

を
受

け
、

選
考

の
結
果

、「
え
と

ぴ
り
か
」
を

船
名
と

し

て
決

定
し
た

。
 

 

③
 
四

島
交

流
等

事
業

に
使

用
す

る
後

継
船

舶
の
確
保
 

 
「

北
方

四
島

交
流
事

業
等

関
係
府

省
等

推

進
協

議
会

」
で

の
方
針

に
従

い
作
業

を
進

め

た
。

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「

北
方
四
島
交
流
等

事
業

使
用

船
舶

調
達
に

関
す

る
業
務

進
行

監

理
等

検
討

会
議

」
を
開

催
し

、
進
行

監
理

等

業
務

を
行

っ
た

。
ま
た

、
提

出
を
受

け
た

承

認
図

書
の

確
認

等
の
業

務
も

、
進
行

監
理

等

業
務

契
約

を
締

結
し
て

い
る

専
門
業

者
の

助

言
を

受
け

つ
つ

適
正
な

処
理

を
行
っ

た
。

そ

の
結

果
、
当
該
船
舶
は

3
月

31
日
に
造
船
所

よ
り

船
主
に
引
き
渡
さ
れ
、
平
成

24
年
度
よ

り
使

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

そ
の
他
、

22
年
度
に
一
般
公
募
を
行
い
決

定
し

た
船
名
「
え
と
ぴ
り
か
」
に
つ
い
て
、

5 

月
12

日
に
担
当
大
臣
よ
り
発
表
が
行
わ
れ
、

 

併
せ

て
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

表
し

た
。

 

③
 
四

島
交

流
等

事
業

に
使

用
す

る
後

継
船

舶
の
確
保

 

「
北

方
四

島
交

流
事

業
等

関
係

府
省
等
推

進
協

議
会

」
で

の
方
針

に
従

い
作
業

を
進

め

た
。

 

平
成

21
年

度
に
落

札
業

者
と

締
結
し
た

協
定

書
に

基
づ

き
、
新

船
「

え
と
ぴ

り
か

」

の
傭

船
及

び
運

航
委
託

契
約

を
締
結

し
、

平

成
24

年
度
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。
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（
３
）

北
方

領
土
問

題
等
に
関
す
る
調
査
研
究
 

北
方

領
土
問

題
を
巡
る
環
境
の
変
化
、
返
還
要
求
運
動
の
当

面
の
課

題
等
を

踏
ま

え
て

、
具

体
的
な

テ
ー
マ

を
選
定

し
、
調

査
研
究

を
行
い

、
こ
れ
ら
を
返
還
運
動
関
係
者
の
活
動
の
参
考
に
供
す
る
と
と
も
に
、
国
民
に
対
し
て
分
か
り

や
す

く
情
報

提
供
を

行
う
こ
と
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
て

積
極
的

に
公

表
す

る
。
 

そ
の

際
、
事

後
に
お
け
る
実
施
効
果
の
検
証
結
果
及
び
内
閣

府
独
立

行
政
法

人
評

価
委

員
会

に
よ
る

評
価
に

基
づ
き

、
成

果
の

低
い

事
業
や

必
要
性
の
低
下
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
見
直
し
改
廃
を
図
る
。
 

な
お

、
協
会

業
務
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
恒
常
的
な
研
究
会

は
廃
止

し
、
毎

年
度

開
催

し
て

き
た
国

際
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
に

つ
い

て
は

、
必
要

に
応
じ
開
催
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

（
３
）
北

方
領

土
問

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

 

平
成

20
年

度
の

テ
ー
マ
と
し
て
“
領
土

の
み

で
は

な
く

領
海

や
排

他
的

経
済
水
域

に
も

焦
点

を
当

て
、

北
方

四
島

を
始
め
我

が
国

が
抱

え
て

い
る

国
境

離
島

問
題
の
現

状
と

そ
の
解

決
方
法

に
つ
い
て
”
及
び
“
近

時
の

ロ
シ

ア
の

国
内

情
勢

、
対

外
政
策
及

び
北

方
領

土
問

題
を

含
む

日
露

関
係
の
現

状
と

今
後
の

展
望
に

つ
い
て
”
を
選
定
し
、

有
識

者
に

研
究

論
文

の
執

筆
を

依
頼

し

て
、

そ
の

研
究

成
果

を
返

還
運

動
関
係
者

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、

協
会

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

で
情
報

の
提
供

を
行
っ
た
。

 

ま
た

、
北

方
四

島
交

流
事

業
を

効
果

的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
、

北
方

四
島
の
現

状
を

的
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

重
要
で
あ

る
こ

と
か

ら
、

試
験

的
に

北
方

四
島
で
発

行
・

配
信
さ

れ
て
い

る
新
聞
を
入
手
し
、

 

（
３
）
北

方
領

土
問

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

 

 
 
平
成

21
年
度
の

テ
ー
マ

と
し
て
“
日

々

変
化
す
る
北
方

四
島

の
現
状

”
を
選

定
し

、

訪
問

事
業

に
参

加
し

た
有

識
者

に
、

交
流

事
業

に
対

す
る

在
島

ロ
シ

ア
人

の
感

情
、

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
進

捗
状

況
及

び
在

島
ロ

シ
ア

人
の

社
会

生
活

の
変

化
に

つ
い

て
分

析
等

を
行

っ
た

報
告

書
の

作
成

を
依

頼

し
、

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
情

報
の

提
供

を
行
っ
た
。

 

 
 

ま
た

、
北

方
四

島
で

発
行

・
配

信
さ

れ

て
い

る
新

聞
を

入
手

し
、

必
要

な
記

事
情

報
の

翻
訳

を
行

い
、

現
地

情
報

の
収

集
に

努
め
た
。

 

 
 

さ
ら

に
、

日
ロ

両
国

間
の

北
方

領
土

交

渉
の

情
報

の
収

集
に

も
努

め
、

北
方

領
土

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

全
国

の
返

還
運

動
関
係
者
に
提
供
し

、
各
種

事
業
や

会
議

 

（
３

）
北

方
領

土
問

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

 

 
 

平
成

22
年

度
の

テ
ー
マ

と
し
て
“
メ

ド

ヴ
ェ

ー
ジ

ェ
フ

・
ロ

シ
ア

大
統

領
の

国
後

島
訪

問
の

意
味

と
今

後
の

対
ロ

戦
略

に
つ

い
て

”
を

選
定

し
、

分
野

の
異

な
る

北
方

領
土

問
題

の
有

識
者

に
訪

問
の

意
味

と
そ

の
背

景
、

更
に

は
今

後
の

対
ロ

戦
略

に
つ

い
て

両
国

関
係

、
国

内
事

情
及

び
国

際
情

勢
等

多
角

的
な

視
点

か
ら

分
析

等
を

行
っ

た
研

究
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

を
依

頼
し

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

情
報

の
提

供
を

行
っ

た
。

 

 
 

ま
た

、
日

ロ
両

国
間

の
北

方
領

土
交

渉

の
情

報
の

収
集

に
努

め
、

北
方

領
土

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

全
国

の
返

還
運

動
関

係
者

に
提

供
し

、
各

種
事

業
や

会
議

等
で

発
信

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

返
還

運
動

の
推

進
に
役

立
て
た

。
当
該

情
報
は

、
協

 

（
３

）
北

方
領

土
問

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

 

平
成

23
年
度
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
ク
リ

ル
社

会
経

済
発

展
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ
り
急

激
に

変
化

を
遂

げ
よ

う
と

し
て

い
る
北
方

領
土

の
近

時
の

状
況

を
把

握
す

る
た
め
、

数
次

に
わ

た
り

北
方

領
土

を
訪

問
し
た
学

識
者

に
四

島
の

経
年

的
な

変
化

を
分
析
す

る
研

究
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

を
依

頼
し
、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

情
報

の
提

供
を
行
っ

た
。

 

ま
た

、
日

ロ
両

国
間

の
北

方
領

土
交

渉

の
情

報
の

収
集

に
努

め
、

北
方

領
土
に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

全
国

の
返

還
運
動
関

係
者

に
提

供
し

、
各

種
事

業
や

会
議
等
で

発
信

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

返
還
運
動

の
推

進
に

役
立

て
た

。
当

該
情

報
は
、
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
お
り
、

 

よ
り

多
く
の

方
に

情
報

を
提
供

し
て
い
る

。
 

（
３
）
北

方
領

土
問

題
等

に
関

す
る

調
査

研
究

 

 
  
平
成

24
年
度
は
、
大
統
領
選
挙
後
の
ロ

シ
ア

に
お

い
て

、
北

方
領

土
問

題
を
含
め

日
ロ

関
係

が
今

後
ど

う
な

る
の

か
に
つ
い

て
分

析
し

た
研

究
レ

ポ
ー

ト
の

作
成
を
依

頼
し

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

情
報
の
提

供
を
行
っ
た
。

 

ま
た

、
日

ロ
両

国
間

の
北

方
領

土
交

渉

の
情

報
の

収
集

に
努

め
、

北
方

領
土
に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

全
国

の
返

還
運
動
関

係
者

に
提

供
し

、
各

種
事

業
や

会
議
等
で

発
信

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

返
還
運
動

の
推

進
に

役
立

て
た

。
当

該
情

報
は
、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

表
し

て
お
り
、

よ
り

多
く

の
方

に
情

報
を

提
供

し
て

い

る
。

 

 
  

さ
ら

に
、
国

際
的

見
地

か
ら

北
方
領

土

問
題
の
本
質
等
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
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平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

必
要

な
記

事
情

報
の

翻
訳

を
行

い
、
現
地

情
報

の
収

集
に

努
め

た
。

ま
た

、
交
流
事

業
に

携
わ

っ
た

ロ
シ

ア
語

通
訳

を
集

め
、

「
北

方
四

島
の

現
状

等
を

意
見

聴
取
す
る

た
め

の
交

流
す

る
た

め
の

懇
談

会
」
を
開

催
し

た
。

 

等
で

発
信

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

返
還

運
動

の
推

進
に

役
立

て
て

い
る

。
当

該
情

報
は

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

表
し

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
方

に
情

報
を

提
供

し
て
い
る
。

 

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

表
し

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
方

に
情

報
を

提
供

し
て

い

る
。

 

 
 

さ
ら
に

、
現
地

の
様
子

を
紹
介

し
た
「

北

方
領

土
情

報
」

を
定

期
購

読
し

、
現

地
情

報
の

収
集
に

努
め
た

。
 

さ
ら

に
、

北
方

領
土

学
習

教
材

集
の

作

成
に

資
す

る
た

め
、

そ
の

基
礎

と
な
る
北

方
領

土
教

育
の

実
態

や
学

習
教

材
集
へ
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
分
析
を
行
い
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た
。

 

北
方

領
土

問
題

解
決

に
向

け
た

方
途
を
探

る
観

点
か

ら
、
「

世
界

か
ら

み
た

北
方

領

土
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
国

際
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。
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独

立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

（
４
）

元
島

民
等
の

援
護
 

①
 元

島
民

等
が

行
う
返
還
要
求
運
動
及
び
資
料
収
集
等
の
活

動
に

対
す
る

支
援

 

(
ｱ)
 元

島
民

等
が
行
う
研
修
活
動
や
署
名
活
動
を
支
援
す
る

。
 

(
ｲ)
 戦

前
に

お
け
る
北
方
四
島
の
生
活
実
態
、
引
揚
げ
の
状

況
等
に

関
す
る

資
料

・
証

言
の

収
集
及

び
保
存

活
動
を

支
援

す
る

。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

（
４
）

元
島

民
等
の

援
護

 

①
 元

島
民

等
が

行
う

返
還

要
求

運
動

及
び

資
料

収
集

等
の

活
動

に
対

す

る
支

援
 

(ｱ
) 
元

島
民

は
、

返
還
運
動
の
重
要
な

役
割

を
果
た

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
元

島
民

の
連
携

の
強
化
、
ま
た
、
自
ら

の
役

割
を
再

確
認
す
る
た
め
研

修
・

交
流
会

の
開
催
を
４
回
計
画

し
、

予
定
通

り
開
催
し
た
。

 

ま
た

、
元

島
民
等
で
構
成
さ
れ
る

団
体

が
行

う
署

名
活

動
に

対
し

支

援
を

行
っ
た

。
 

〔
支

援
状
況

〕
 

・
署

名
用
紙

の
印
刷

 

・
収

集
さ
れ

た
署
名
簿
の
製
本

 

・
啓

発
資
材

の
作
成
 
等

 

 

（
４
）
元
島
民
等
の

援
護

 

①
 元

島
民

等
が

行
う

返
還

要
求

運
動

及
び

資
料

収
集

等
の

活
動

に
対

す

る
支
援

 

(ｱ
) 
元
島
民
は

、
返

還
運

動
の

重
要

な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
元

島
民

の
連

携
の

強
化

、
ま

た
、

自
ら

の
役

割
を

再
確

認
す

る
た

め
研

修
・

交
流

会
の

開
催

を
４

回
計

画
し

、
予

定
通
り
開
催

し
た
。

 

ま
た

、
元

島
民

等
で

構
成

さ
れ

る

団
体

が
行

う
署

名
活

動
に

対
し

支
援

を
行
っ
た
。

 

〔
支
援
状
況
〕

 

・
署
名
用
紙
の

印
刷

 

・
収
集
さ
れ
た

署
名

簿
の
製

本
 

・
啓
発
資
材
の

作
成

 
等

 

 

（
４

）
元
島

民
等
の

援
護

 

①
 元

島
民

等
が

行
う

返
還

要
求

運
動

及
び

資
料

収
集

等
の

活
動

に
対

す

る
支

援
 

(ｱ
) 
元

島
民

は
、

返
還

運
動

の
重

要
な

役
割

を
果
た

し
て
お

り
、
こ
れ

ら
元

島
民

の
連
携

の
強
化

、
ま

た
、
自

ら

の
役

割
を

再
確

認
す

る
た

め
研

修
・

交
流

会
の

開
催

を
４

回
計

画

し
、

予
定
通

り
開
催

し
た
。

 

ま
た

、
元

島
民

等
で
構

成
さ
れ

る

団
体

が
行

う
署

名
活

動
に

対
し

支

援
を

行
っ
た

。
 

〔
支

援
状
況

〕
 

・
署

名
用
紙

の
印
刷

 

・
収

集
さ
れ

た
署
名

簿
の
製

本
 

・
啓

発
資
材

の
作
成

 
等

 

 

（
４

）
元
島
民
等
の
援
護

 

①
 元

島
民

等
が

行
う

返
還

要
求

運
動

及
び

資
料

収
集

等
の

活
動

に
対

す

る
支
援

 

(ｱ
) 
元
島
民
は

、
返
還
運
動
の

重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
元

島
民
の
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
自
ら

の
役

割
を

再
確

認
す

る
た

め
研

修
・

交
流

会
の

開
催

を
４

回
計

画

し
、
予
定
通
り
開
催
し
た
。

 

ま
た
、
元
島
民
等
で
構
成
さ
れ
る

団
体

が
行

う
署

名
活

動
に

対
し

支

援
を
行
っ
た
。

 

〔
支
援
状
況
〕

 

・
署
名
用
紙
の
印
刷

 

・
収
集
さ
れ
た
署
名
簿
の
製
本

 

・
啓
発
資
材
の
作
成
 
等

 

  

（
４
）
元
島
民
等
の
援
護

 

①
 元

島
民

等
が

行
う

返
還

要
求

運
動

及
び

資
料

収
集

等
の

活
動

に
対

す

る
支
援

 

(ｱ
) 
元
島
民
は

、
返
還
運
動
の

重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
元

島
民
の
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
自
ら

の
役

割
を

再
確

認
す

る
た

め
研

修
・

交
流

会
の

開
催

を
４

回
計

画

し
、
予
定
通
り
開
催
し
た
。

 

ま
た
、
元
島
民
等
で
構
成
さ
れ
る

団
体

が
行

う
署

名
活

動
に

対
し

支

援
を
行
っ
た
。

 

〔
支
援
状
況
〕

 

・
署
名
用
紙
の
印
刷

 

・
収
集
さ
れ
た
署
名
簿
の
製
本

 

・
啓
発
資
材
の
作
成
 
等
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平

成
20

年
度

業
務
実
績

 
平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

     

(ｲ
) 
北

方
領

土
が

日
本

固
有
の

領
土

で

あ
り

、
日

本
国
民
が
居
住
し
て
い
た

こ
と

を
後

世
に

伝
承

す
る

資
料

と

し
て

、
終

戦
当
時
の
北
方
四
島
居
住

者
の

状
況

を
居

住
地

跡
地

図
と

し

て
作

成
し

た
「

北
方

四
島

居
住

地

図
」
（

色
丹

島
・

歯
舞

群
島

）
を

作

成
し

た
。

 

［
資

料
名
］

北
方
四
島
居
住
地
図

 

（
色

丹
島
・
歯
舞
群
島
）

 

［
配

布
先
］
各
関
係
機
関
・
団
体
等
に

配
布
し
、
啓
発
資
料
及
び

訪
問

事
業

等
の

基
礎

資

料
と
し
て
活
用

 

     

(ｲ
) 
元

島
民
の

戦
前

の
貴

重
な

北
方

領

土
関
連
資
料

の
散
逸

、
劣

化
・
損
傷

を
防
ぎ
な
が

ら
、
広

く
国
民

に
公
開

し
北

方
領

土
問

題
の

理
解

を
深

め

る
機

会
の

提
供

を
行

う
た

め
、
「

北

方
領
土
関
連

資
料
発

信
事
業

」
に
対

し
支
援
を
行

っ
た
。

 

平
成

21
年

度
に
お

い
て
は

、
収

集
し

た
資

料
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で

情
報
発
信
す

る
と
と

も
に
、
元

島
民

が
所

有
す

る
資

料
等

を
収

集
保

存

す
る

た
め

の
事

前
調

査
な

ど
を

行

っ
た
。

 

     (ｲ
) 
元

島
民

の
戦

前
の

貴
重

な
北

方
領

土
関

連
資
料

の
散
逸

、
劣

化
・
損

傷

を
防

ぎ
な
が

ら
、
広
く

国
民
に

公
開

し
北

方
領

土
問

題
の

理
解

を
深

め

る
機

会
の

提
供

を
行

う
た

め
、
「

北

方
領

土
関
連

資
料
発

信
事
業

」
に

対

し
支

援
を
行

っ
た
。

 

平
成

22
年

度
に

お
い

て
は
、

北

方
領

土
関

連
資

料
寄

贈
等

資
料

収

集
実

施
要
領

を
制
定

し
、
個
別

資
料

の
審

査
を
実

施
す
る

と
と
も

に
、
北

方
領

土
関

連
資

料
目

録
を

作
成

し

た
。

 

さ
ら

に
、

元
島

民
の

団
体

が
実

施

す
る
研
修
会
、
啓
発
活
動
等
の
事
業
、

の
べ

29
事

業
に
対

し
て
支

援
を

行

っ
た
。

 

 

(ｲ
) 
元

島
民

の
戦

前
の

貴
重

な
北

方
領

土
関
連
資
料
の
散
逸
、
劣
化
・
損
傷
を

防
ぎ
な
が
ら
、
広
く
国
民
に
公
開
し
北

方
領

土
問

題
の

理
解

を
深

め
る

機
会

の
提
供
を
行
う
た
め
、
「
北
方
領
土
関

連
資
料
発
信
事
業
」
に
対
し
支
援
を
行

っ
た
。

 

平
成

23
年
度
に
お
い
て
は
、
本
事

業
の

最
終

年
度

で
あ

り
、

資
料

や
写

真
の

収
集

整
理

を
す

る
と

と
も

に
、

広
く

関
連

資
料

や
図

書
を

収
集

し
保

存
整

備
し

た
。

ま
た

、
収

集
し

た
資

料
等

を
千

島
連

盟
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
写

真
を

収
録

し
た

D
VD

を
作
成
し
、関

係
機
関
に

配
布

し
た

。
さ

ら
に

パ
ネ

ル
を

作
成

し
、
各
地
で
展
示
を
行
っ
た
。

 

さ
ら

に
、

元
島

民
の

団
体

が
実

施

す
る

研
修

会
、

啓
発

活
動

等
の

事
業

等
の
べ

25
事
業
の
ほ
か
、
７
つ
の
元

島
民

後
継

者
育

成
対

策
事

業
に

対
し

て
支
援
を
行
っ
た
。

 

(ｲ
) 
元

島
民

等
が

所
有

し
て

い
る

居
住

し
て
い
た
当
時
（
戦
前
）
の
北
方
領
土

の
白
黒
写
真
等
を
収
集
・
整
理
し
、
こ

れ
ま

で
に

収
集

し
た

数
多

く
の

北
方

領
土
関
連
資
料
と
合
わ
せ
、
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
と
し
て
保
存
す
る
「
北
方
領

土
関
連
資
料
保
存
整
備
事
業
」
に
対
し

支
援
を
行
っ
た
。

 

ま
た
、
後
世
へ
伝
承
し
て
い
く
た
め

に
、

戦
前

と
現

在
の

北
方

領
土

を
比

較
・

対
比

し
た

資
料

を
作

成
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

情
報

発
信

し
て

い
く

と
と

も
に

、
一

部
は

パ
ネ

ル
化

し
て

、
北

方
領

土
関

連
施

設
に

展
示

し
て

公
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

啓
発
活
動
の
充
実
を
図
っ
た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

②
 自

由
訪

問
に

対
す
る
支
援
 

元
島

民
等
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
が
行
う
北
方
四
島
へ
の

い
わ
ゆ

る
自
由

訪
問

を
支

援
す

る
と
と

も
に
、

訪
問
す

る
元

島
民

等
に

対
し
事

前
研
修
を
実
施
す
る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

②
 自

由
訪

問
に

対
す
る
支
援
 

①
訪

問
日
：

5
月

21
日
～

23
日

 

訪
問

場
所
：

国
後
島
（
古
丹
消
）

 

訪
問

人
数
：

43
名

 

※
荒

天
の
た

め
、
日

程
及
び
訪
問
先
変
更

 

②
訪

問
日
：

7
月

8
日

～
11

日
 

訪
問

場
所
：

択
捉
島

 

（
留

別
、
ポ
ン
ヤ
リ
）

 

訪
問

人
数
：

41
名

 

③
訪

問
日
：

7
月

25
日
～

28
日

 

訪
問

場
所
：

歯
舞
群
島
志
発
島

 

（
カ

フ
ェ
ノ
ツ
）

 

訪
問

人
数
：

61
名

 

④
訪

問
日
：

8
月

29
日
～

9
月

1
日

 

 
訪

問
場
所

：
国
後

島
 

（
東

沸
、
中
ノ
古
丹
）

 

訪
問

人
数
：

56
名

 

 

な
お

、
４

回
の

訪
問

す
べ

て
に

つ
い

て
、

実
施

に
際
し

て
事
前

研
修
を
行
っ
た
。

 

②
 自

由
訪
問
に
対

す
る

支
援
 

①
訪
問
日
：

6
月

5
日

～
8
日

 

訪
問
場
所
：
国

後
島

 

（
乳

呑
路

、
礼

文
磯
、

白
糖

泊
）

 

訪
問
人
数
：

55
名

 

②
訪
問
日
：

6
月

30
日

～
7
月

3
日

 

訪
問
場
所
：

択
捉
島

 

（
フ

シ
コ

コ
タ

ン
、

紗
那

、
別

飛
）

 

訪
問
人
数
：

45
名

 

③
訪
問
日
：

8
月

14
日

～
17

日
 

訪
問
場
所
：
国

後
島

（
泊
）

 

訪
問
人
数
：

47
名

 

④
訪
問
日
：

9
月

4
日

～
7
日

 

 
訪
問
場
所
：

色
丹

島
 

（
能

登
呂
、

キ
リ
ト

ウ
シ
）

 

歯
舞

群
島
水

晶
島

 

（
茂

尻
消
、
ボ
ッ

キ
ゼ
ン

ベ
）
 

訪
問
人
数
：

44
名

 

 

な
お

、
４

回
の

訪
問

す
べ

て
に

つ
い

て
、

実
施
に
際
し
て
事
前

研
修
を

行
っ
た

。
 

②
 自

由
訪

問
に

対
す
る

支
援
 

①
訪

問
日
：

6
月

4
日

～
7
日

 

訪
問

場
所
：

色
丹
島

 

（
斜
古

丹
、

ク
リ
ル

人
墓

地
、

 

ア
ナ
マ
、
稲
茂
尻
、
チ
ボ
イ
）

 

訪
問

人
数
：

46
名

 

②
訪

問
日
：

7
月

9
日

～
12

日
 

訪
問

場
所
：

択
捉
島

 

（
グ
ヤ
、
入
里
節
、
十
五
夜
萌
）

 

訪
問

人
数
：

54
名

 

③
訪

問
日
：

8
月

13
日

～
16

日
 

訪
問

場
所
：

歯
舞
群

島
水
晶

島
 

（
秋

味
場
）

 

 
歯

舞
群
島

秋
勇
留

島
 

（
オ

タ
モ
イ

）
 

訪
問

人
数
：

45
名

 

④
訪

問
日
：

9
月

1
日

～
3
日

 

 
訪

問
場
所

：
歯
舞

群
島
多

楽
島

 

（
フ

ル
ベ
ツ

、
ヒ
ラ

リ
ウ
ス

） 

訪
問

人
数
：

54
名

 

 

②
 自

由
訪
問
に
対
す
る
支
援
 

①
訪
問
日
：

6
月

3
日
～

6
日

 

訪
問
場
所
：
歯
舞
群
島
志
発
島

 

（
西
浦
泊
）

 

訪
問
人
数
：

43
名

 

②
訪
問
日
：

7
月

1
日
～

4
日

 

訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

（
シ
ヤ
リ
ス
、
蘂
取
）

 

訪
問
人
数
：

50
名

 

③
訪
問
日
：

8
月

10
日
～

12
日

 

訪
問
場
所
：
歯
舞
群
島
勇
留
島

 

（
ト
コ
マ
）

 

訪
問
人
数
：

41
名

 

④
訪
問
日
：

8
月

24
日
～

26
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島

 

（
ポ
ン
キ
ナ
シ
リ
、
中
ノ
古
丹
）

 

訪
問
人
数
：

38
名

 

⑤
訪
問
日
：

8
月

29
日
～

9
月

1
日

 

訪
問
場
所
：
歯
舞
群
島
水
晶
島

 

（
茂
尻

消
、

ボ
ッ
キ

ゼ
ン

べ
）

 

色
丹
島
（
能
登
呂
）

 

②
 自

由
訪
問
に
対
す
る
支
援
 

①
訪
問
日
：

5
月

16
日
～

18
日

 

訪
問
場
所
：
歯
舞
群
島
志
発
島

 

（
カ
フ
ェ
ノ
ツ
）

 

訪
問
人
数
：

58
名

 

②
訪
問
日
：

6
月

1
日
～

4
日

 

訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

（
グ
ヤ
、
入
里
節
、
十
五
夜
萌
）

 

訪
問
人
数
：

60
名

 

③
訪
問
日
：

7
月

6
日
～

9
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島
（
泊
）

 

訪
問
人
数
：

60
名

 

④
訪
問
日
：

8
月

11
日
～

13
日

 

訪
問
場
所
：
歯
舞
群
島
多
楽
島

 

（
フ
ル

ベ
ツ

、
ヒ
ラ

リ
ウ

ス
）

 

訪
問
人
数
：

64
名

 

⑤
訪
問
日
：

8
月

31
日
～

9
月

3
日

 

訪
問
場
所
：
色
丹
島

 

  
  

  
  

  
  
（
斜
古
丹
、
ク
リ
ル
人
墓
地
、

相
見
崎
）

 

訪
問
人
数
：

53
名
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

 
 

 

⑤
訪

問
日
：

9
月

6
日

～
8
日

 

 
訪

問
場
所

：
国
後

島
 

（
瀬

石
、
古

釜
布
、
近

布
内

） 

訪
問

人
数
：

54
名

 

 

な
お

、
５

回
の

訪
問

す
べ

て
に

つ
い

て
、

実
施

に
際
し

て
事
前

研
修
を

行
っ
た

。
 

 

訪
問
人
数
：

42
名

 

⑥
訪
問
日
：

9
月

23
日
～

26
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島

 

（
植
沖
、
植
内
、
ラ
シ
コ
マ
ン
ベ
ツ
）

 

訪
問
人
数
：

40
名

 

⑦
訪
問
日
：

9
月

30
日
～

10
月

3
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島

 

（
ブ

ニ
、

オ
タ

ト
ミ

、
ハ

ッ
チ

ャ
ス
、
古
丹
消
）

 

訪
問
人
数
：

39
名

 

 

な
お

、
７

回
の

訪
問

す
べ

て
に

つ
い

て
、

実
施

に
際
し
て
事
前
研
修
を
行
っ
た
。

 

⑥
訪
問
日
：

9
月

19
日
～

21
日

 

訪
問
場
所
：
国
後
島
（
東
沸
）

 

訪
問
人
数
：

58
名

 

⑦
訪
問
日
：

9
月

28
日
～

30
日

 

訪
問
場
所
：
択
捉
島

 

（
ウ
エ
ン
バ
フ
コ
ツ
、
内
保
） 

訪
問
人
数
：

58
名

 

 

な
お

、
７

回
の

訪
問

す
べ

て
に

つ
い

て
、

実
施
に
際
し
て
事
前
研
修
を
行
っ
た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

（
５
）

北
方

地
域
旧

漁
業
権
者
等
に
対
す
る
融
資
事
業
 

「
北

方
地

域
旧

漁
業
権
者
等
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
（

昭
和

三
十

六
年

法
律

第
百

六
十

二
号

）
の

趣
旨

を
踏

ま
え

つ
つ

、
北

方
地

域
旧
漁
業
権
者
等
に
対
す
る
融
資
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
以
下

の
よ

う
に
努

め
る
。
 

①
 融

資
制

度
の

周
知
 

融
資

の
内
容

及
び
手
続
き
等
並
び
に
平
成

20
年

4
月

1
日

よ
り

一
部
変

更
と
な

る
元

居
住

者
の
要

件
及
び

新
た
に

導
入

さ
れ

た
死

後
承
継

制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、
対
象
者
が
多
く
居
住
す
る
地
区
で
融
資
説
明
・
相
談
会
を
開
催
す

る
と

と
も
に

、
機
関
紙
等
を
活
用
し
た
広
報
を
実
施
す
る
。
 

②
 関

係
金

融
機

関
と
の
連
携
強
化
 

制
度

利
用
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
関
係
金
融
機
関
（
転
貸

・
委
託

貸
に
関

わ
る

金
融

機
関

を
い
う

。）
と

の
連

携
を
一

層
強

化
す

る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

（
５

）
北

方
地

域
旧

漁
業

権
者

等
に

対
す

る

融
資

事
業

 

①
 融

資
制

度
の

周
知
 

 
 

 
 融

資
内

容
等

の
周

知
や

要
望

等
の

聴
取

を
目

的
と

し
た

融
資

説
明

会
及

び
新

規
貸
付
・
生

前
承
継
手
続
等
に
つ

い
て

、
個

別
対
応

を
す
る
融
資
相
談
会

を
対

象
者
が

多
く
居
住
す
る

10
地
区

で
の

開
催
を

計
画
し
た
が
、
法
対
象
者

の
要

望
に

よ
り

中
標

津
町

と
別

海
町

の
2
地

区
を

加
え

た
12

地
区
で

13

回
開

催
（
昨

年
実

績
13

回
開
催
）
し

た
。

 

 

（
５

）
北

方
地

域
旧

漁
業

権
者

等
に

対
す

る

融
資
事
業

 

①
 融

資
制
度
の

周
知
 

 
  

  
 融

資
内

容
等

の
周

知
や

要
望

等
の

聴
取

を
目

的
と

し
た

融
資

説
明

会
及

び
新
規
貸
付
・
生

前
承
継

手
続
等

に
つ

い
て
、
個
別

対
応

を
す
る

融
資
相

談
会

を
対
象
者
が
多

く
居

住
す

る
10

地
区

で
の
開
催
を
計

画
し

た
が

、
法
対

象
者

の
要

望
に

よ
り

中
標

津
町

と
別

海
町

の
2
地
区

を
加
え

た
12

地
区

で
13

回
開
催
（
昨
年

実
績

13
回

開
催

）
し

た
。

 

 

（
５

）
北

方
地

域
旧

漁
業

権
者

等
に

対
す

る

融
資

事
業

 

①
 融

資
制

度
の

周
知
 

 
  

  
 融

資
内

容
等

の
周

知
や

要
望

等
の

聴
取

を
目

的
と

し
た

融
資

説
明

会
及

び
新

規
貸
付
・
生

前
承
継

手
続
等

に
つ

い
て

、
個

別
対
応

を
す
る

融
資
相

談
会

を
対

象
者
が

多
く
居

住
す
る

9地
区

で

の
開

催
を
計

画
し
た

が
、
開

催
要

請
の

あ
っ

た
2
地

区
を

加
え

た
11

地
区

で

12
回

開
催

（
昨

年
実
績

13
回

開
催

）

し
た

。
な

お
、
東

日
本
大

震
災
の

影
響

で
、
当

初
開

催
を

計
画
し

て
い
た

浜
中

町
は

開
催
中

止
と
し

た
。

 

（
５

）
北

方
地

域
旧

漁
業

権
者

等
に

対
す

る

融
資
事
業

 

①
 融

資
制
度
の
周
知
 

融
資

内
容

等
の

周
知

や
要

望
等

の

聴
取

を
目

的
と

し
た

融
資

説
明

会
及

び
新
規
貸
付
・
生
前
承
継
手
続
等
に
つ

い
て
、
個
別
対
応
を
す
る
融
資
相
談
会

を
対
象
者
が
多
く
居
住
す
る

10
地
区

で
の
開
催
を
計
画
し
た
が
、
開
催
要
請

の
あ
っ
た

2
地
区
を
加
え
た

12
地
区

で
13

回
開
催（

昨
年
実
績

12
回
開
催
）

し
た
。

 

 

  

（
５

）
北

方
地

域
旧

漁
業

権
者

等
に

対
す

る

融
資
事
業

 

①
 融

資
制
度
の
周
知
 

融
資

内
容

等
の

周
知

や
要

望
等

の

聴
取

を
目

的
と

し
た

融
資

説
明

会
及

び
新
規
貸
付
・
生
前
承
継
手
続
等
に
つ

い
て
、
個
別
対
応
を
す
る
融
資
相
談
会

を
対
象
者
が
多
く
居
住
す
る

10
地
区

で
の
開
催
を
計
画
し
た
が
、
開
催
要
請

の
あ
っ
た

2
地
区
を
加
え
た

12
地
区

で
15

回
開
催（

昨
年
実
績

13
回
開
催
）

し
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

・
参

加
者
数

 
50

7
名

（
昨
年

49
0
名
）

 

・
相

談
件
数

 
12

2
件

（
昨
年

12
0
件
）

 

 

ま
た

、
上

記
説

明
会

等
の

他
に

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー

ル
、

協
会

広
報

誌
な

ど
を

利
用

し
て

周

知
を

図
っ
た

。
 

 

②
 関

係
金

融
機

関
と
の
連
携
強
化
 

融
資

業
務

の
拡

充
と

一
層

の
円

滑

化
を

図
る
た

め
会
議
を
開
催
し
、
関
係

金
融

機
関

の
担

当
窓

口
と

の
連

絡
調

整
を

緊
密
に

し
、
制
度
利
用
の
促
進
を

図
っ

た
。
ま

た
、
金
融
機
関
担
当
者
の

事
務

の
円
滑

化
を
図
る
た
め
に
「
代
理

貸
付

の
手
引

」
を
改
正
し
、
取
扱
金
融

機
関

に
配
布

し
た
。

 

〔
漁

業
協
同

組
合
担

当
者
会
議
〕

 

開
催

日
：

 5
月

9
日

 

参
加

者
：
根

室
管
内
漁
協
等

21
名

 

〔
関

係
機
関

実
務
担

当
者
会
議
〕

 

開
催

日
：

5
月

9
日

 

参
加

者
：
転

貸
組
合

、
委
託
金
融
機
関
、

関
係

市
町
村
等

37
名

 

・
参
加
者
数
 

49
3
名

（
昨
年

50
7
名

）
 

 
・
相
談
件
数
 

11
6
件

（
昨
年

12
2
件

）
 

 

ま
た

、
上

記
説

明
会

等
の

他
に

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー

ル
、

協
会

広
報

誌
な

ど
を

利
用

し
て

周

知
を
図
っ
た
。

 

 ②
 関

係
金
融
機

関
と
の

連
携
強

化
 

 
  

  
 融

資
業

務
の

拡
充

と
一

層
の

円
滑

化
を
図
る
た
め

会
議

を
開
催

し
、
関

係

金
融

機
関

の
担

当
窓

口
と

の
連

絡
調

整
を
緊
密
に
し

、
制

度
利

用
の
促

進
を

図
っ
た
。

 

   

〔
漁
業
協
同
組
合
担

当
者
会

議
〕

 

開
催
日
：

 4
月

24
日

 

参
加
者
：
根

室
管
内

漁
協
等

20
名

 

〔
関
係
機
関
実
務
担

当
者
会

議
〕

 

開
催
日
：

4
月

24
日

 

参
加
者
：
転

貸
組
合

、
委
託

金
融
機

関
、

関
係

市
町
村

等
36

名
 

・
参

加
者
数

 
50

9
名

（
昨
年

49
3
名

）
 

 
・

相
談
件

数
 

10
8
件

（
昨
年

11
6
件

）
 

 

 

ま
た

、
上

記
説

明
会

等
の

他
に

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー

ル
、

協
会

広
報

誌
な

ど
を

利
用

し
て

周

知
を

図
っ
た

。
 

 

②
 関

係
金

融
機

関
と
の

連
携
強

化
 

 
  

  
 融

資
業

務
の

拡
充

と
一

層
の

円
滑

化
を

図
る
た

め
会
議

を
開
催

し
、
関

係

金
融

機
関

の
担

当
窓

口
と

の
連

絡
調

整
を

緊
密
に

し
、
制

度
利

用
の
促

進
を

図
っ

た
。

 

   

〔
漁

業
協
同

組
合
担

当
者
会

議
〕

 

開
催

日
：

 4
月

23
日

 

参
加

者
：
根

室
管
内

漁
協
等

19
名

 

〔
関

係
機
関

実
務
担

当
者
会

議
〕

 

開
催

日
：

4
月

23
日

 

参
加

者
：
転
貸

組
合

、
委

託
金
融

機
関
、

関
係

市
町
村

等
37

名
 

・
参
加
者
数
 

51
2
名
（
昨
年

50
9
名
）

 

・
相
談
件
数
 

12
7
件
（
昨
年

10
8
件
）

 

 

ま
た

、
上

記
説

明
会

等
の

他
に

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー

ル
、

協
会

広
報

誌
、

根
室

新
聞

へ
の

広

告
掲

載
な

ど
を

利
用

し
て

周
知

を
図

っ

た
。

 

②
 関

係
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
 

 
  

  
 融

資
業

務
の

拡
充

と
一

層
の

円
滑

化
を
図
る
た
め
会
議
を
開
催
し
、
関
係

金
融

機
関

の
担

当
窓

口
と

の
連

絡
調

整
を
緊
密
に
し
、
制
度
利
用
の
促
進
を

図
っ
た
。

 

   

〔
漁
業
協
同
組
合
担
当
者
会
議
〕

 

開
催
日
：

 4
月

22
日

 

参
加
者
：
根
室
管
内
漁
協
等

19
名

 

〔
関
係
機
関
実
務
担
当
者
会
議
〕

 

開
催
日
：

4
月

22
日

 

参
加
者
：
転
貸
組
合
、
委
託
金
融
機
関
、

関
係
市
町
村
等

34
名

 

・
参
加
者
数
 

55
3
名
（
昨
年

51
2
名
）

 

・
相
談
件
数
 

13
1
件
（
昨
年

12
7
件
）

 

 

  
  
ま

た
、

上
記

説
明

会
等

の
他

に
、

協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー

ル
、

協
会

広
報

誌
な

ど
を

利
用

し
て

周

知
を
図
っ
た
。

 

 

②
 関

係
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
 

 
  

  
 融

資
業

務
の

拡
充

と
一

層
の

円
滑

化
を
図
る
た
め
会
議
を
開
催
し
、
関
係

金
融

機
関

の
担

当
窓

口
と

の
連

絡
調

整
を
緊
密
に
し
、
制
度
利
用
の
促
進
を

図
っ
た
。

 

   

〔
漁
業
協
同
組
合
担
当
者
会
議
〕

 

開
催
日
：

 4
月

20
日

 

参
加
者
：
根
室
管
内
漁
協
等

18
名

 

〔
関
係
機
関
実
務
担
当
者
会
議
〕

 

開
催
日
：

4
月

20
日

 

参
加
者
：
転
貸
組
合
、
委
託
金
融
機
関
、

関
係
市
町
村
等

31
名
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

③
 リ

ス
ク

管
理

債
権
の
適
正
な
管
理
 

電
話

や
文

書
に

よ
る
督
促
、
面
談
・
実
態
調
査
、
法
的
手

段
等

の
措

置
を
適

時
的

確
に

講
ず

る
こ

と
に

よ
り

、
債
権

の
回

収
に

努
め

る
と

と
も
に
、
生
活
資
金
、
更
正
資
金
、
修
学
資
金
、
住
宅
改
良
資
金
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
債
権

の
一

層
の
低

減
化
を
図
る
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
債
権

回
収
の

強
化

措
置

及
び
貸

付
条
件

の
厳
格

化
の

措
置

を
維

持
す
る

。
 

ま
た

、
業
務

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協
会
業
務
の
見
直
し
を

踏
ま
え

、
以
下

の
措

置
を

講
ず

る
。
 

・
 平

成
２

０
年
度
当
初
か
ら
法
人
資
金
の
貸
付
を
停
止
す

る
こ
と

。
 

・
 住

宅
新

築
資
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
主
務
官
庁
の
方

針
が

決
定
さ

れ
た

後
、

一
定

の
周
知

期
間
を

置
い
た

上
で

、
当

該
方

針
に
従

い
、
そ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

・
 主

務
官

庁
に
お
い
て
行
う
、
す
べ
て
の
貸
付
資
金
に
つ
い

て
の

必
要
性

等
の

再
検

証
及

び
国
か

ら
の
利

子
補
給

金
抑

制
策

に
つ

い
て
の

検
討
結
果
を
受
け
、
上
記
の
措
置
を
含
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

③
 リ

ス
ク

管
理

債
権
の
適
正
な
管
理
 

 
  

  
 信

用
リ

ス
ク
の

管
理
は
、
初
期
延
滞

者
に

対
す
る

督
促
を
重
点
に
、
３
ヶ
月

未
満

の
延

滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

46
1
件

、
３

ヶ
月
以
上
の
長
期
延
滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

46
1

件
及
び

文

書
督

促
41

5
件

、
弁
護
士
名
文
書
督
促

35
件

、
実

態
調

査
46

件
を
実
施
し
、

管
理
・
回

収
に
努
め
た
。
全
資
金
の
リ

ス
ク

管
理

債
権

比
率

は
2.

65
％

で
あ

り
、
計

画
ど

お
り
全
国
預
金
取
扱
金
融

機
関

の
18

年
度

末
平
均
比
率

3．
31

％

以
下

に
抑
制

し
た
。

 

 

③
 リ

ス
ク
管
理

債
権
の

適
正
な

管
理
 

 
  

  
 信

用
リ
ス
ク
の

管
理
は

、
初
期
延

滞

者
に
対
す
る
督

促
を

重
点
に

、
３
ヶ

月

未
満

の
延

滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

45
4
件
、
３
ヶ

月
以

上
の
長

期
延
滞

先

に
対
す
る
電

話
督

促
43

9
件

及
び

文

書
督
促

40
7
件

、
弁

護
士
名

文
書
督

促

30
件
、
実

態
調

査
42

件
を

実
施

し
、

管
理
・
回
収

に
努
め

た
。

 

ま
た
、
新

規
貸

付
の
与

信
判
断

の
制

度
を
上
げ
る

た
め

、
個

人
信
用

情
報
シ

ス
テ
ム
を
導

入
し
た

。
全

資
金

の
リ
ス

ク
管
理
債
権

比
率
は

1.
95

％
で

あ
り

、

計
画

ど
お

り
全

国
預

金
取

扱
金

融
機

関
の

19
年
度

末
平
均

比
率

3.
11

％
以

 

下
に
抑
制
し
た

。
 

③
 リ

ス
ク

管
理

債
権
の

適
正
な

管
理
 

 
  

  
 信

用
リ

ス
ク
の

管
理
は

、
初
期
延

滞

者
に

対
す
る

督
促
を

重
点
に

、
３
ヶ

月

未
満

の
延

滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

40
9
件

、
３

ヶ
月
以

上
の
長

期
延
滞

先

に
対

す
る

電
話

督
促

37
3

件
及

び
文

書
督

促
34

7
件

、
弁

護
士
名

文
書
督

促

26
件

、
実

態
調

査
39

件
を

実
施

し
、

管
理

・
回
収

に
努
め

た
。

 

ま
た

、
個

人
情

報
管
理

の
徹
底

の
た

め
、

21
年

度
に

導
入

し
た

個
人

信
用

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
に

携
わ

っ
て

い
る

職
員

3
名

が
個

人
情

報
取

扱
主

任
者

に
認
定

さ
れ
た

。
全

資
金

の
リ
ス

ク
管

理
債
権

比
率
は

2.
04

％
で

あ
り

、

計
画

ど
お
り

全
国
預

金
取
扱

金
融
機

 

③
 リ

ス
ク
管
理
債
権
の
適
正
な
管
理
 

 
  

  
 信

用
リ
ス
ク
の
管
理
は
、
初
期
延
滞

者
に
対
す
る
督
促
を
重
点
に
、
３
ヶ
月

未
満

の
延

滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

36
8
件
、
３
ヶ
月
以
上
の
長
期
延
滞
先

に
対
す
る
電

話
督
促

31
8

件
及
び

文

書
督
促

34
5
件
、
弁
護
士
名
文
書
督
促

18
件
、
実
態
調
査

43
件
を
実
施
し
、

管
理
・
回
収
に
努
め
た
。

 

ま
た
、
管
理
グ
ル
ー
プ
に

1
名
、
融

資
グ

ル
ー

プ
に

２
名

の
個

人
情

報
取

扱
主
任
者
を
配
置
し
、
個
人
情
報
の
適

切
な
管
理
に
努
め
た
。
全
資
金
の
リ
ス

ク
管
理
債
権
比
率
は

1.
92

％
で
あ
り
、

計
画
ど
お
り
全
国
預
金
取
扱
金
融
機

 

関
の

21
年
度
末
平
均
比
率

3.
00

％
以

 

③
 リ

ス
ク
管
理
債
権
の
適
正
な
管
理
 

 
  

  
 信

用
リ
ス
ク
の
管
理
は
、
初
期
延
滞

者
に
対
す
る
督
促
を
重
点
に
、
３
ヶ
月

未
満

の
延

滞
先

に
対

す
る

電
話

督
促

39
6
件
、
３
ヶ
月
以
上
の
長
期
延
滞
先

に
対
す
る
電

話
督
促

32
1

件
及
び

文

書
督
促

26
5
件
、
弁
護
士
名
文
書
督
促

10
件
、
実
態
調
査

28
件
を
実
施
し
、

管
理
・
回
収
に
努
め
た
。

 

ま
た
、
管
理
グ
ル
ー
プ
に

1
名
、
融

資
グ

ル
ー

プ
に

２
名

の
個

人
情

報
取

扱
主
任
者
を
配
置
し
、
個
人
情
報
の
適

切
な
管
理
に
努
め
た
。
全
資
金
の
リ
ス

ク
管
理
債
権
比
率
は

1.
93

％
で
あ
り
、

計
画
ど
お
り
全
国
預
金
取
扱
金
融
機

 

関
の

22
年
度
末
平
均
比
率

2.
99

％
以
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

  

 

更
生

・
生

活
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権
額

は
24

,1
55

千
円
で
あ
り
、
前
中
期

計
画

期
間

中
の

平
均

残
高

36
,6

57
千

円
の

65
.9

%
ま

で
縮

減
し
た
。

 

 
 

 
修

学
資

金
に

つ
い

て
は

、
新

た
に

成

人
に

達
し

た
就

学
者

の
全

員
に

つ
い

て
、

連
帯

債
務

契
約

を
締

結
し

、
債

権

保
全

を
強
化

し
た
。

 

 
 

 
住

宅
改

良
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権

額
は

43
,3

34
千

円
で
あ
り
、
前
中
期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
56

,9
65

千
円

の
76

.1
%
ま

で
縮
減
し
た
。

 

 
 

 
な

お
、

貸
付

に
際

し
て

の
審

査
・

採

択
に

つ
い

て
は

、
資

金
ご

と
に

重
点

項

目
を

設
定

し
、

貸
付

条
件

の
厳

格
化

を

行
っ

て
い
る

。
 

 
 

 
特

に
、

資
格

者
の

高
齢

化
が

進
ん

で

お
り

、
借

入
者

が
高

齢
の

場
合

に
は

連

帯
債

務
者

や
連

帯
保

証
人

を
強

化
す

る

な
ど

し
て
、

債
権
保
全
を
行
っ
た
。

 

 

 

 

 

更
生
・
生
活
資

金
の
リ

ス
ク
管

理
債

権
額
は

19
,1

01
千

円
で

あ
り

、
前
中

期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
36

,6
57

千
円
の

52
.1

%
ま

で
縮

減
し

た
。

 

 
  

  
修

学
資

金
に

つ
い

て
は

、
新

た
に

成

人
に

達
し

た
就

学
者

の
全

員
に

つ
い

て
、
連
帯
債
務
契

約
を
締

結
し
、
債

権

保
全
を
強
化
し

た
。

 

 
  

  
 住

宅
改

良
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権
額
は

37
,2

64
千

円
で
あ

り
、
前

中

期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
56

,9
65

千
円
の

65
.4

%
ま

で
縮

減
し

た
。

 

 
  

  
な

お
、

貸
付

に
際

し
て

の
審

査
・

採

択
に
つ
い
て
は

、
資

金
ご
と

に
重
点

項

目
を
設
定
し
、
貸
付

条
件
の

厳
格
化

を

行
っ
て
い
る
。

 

特
に
、
資
格
者

の
高
齢

化
が
進

ん
で

  
  

  
  

  
  

 

お
り
、
借
入
者

が
高
齢

の
場
合

に
は
保

証
条
件
を
強
化

す
る

な
ど
し

て
、
債
権

保
全
を
行
っ
た

。
 

 
  

 関
の

20
年

度
末

平
均

比
率

2.
96

％
以

下
に

抑
制
し

た
。

 

 

更
生

・
生

活
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権
額

は
18

,4
68

千
円

で
あ

り
、
前

中
期

計
画

期
間

中
の

平
均

残
高

36
,6

57
千

円
の

50
.4

%
ま

で
縮

減
し
た

。
 

 
 

 
修

学
資

金
に

つ
い

て
は

、
新

た
に

成

人
に

達
し

た
就

学
者

の
全

員
に

つ
い

て
、

連
帯

債
務

契
約

を
締

結
し

、
債

権

保
全

を
強
化

し
た
。

 

 
 

 
住

宅
改

良
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権

額
は

35
,6

42
千

円
で
あ

り
、
前

中
期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
56

,9
65

千
円

の
62

.6
%
ま

で
縮
減

し
た
。

 

 
 

 
な

お
、

貸
付

に
際

し
て

の
審

査
・

採

択
に

つ
い

て
は

、
資

金
ご

と
に

重
点

項

目
を

設
定

し
、

貸
付

条
件

の
厳

格
化

を

行
っ

て
い
る

。
 

 
 

 
特

に
 資

格
者

の
高

齢
化

が
進

ん
で

お
り

、
借

入
者

が
高

齢
の

場
合

に
は

保

証
条

件
を

強
化

す
る

な
ど

し
て

、
債

権

保
全

を
行
っ

た
。

 

下
に
抑
制
し
た
。

 

 

 

更
生
・
生
活
資
金
の
リ
ス
ク
管
理
債

権
額
は

14
,8

91
千
円
で
あ
り
、
前
中

期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
36

,6
57

千
円
の

40
.6

%
ま
で
縮
減
し
た
。

 

 
  

  
 修

学
資
金
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
成

人
に

達
し

た
就

学
者

の
全

員
に

つ
い

て
、
連
帯
債
務
契
約
を
締
結
し
、
債
権

保
全
を
強
化
し
た
。

 

 
  

  
 住

宅
改

良
資

金
の

リ
ス

ク
管

理
債

権
額
は

28
,3

10
千
円
で
あ
り
、
前
中

期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
56

,9
65

千
円
の

49
.7

%
ま
で
縮
減
し
た
。

 

 
  

  
 な

お
、
貸
付
に
際
し
て
の
審
査
・
採

択
に
つ
い
て
は
、
資
金
ご
と
に
重
点
項

目
を
設
定
し
、
貸
付
条
件
の
厳
格
化
を

行
っ
て
い
る
。

 

 
  

  
 特

に
 資

格
者
の

高
齢
化

が
進
ん

で

お
り
、
借
入
者
が
高
齢
の
場
合
に
は
保

証
条
件
を
強
化
す
る
な
ど
し
て
、
債
権

保
全
を
行
っ
た
。

 

下
に
抑
制
し
た
。

 

  

更
生
・
生
活
資
金
の
リ
ス
ク
管
理
債

権
額
は

8,
48

0
千
円
で
あ
り
、
前
中
期

計
画
期
間
中
の
平
均
残
高

36
,6

57
千

円
の

23
.1

%
ま
で
縮
減
し
た
。

 

修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
成

人
に

達
し

た
就

学
者

の
全

員
に

つ
い

て
、
連
帯
債
務
契
約
を
締
結
し
、
債
権

保
全
を
強
化
し
た
。

 

住
宅

改
良

資
金

の
リ

ス
ク

管
理

債

権
額
は

25
,2

76
千
円
で
あ
り
、
前
中

期
計

画
期

間
中

の
平

均
残

高
56

,9
65

千
円
の

44
.4

%
ま
で
縮
減
し
た
。

 

  
  

  
 な

お
、
貸
付
に
際
し
て
の
審
査
・
採

択
に
つ
い
て
は
、
資
金
ご
と
に
重
点
項

目
を
設
定
し
、
貸
付
条
件
の
厳
格
化
を

行
っ
て
い
る
。

 

特
に

 資
格

者
の

高
齢

化
が

進
ん

で

お
り
、
借
入
者
が
高
齢
の
場
合
に
は
保

証
条
件
を
強
化
す
る
な
ど
し
て
、
債
権

保
全
を
行
っ
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

平
成

20
年

度
当
初
よ
り
、
法
人
資
金

の
貸

付
を
停

止
し
た

。
 

 
 

住
宅

新
築

資
金

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
存
続
し
、
法
対
象
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
融
資
の
利
便
性
の
一

層
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

重
要

と
の

方

針
が
示
さ
れ
、
ま
た
す
べ
て
の
貸
付
資
金

に
つ

い
て

も
利

用
者

の
資

金
需

要
を

的

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
た
的
確
な
資
金
計
画
を
策
定
し
、

そ
の

一
層

の
効

果
的

な
実

施
を

図
る

と

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
方
針
に

従
い
、
前
年
度
に
実
施
し
た
資
金
需
要
調

査
の
結
果
も
踏
ま
え
、
以
下
の
見
直
し
を

実
施
し
た
。

 

 
 ・

住
宅
改
良
資
金
、
住
宅
新
築
資
金
及
び

土
地
取
得
資
金
を
統
合
し
、
住
宅
資
金

と
し
た
。

 

 
 ・

漁
業
設
備
資
金
の
限
度
額
を

30
00

万

円
か
ら

60
00

万
円
に
引
き
上
げ
た
。

 

 
・
農
業
設
備
資
金
の
限
度
額
を

18
00

万

円
か
ら

35
00

万
円
に
引
き
上
げ
た
。

 

 
 ・

統
合

し
た

住
宅

資
金

の
限

度
額

を

30
00

万
円
に
引
き
上
げ
た
上
で
、
所

要
額

に
占

め
る

貸
付

可
能

割
合

を
8 

割
か
ら

9
割
に
引
き
上
げ
た
。
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

 
 

 
・

融
資

資
格

承
継

の
生

計
維

持
要

件
認

定
基

準
を

改
定

し
、

従
来

対
象

と
し

て
い

た
同

居
、

扶
養

、
金

銭
援

助
に

加
え

、
元

居
住

者
等

が
有

す
る

債
務

の
連

帯
保

証
人

等
で

あ
る

場
合

や
、

介
助

等
を

行
っ

て
い

る
場

合
も

対
象

と
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
は

生
計

維
持

関
係

を
明

ら
か

に
確

認
で

き
る

も
の

の
提

出
が

必
須

だ
っ

た
が

、
困

難
な

場
合

に
は

、
そ

れ
に

代
わ

る
所

定
様

式
の

提
出

に
よ

り
承

継
を

可
能

と
し
た
。
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

３
．
予

算
（

人
件
費

の
見
積
も
り
を
含
む
。）
、
収
支
計
画
及
び
資
金

計
画
 

４
．

短
期
借

入
金
の

限
度
額
 

【
一

般
業
務

勘
定
】
 

運
営

費
交
付

金
の
出

入
に
時
間
差
が
生
じ
た
場
合
、
不
測
な
事
態
が

生
じ
た

場
合

等
に

充
て

る
た
め

、
短
期

借
入
金

を
借

り
入

れ
で

き
る
こ

と
と
し

、
そ
の
限
度
額
を
年
間
５
千
万
円
と
す
る
。
 

【
貸

付
業
務

勘
定
】
 

貸
付

に
必
要

な
資
金

に
充
て
る
た
め
、
短
期
借
入
金
を
借
り
入

れ
で

き
る
こ

と
と

し
、

そ
の

限
度
額

を
年
間

14
億

円
と

す
る

。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績
 

３
．
予

算
（

人
件
費

の
見
積
も
り
を
含
む
。）
、

収
支

計
画
及

び
資
金

計
画
 

予
算

、
収

支
計

画
、

資
金

計
画

に
対
す
る

実
績

額
：
平

成
20

事
業

年
度
財

務
諸
表
等
 
 

参
照
 

 
 

年
度

計
画

に
定

め
る

予
算

に
対

す
る

決

算
に

お
い

て
、

残
額

が
生

じ
て

い
る
が
、

人
件

費
に

お
け

る
人

事
交

流
等

に
よ
る
給

与
額

の
減

や
、

業
務

費
に

お
け

る
入
札
差

額
に

よ
る

経
費

の
削

減
、

貸
付

業
務
に
関

す
る

短
期

・
長

期
借

入
金

の
減

少
に
よ
り

金
利

負
担

が
軽

減
さ

れ
た

た
め

等
に
よ
る

残
額

で
あ
る

。
 

 ４
．
短

期
借

入
金
の

限
度
額
 

【
一

般
業
務

勘
定
】

 該
当
な
し
 

【
貸

付
業
務

勘
定
】

 ８
億
円
 

３
．
予
算
（
人
件
費

の
見
積

も
り
を

含
む

。）
、

収
支
計
画
及

び
資
金

計
画
 

 
予

算
、

収
支

計
画

、
資

金
計

画
に

対
す

る

実
績
額
：
平
成

21
事
業

年
度
財

務
諸
表
等
 
 

参
照
 

 
 

年
度

計
画

に
定

め
る

予
算

に
対

す
る

決

算
に

お
い

て
、

残
額

が
生

じ
て

い
る

が
、

人
件

費
に

お
け

る
人

事
交

流
等

に
よ

る
給

与
額

の
減

や
、

業
務

費
に

お
け

る
入

札
差

額
に

よ
る

経
費

の
削

減
、

貸
付

業
務

に
関

す
る

短
期

・
長

期
借

入
金

の
減

少
に

よ
り

金
利

負
担

が
軽

減
さ

れ
た

た
め

等
に

よ
る

残
額
で
あ
る
。
 

 ４
．
短
期
借
入
金
の

限
度
額

  

【
一
般
業
務
勘

定
】

 該
当

な
し
 

【
貸
付
業
務
勘
定
】

 ８
億

円
 

３
．
予

算
（

人
件
費

の
見
積

も
り
を

含
む

。）
、

収
支

計
画
及

び
資
金

計
画
 

 
予

算
、

収
支

計
画

、
資

金
計

画
に

対
す

る

実
績

額
：
平

成
22

事
業

年
度
財

務
諸
表
等
 

参
照
 

 
 
 
年

度
計

画
に

定
め

る
予

算
に

対
す

る
決

算
に

お
い

て
、

残
額

が
生

じ
て

い
る

が
、

人
件

費
に

お
け

る
人

事
交

流
等

に
よ

る
給

与
額

の
減

や
、

業
務

費
に

お
け

る
入

札
差

額
に

よ
る

経
費

の
削

減
、

貸
付

業
務

に
関

す
る

短
期

・
長

期
借

入
金

の
減

少
に

よ
り

金
利

負
担

が
軽

減
さ

れ
た

た
め

等
に

よ
る

残
額

で
あ
る

。
 

 ４
．

短
期
借

入
金
の

限
度
額
 

【
一

般
業
務

勘
定
】

 該
当

な
し
 

【
貸

付
業
務

勘
定
】

 
7.

7
億

円
 

３
．
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
。）
、

収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
 

 
予

算
、

収
支

計
画
、

資
金

計
画
に

対
す

る

実
績
額
：
平
成

23
事
業
年
度
財

務
諸
表
等
 

参
照
 

 
 
 
年

度
計

画
に

定
め

る
予

算
に

対
す
る

決

算
に

お
い

て
、

残
額

が
生

じ
て

い
る
が
、

人
件

費
に

お
け

る
人

事
交

流
等

に
よ
る
給

与
額

の
減

や
、

業
務

費
に

お
け

る
入
札
差

額
に

よ
る

経
費

の
削

減
、

貸
付

業
務
に
関

す
る

短
期

・
長

期
借

入
金

の
減

少
に
よ
り

金
利

負
担

が
軽

減
さ

れ
た

た
め

等
に
よ
る

残
額
で
あ
る
。
 

 ４
．
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

【
一
般
業
務
勘
定
】
 該

当
な
し
 

【
貸
付
業
務
勘
定
】
 
6.

4
億
円
 

３
．
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
。）
、

収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
 

 
予

算
、

収
支

計
画
、

資
金

計
画
に

対
す

る

実
績
額
：
平
成

24
事
業
年
度
財

務
諸
表
等
 

参
照
 

 
 
 
年

度
計

画
に

定
め

る
予

算
に

対
す
る

決

算
に

お
い

て
、

残
額

が
生

じ
て

い
る
が
、

人
件

費
に

お
け

る
人

事
交

流
等

に
よ
る
給

与
額

の
減

や
、

業
務

費
に

お
け

る
入
札
差

額
に

よ
る

経
費

の
削

減
、

貸
付

業
務
に
関

す
る

短
期

・
長

期
借

入
金

の
減

少
に
よ
り

金
利

負
担

が
軽

減
さ

れ
た

た
め

等
に
よ
る

残
額
で
あ
る
。
 

 ４
．
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

【
一
般
業
務
勘
定
】
 該

当
な
し
 

【
貸
付
業
務
勘
定
】
 
4.

5
億
円
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

５
．
重

要
な

財
産
の

処
分
等
に
関
す
る
計
画
 

低
利

な
資
金

調
達
を
可
能
に
す
る
た
め
、
長
期
借
入
金
の
借
入
先
金

融
機
関

に
対

し
、

基
金

資
産

10
億

円
を
担

保
に
供

す
る

も
の

と
す
る

。
 

６
．

剰
余
金

の
使
途
 

剰
余

金
は
、

職
員
の

研
修
機
会
の
充
実
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

の
充
実

等
に

充
て

る
。
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績
 

５
．
重

要
な

財
産
の

処
分
等
に
関
す
る
計
画
 

担
保

差
入

相
当

額
の

範
囲

の
長

期
借

入

金
（

有
担

保
扱

い
）

に
つ

い
て

は
、
預
け

入
れ

利
率

プ
ラ

ス
０

．
５

％
と

い
う
低
利

率
が

適
用
さ

れ
た
。

 

〔
差

入
れ
先

〕
 

 
北

洋
銀
行

4
億

円
 

北
海

道
信
漁

連
4
億

円
 

信
金

中
央
金

庫
1
億

円
 

三
菱

東
京

U
FJ

銀
行

1
億
円

 

  ６
．

剰
余
金

の
使
途
 

 
  
該

当
な

し
 

５
．
重
要
な
財
産
の

処
分
等

に
関
す

る
計

画
 

担
保

差
入

相
当

額
の

範
囲

の
長

期
借

入

金
（

有
担

保
扱

い
）

に
つ

い
て

は
、

預
け

入
れ

利
率

プ
ラ

ス
０

．
５

％
と

い
う

低
利

率
が
適
用
さ
れ

た
。

 

〔
差
入
れ
先
〕

 

 
北
洋
銀
行

4
億

円
 

北
海
道
信
漁
連

3.
2
億

円
 

信
金
中
央
金
庫

1
億

円
 

三
菱
東
京

U
FJ

銀
行

1
億

円
 

大
地
み
ら
い
信

用
金

庫
0.

8
億

円
 

 ６
．
剰
余
金
の
使
途
 

 
該
当
な
し

 

５
．

重
要
な

財
産
の

処
分
等

に
関
す

る
計

画
 

担
保

差
入

相
当

額
の

範
囲

の
長

期
借

入

金
（

有
担

保
扱

い
）

に
つ

い
て

は
、

預
け

入
れ

利
率

プ
ラ

ス
０

．
５

％
と

い
う

低
利

率
が

適
用
さ

れ
た
。

 

〔
差

入
れ
先

〕
 

 
北

洋
銀
行

4
億

円
 

北
海

道
信
漁

連
2.

5
億

円
 

信
金

中
央
金

庫
1.

5
億

円
 

三
菱

東
京

U
FJ

銀
行

1
億

円
 

大
地

み
ら
い

信
用
金

庫
1
億

円
 

 ６
．

剰
余
金

の
使
途
 

 
  
該

当
な

し
 

５
．

重
要
な
財
産
の
処
分
等
に
関
す
る
計
画
 

担
保

差
入

相
当

額
の

範
囲

の
長

期
借

入

金
（

有
担

保
扱

い
）

に
つ

い
て

は
、
預
け

入
れ

利
率

プ
ラ

ス
０

．
５

％
と

い
う
低
利

率
が
適
用
さ
れ
た
。

 

〔
差
入
れ
先
〕

 

 
北
洋
銀
行

4
億
円

 

北
海
道
信
漁
連

2.
5
億
円

 

信
金
中
央
金
庫

1.
5
億
円

 

三
菱
東
京

U
FJ

銀
行

1
億
円

 

大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

1
億
円

 

 ６
．

剰
余
金
の
使
途
 

 
  
該
当
な
し

 

５
．
重
要
な
財
産
の
処
分
等
に
関
す
る
計
画
 

担
保

差
入

相
当

額
の

範
囲

の
長

期
借

入

金
（

有
担

保
扱

い
）

に
つ

い
て

は
、
預
け

入
れ

利
率

プ
ラ

ス
０

．
５

％
と

い
う
低
利

率
が
適
用
さ
れ
た
。

 

〔
差
入
れ
先
〕

 

 
北
洋
銀
行

4
億
円

 

北
海
道
信
漁
連

2.
5
億
円

 

信
金
中
央
金
庫

1.
5
億
円

 

三
菱
東
京

U
FJ

銀
行

1
億
円

 

大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

1
億
円

 

 ６
．
剰
余
金
の
使
途
 

 
  
該
当
な
し
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

７
．
そ

の
他

主
務
省

令
で
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項
 

（
１

）
施
設

及
び
設

備
に
関
す
る
計
画
 

下
記

の
北
方

領
土
啓
発
施
設
に
つ
い
て
必
要
な
改
修
を
行
う

。
 

（
単

位
：
百

万
円
）
 

施
設
名
(所

在
地
) 

予
定
額
 

財
 

 
源
 

①
北

方
館

(根
室
市
納
沙
布
岬
) 

７
９
 

施
設

整
備
費

補
助
金
 

②
別

海
北
方

展
望
塔
(別

海
町
尾
岱
沼
) 

６
４
 

施
設

整
備
費

補
助
金
 

 
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

７
．

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営

に
関

す
る
事

項
 

（
１

）
施
設

及
び
設

備
に
関
す
る
計
画
 

 
 

 
該
当

な
し

 

７
．

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営

に
関
す
る
事

項
 

（
１
）
施
設
及
び
設

備
に
関

す
る
計

画
 

 
  

  
協
会
の
有
す

る
啓
発

施
設
の

う
ち

 

「
北

方
館

」
と

「
別

海
北

方
展

望
塔

」

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も

建
設

か
ら

約

30
年
が
経
過
し

、
施

設
・
整

備
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら

施
設

の
設

備
を

政
部

す
る

た
め

、
関

係

機
関
等
と
協

議
を
行

っ
た
。

 

 
  

  
そ
の
上
で
、

21
年

度
は
「

別
海
北

方

展
望
塔
」
の
改

修
工

事
の
設

計
を
行

い
、

22
年
度
の
両
施

設
の
本

格
的
改

修
工
事

の
準
備
を
進

め
た
。

 

７
．

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営

に
関

す
る
事

項
 

（
１

）
施
設

及
び
設

備
に
関

す
る
計

画
 

 
協

会
の

有
す

る
啓

発
施

設
の

う
ち

「
北

方
館

」
と

「
別

海
北

方
展

望
塔

」

に
つ

い
て
は

、
い

ず
れ
も

建
設
か

ら
30

年
が

経
過

し
て

お
り

、
施

設
・

設
備

の

老
朽

化
対

策
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

の

た
め

、
施

設
の

改
修
工

事
を
実

施
し
た

。 

《
北

方
館
》

 

 
  
・

外
壁

、
窓
枠

改
修
工

事
 

 
  
・

温
水

暖
房
改

修
工
事

 

 
  
・

ト
イ

レ
の
増

設
 
等

 

７
．

そ
の

他
主

務
省
令

で
定

め
る
業

務
運

営

に
関
す
る
事
項
 

（
１

）
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
 

協
会

の
有

す
る

啓
発

施
設

の
う

ち

「
北
方
館
」
及
び
「
別
海
北
方
展
望
塔
」

に
つ

い
て

、
施

設
の

改
修

工
事

を
実

施

し
た
。

 

《
北
方
館
》

 

 
  
・
屋
上
の
防
水
工
事

 

 
  
・
研
修
室
の
拡
充
 
等

 

 《
別
海
北
方
展
望
塔
》

 

 
  
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

 

 
  
・
周
辺
フ
ェ
ン
ス
整
備
 
等

 

７
．

そ
の

他
主

務
省
令

で
定

め
る
業

務
運

営

に
関
す
る
事
項
 

（
１
）
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
 

該
当
な
し
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平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

 
 

《
別

海
北
方

展
望
塔

》
 

・
窓

枠
・
シ

ャ
ッ
タ

ー
改
修

工
事

 

 
  
・

暖
房

設
備
改

修
工
事

 

 
  
・

障
害

者
用
ト

イ
レ
、

ス
ロ
ー

プ
等

 

改
修

工
事

 

 
  
・

ト
イ

レ
改
修

工
事
 

等
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独
立
行
政

法
人
北

方
領
土

問
題
対

策
協
会

中
期
計

画
 

（
２
）

人
事

に
関
す

る
計
画
 

①
 方

針
 

職
員

の
適
性

を
的
確
に
把
握
し
、
適
性
に
応
じ
た
人
員
配
置

を
行
う

。
 

業
務

上
必
要

な
研
修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
職
員
の
能
力

開
発
を

図
る
な

ど
、

業
務

上
必

要
な
知

識
・
技

術
の
向

上
を

目
指

す
。
 

②
 人

員
に

係
る

指
標
 

期
末

の
常
勤

職
員
数
は
、
期
首
よ
り

1
名
削
減
す
る
も
の
と

す
る
。
 

（
参

考
１
）

１
）
期
首
の
常
勤
職
員
数
 
18

人
  
  

 
 
（
参
考

２
）
中

期
計
画

期
間

中
の

人
件
費

総
額

  
  

２
）

期
末
の
常
勤
職
員
数
 1
7
人
  
  
  
  
 
  
 
  
 
  
 
 中

期
目
標

期
間
中

の
人

件
費

総
額

見
込
み

  
 【

法
人

単
位
】

 9
90

百
万

円
（
非
常
勤
役
員
報
酬
を
除
く
）
 

平
成

20
年

度
業
務
実
績
 

平
成

21
年

度
業

務
実

績
 

平
成

22
年

度
業

務
実

績
 

平
成

23
年
度
業
務
実
績

 
平
成

24
年
度
業
務
実
績

 

（
２
）

人
事

に
関
す

る
計
画
 

 
 

 
職

員
の

適
正

を
見

極
め

な
が

ら
、

人

員
配

置
を
行

う
よ
う
努
め
た
。

 

な
お

、
ス

タ
ッ

フ
制
の
導
入
を
受
け
、

よ
り

機
能

的
な

組
織

運
営

及
び

業
務

遂

行
能

力
の

一
層

の
向

上
を

図
る

た
め

に

は
、

職
員

一
人

一
人

の
能

力
向

上
が

欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
各

種
研

修
会

に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

、
職

員
の

能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

す
こ

と
に

よ

っ
て

、
事

務
を

円
滑

に
遂

行
す

る
こ

と

に
つ

な
が

り
、

業
務

効
率

を
高

め
る

こ

と
が

で
き
た

。
 

（
２
）
人
事
に
関
す

る
計
画
 

 
 

 
職

員
の

適
正

を
見

極
め

な
が

ら
、

人

員
配
置
を
行
う

よ
う

努
め
た

。
 

な
お
、
ス
タ
ッ

フ
制
の

導
入
を

受
け
、

よ
り

機
能

的
な

組
織

運
営

及
び

業
務

遂

行
能

力
の

一
層

の
向

上
を

図
る

た
め

に

は
、

職
員

一
人

一
人

の
能

力
向

上
が

欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
各

種
研

修
会

に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

、
職

員
の

能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

す
こ

と
に

よ

っ
て

、
事

務
を

円
滑

に
遂

行
す

る
こ

と

に
つ

な
が

り
、

業
務

効
率

を
高

め
る

こ

と
が
で
き
た

。
 

（
２

）
人
事

に
関
す

る
計
画
 

 
 

 
職

員
の

適
正

を
見

極
め

な
が

ら
、

人

員
配

置
を
行

う
よ
う

努
め
た

。
 

な
お

、
ス

タ
ッ

フ
制
の

導
入
を

受
け
、

よ
り

機
能

的
な

組
織

運
営

及
び

業
務

遂

行
能

力
の

一
層

の
向

上
を

図
る

た
め

に

は
、

職
員

一
人

一
人

の
能

力
向

上
が

欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
各

種
研

修
会

に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

、
職

員
の

能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

す
こ

と
に

よ

っ
て

、
事

務
を

円
滑

に
遂

行
す

る
こ

と

に
つ

な
が

り
、

業
務

効
率

を
高

め
る

こ

と
が

で
き
た

。
平
成

22
年

度
末
に

常
勤

職
員

を
1
名

削
減

し
た
。

 

（
２

）
人
事
に
関
す
る
計
画
 

 
 

 
職

員
の

適
正
を

見
極

め
な
が

ら
、

人

員
配
置
を
行
う
よ
う
努
め
た
。

 

な
お
、
ス
タ
ッ
フ
制
の
導
入
を
受
け
、

よ
り

機
能

的
な

組
織

運
営

及
び

業
務

遂

行
能

力
の

一
層

の
向

上
を

図
る

た
め

に

は
、

職
員

一
人

一
人

の
能

力
向

上
が

欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
各

種
研

修
会

に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

、
職

員
の

能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

す
こ

と
に

よ

っ
て

、
事

務
を

円
滑

に
遂

行
す

る
こ

と

に
つ

な
が

り
、

業
務

効
率

を
高

め
る

こ

と
が
で
き
た
。
 

（
２
）
人
事
に
関
す
る
計
画
 

 
 

 
職

員
の

適
正
を

見
極

め
な
が

ら
、

人

員
配
置
を
行
う
よ
う
努
め
た
。

 

な
お
、
ス
タ
ッ
フ
制
の
導
入
を
受
け
、

よ
り

機
能

的
な

組
織

運
営

及
び

業
務

遂

行
能

力
の

一
層

の
向

上
を

図
る

た
め

に

は
、

職
員

一
人

一
人

の
能

力
向

上
が

欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
各

種
研

修
会

に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

、
職

員
の

能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

す
こ

と
に

よ

っ
て

、
事

務
を

円
滑

に
遂

行
す

る
こ

と

に
つ

な
が

り
、

業
務

効
率

を
高

め
る

こ

と
が
で
き
た
。
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第三章 中期目標期間における財務の状況 

 

１ 中期目標期間における予算の執行について 

 中期目標期間 5年全体を見ると、第 1期中期目標期間で重点課題とした次世代を担う

青少年に北方領土返還運動を確実に継承するための「後継者育成」に引き続き取り組ん

だとともに、平成 23 年度の様々な啓発事業を中心とした新規政策、北方領土問題啓発

施設の各種整備等に伴う大幅な予算の増額がなされたところであるが、こうした業務経

費について、中期目標に掲げられた「毎年度、前年度比 1％の経費の効率化を図ること」

については、毎年度、前年度比で１%以上の効率係数を乗じ、さらに消費者物価指数等

の反映により、既定経費の効率化を図ったところである。 

 また、中期目標における業務運営の効率化に関する事項として設けられた「一般管理

費（人件費を除く。）について、中期目標の最終年度（平成 24年度）における当該経費

の総額を、第１期中期目標期間の最終年度（平成 19年度）に対して、7％削減すること」

については、削減目標に対して計画的な削減を図り、目標を達成することが出来た。 

 このような限られた予算の中で、北方領土問題等に関する諸問題に対し、国民世論の

啓発、調査研究業務及び北方地域に生活の本拠を有していた者に対する援護業務並びに

北方地域旧漁業権者等に対する特別措置法に関する法律に基づく融資業務について、中

期計画・目標に則りながら、業務を遂行し所期の目標を達成したと考える。 

 

２ 中期計画予算と決算の比較 

 主務大臣から認可を受けた中期計画で見込んだ中期計画予算と、5年間全体の決算額

を比較してみると、収入については 1,125百万円の増、支出については 638百万円の増

となっている。当該差額の内訳は下表に示すとおりである。 

【法人単位】 

（単位：百万円）

中期計画と
年度計画と

の差額

年度計画と決
算との差額

収入

　運営費交付金 3,192 4,602 4,592 1,400 1,410 △ 10
　施設整備費補助金 143 215 195 52 71 △ 20
　貸付事業費補助金 894 887 676 △ 218 △ 8 △ 211
　貸付金利息収入 399 355 331 △ 68 △ 44 △ 23
　事業外収入 21 13 12 △ 9 △ 8 △ 1
　受託収入 329 292 297 △ 32 △ 37 5
収入計 4,978 6,363 6,103 1,125 1,385 △ 260
支出

　北方対策事業費 2,332 3,766 3,351 1,018 1,434 △ 415
　施設整備費 143 215 195 52 71 △ 20
　一般管理費 230 230 220 △ 10 0 △ 10
　人件費 1,165 1,140 1,003 △ 162 △ 24 △ 137
　貸付業務関係経費 779 721 552 △ 227 △ 58 △ 169
　受託業務費 329 292 296 △ 33 △ 37 4
支出計 4,978 6,363 5,616 638 1,385 △ 747

左記の内訳

中期目標期間における予算、決算等の状況

区分
中期計画
予算額

年度計画
予算額累計

決算額計
中期計画予
算と決算の

差額

 (注１）単位未満四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。以下同じ。 

（注２）貸付業務関係経費については積算の根拠とすべき貸付金利息収入、借入金の支払利息、貸倒れの

発生等を事前に予測することが困難なため、20年度予算をもとに積算したものであり、市場金利の

変化等の要因により変動したものである。 
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【一般業務勘定】 

（単位：百万円）

中期計画と
年度計画と

の差額

年度計画と
決算との差

額

収入

　運営費交付金 3,192 4,602 4,592 1,400 1,410 △ 10
　施設整備費補助金 143 215 195 52 71 △ 20
　受託収入 329 292 297 △ 32 △ 37 5
　事業外収入 1 1 2 2 1 1
収入計 3,664 5,110 5,086 1,421 1,446 △ 24
支出

　北方対策事業費 2,332 3,766 3,351 1,018 1,434 △ 415
　施設整備費 143 215 195 52 71 △ 20
　一般管理費 146 146 142 △ 4 0 △ 4
　人件費 714 692 594 △ 120 △ 22 △ 98
　受託業務費 329 292 296 △ 33 △ 37 4
支出計 3,664 5,110 4,577 913 1,446 △ 533

左記の内訳

中期目標期間における予算、決算等の状況

区分
中期計画
予算額

年度計画
予算額累計

決算額計
中期計画予
算と決算の

差額

 

 

【貸付業務勘定】 

（単位：百万円）

中期計画と
年度計画と

の差額

年度計画と
決算との差

額

収入

　貸付事業費補助金 894 887 676 △ 218 △ 7 △ 211
　貸付金利息収入 399 355 331 △ 68 △ 44 △ 24
　事業外収入 20 11 9 △ 11 △ 9 △ 2
収入計 1,313 1,253 1,017 △ 296 △ 60 △ 236
支出

　貸付業務関係経費 779 721 552 △ 227 △ 58 △ 169
　一般管理費 84 84 78 △ 6 0 △ 6
　人件費 450 448 408 △ 42 △ 2 △ 40
支出計 1,313 1,253 1,039 △ 274 △ 60 △ 214

(注)  貸付業務関係経費については積算の根拠とすべき貸付金利息収入、借入金の支払
     利息、貸倒れの発生等を事前に予測することが困難なため、20年度予算をもとに積
     算したものであり、市場金利の変化等の要因により変動したものである。

左記の内訳

中期目標期間における予算、決算等の状況

区分
中期計画
予算額

年度計画
予算額累計

決算額計
中期計画予
算と決算の

差額

 

なお、以下において、収入及び支出別に中期計画予算と決算との差異の主な要因を挙 

げる。 

 

（1）収 入 

  ① 法人単位、一般業務勘定及び貸付業務勘定における収入の概要 

 

【法人単位】 

 法人単位で収入を見ると、中期目標期間全体としては、中期計画予算 4,978百万円

に対し、決算額は 6,103百万円であり、1,125百万円の増となっている。 
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中期計画予算と決算の各年度比較（法人単位）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

　運営費交付金 652 652 642 648 635 655 637 1,326 626 1,310 3,192 4,592 1,400 43.9

　施設整備費補助金 - - 4 4 140 136 - 55 - - 143 195 52 36.4

　貸付事業費補助金 188 144 177 131 176 135 181 133 172 133 894 676 △ 218 △ 24.4

　貸付金利息収入 80 74 80 71 80 67 80 63 80 56 399 331 △ 68 △ 17.0

　事業外収入 4 5 4 3 4 1 4 1 4 2 21 12 △ 9 △ 42.9

  受託収入 66 58 66 61 66 53 66 55 66 71 329 297 △ 32 △ 9.7

計 989 934 973 918 1,101 1,047 968 1,631 947 1,573 4,978 6,103 1,125 22.6

（単位：百万円）

平成23年度 平成24年度 中期目標期間
区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度

 

 

【一般業務勘定】 

   一般業務勘定の収入を見ると、中期目標期間全体としては、中期計画予算 3,664百

万円に対し、決算額は 5,086百万円であり、1,421 百万円増となっている。 

  これは、平成 23 年度において、北方領土を取り巻く様々な情勢を踏まえ、一人で

も多くの国民が北方領土問題の理解と認識を深めることが重要との観点から、全国規

模での北方領土問題啓発事業や青少年向けを含む各種啓発動画の作成、電光掲示板等

による広報啓発事業など多種多様な角度・視点からの新規事業経費が予算化され、そ

れらを実施するための運営費交付金の増と建築後 30 年近く経過した北方領土関連啓

発施設の整備に伴う施設整備費補助金の増が主な要因である。 

  なお、中期目標において業務運営の効率化として、「業務経費については、毎年度

１％の経費の効率化を図る。」こととされており、これは算定ルールの中で北方対策

事業費について、一時経費の係数を除いた既定経費に毎年度１％減の効率化係数を乗

じることにより目標どおり効率化を図った。 

中期計画予算と決算の各年度比較（一般業務勘定）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

　運営費交付金 652 652 642 648 635 655 637 1,326 626 1,310 3,192 4,592 1,400 43.9

　施設整備費補助金 - - 4 4 140 136 - 55 - - 143 195 52 36.4

　事業外収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 2 200.0

  受託収入 66 58 66 61 66 53 66 55 66 71 329 297 △ 32 △ 9.7

計 718 710 711 713 841 844 703 1,435 691 1,383 3,664 5,086 1,421 38.8

（単位：百万円）

平成23年度 平成24年度 中期目標期間
区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度
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【貸付業務勘定】 

貸付業務勘定の収入を見ると、中期目標期間全体としては、当初見込んだ中期計画

予算 1,313百万円に対し、決算額は 1,017百万円であり、296百万円減となっている。 

貸付事業費補助金における中期計画予算と決算の差 218 百万円は、長期借入金の減

少及び実行借入利率の低下による借入金利息の減少 196 百万円が主な要因であり、貸

付業務においては収支差補助を行っていることから収支を精算した結果として補助

金が減少した。 

また、貸付金利息収入の中期計画予算と決算の差 68 百万円の減は、貸付計画に対

して貸付実行額が減少したことが主な要因となっている。 

中期計画予算と決算の各年度比較（貸付業務勘定） （単位：百万円）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

　貸付事業費補助金 188 144 177 131 176 135 181 133 172 133 894 676 △218 △24.4

　貸付金利息収入 80 74 80 71 80 67 80 63 80 56 399 331 △68 △17.0

　事業外収入 4 4 4 3 4 1 4 1 4 0 20 9 △11 △55.0

計 271 223 261 205 260 203 265 196 256 190 1,313 1,017 △296 △22.5

平成23年度 平成24年度 中期目標期間
区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度

 

 

  ②  運営費交付金・貸付事業費補助金の算定 

  運営費交付金の算定ルールは、ルール方式を採用し、各年度の予算編成過程にお

いて、効率化係数、消費者物価指数、政策係数及び特殊要因増減を具体的に決定し、

運営費交付金額を算定しているところである。 

   中期計画予算の見積もりに当たっては、消費者物価指数の伸び率を年 0％、給与

改定率の伸び率を年 0％、効率化係数を一般管理費については 99.34％、北方対策

事業費については効率化係数を 99.0％、政策係数を 0％と仮定して計算していた。 

   また、貸付事業費補助金についても運営費交付金と同様の効率化を図った。 

 

   ［運営費交付金の算定ルール］ 
     毎年度の運営費交付金については、次の算定ルールを用いた。 

      運営費交付金＝人件費＋（北方対策事業費＋一般管理費）×β（消費者物価指数）－自己収

入見積額＋δ（特殊要因増減） 

       人 件 費＝基本給等＋社会保険料負担金＋児童手当拠出金＋退職手当 

        基本給等＝前年度の（役員報酬＋職員基本給＋職員諸手当＋超過勤務手当） 

×（１＋給与改定率等）             

        一般管理費＝前年度の一般管理費×α1（効率化係数） 

        北方対策事業費＝前年度の事業経費×α2（効率化係数）×γ（政策係数） 

     α1、α2、β、γ、δについては、以下の諸点を勘案した上で、各年度の予算編成過程におい
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て、当該年度における具体的な係数値を決定する。 

      α1（効率化係数） ：一般管理費については、業務の効率化を進め、中期目標の期間中、平均

で前年度比 0.66％程度の業務の効率化を図る。 

     α2（効率化係数） ：北方対策事業費については、業務の効率化を進め、毎年度、前年度に対

して 1％程度の業務の効率化を図る。 

        β（消費者物価指数）：前年度における実績値を使用。 

        γ（政策係数）   ：国民に対して提供するサービスへの対応への必要性、独立行政法人の評

価委員会による評価等を総合的に勘案し、具体的な伸び率を決定する。 

        δ（特殊要因増減） ：法令改正等に伴い必要となる措置、現時点で予測不可能な事由により、

特定の年度に一時的に発生する資金需要。 

 

 

（2）支 出 
① 法人単位、一般業務勘定及び貸付業務勘定における支出の概要 

 

【法人単位】 

  法人単位で支出を見ると、中期目標期間全体としては、中期計画予算 4,978 百万

円に対し、決算額は 5,616百万円であり、638百万円の増となっている。 

中期計画予算と決算の各年度比較（法人単位） （単位：百万円）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

  北方対策事業費 482 469 470 454 465 456 460 934 456 1,038 2,332 3,351 1,018 43.7

  施設整備費 - - 4 4 140 136 - 55 - - 143 195 52 36.4

  一般管理費 55 54 44 43 44 43 44 39 43 42 230 220 △ 10 △ 4.3

  人件費 231 206 234 202 231 205 243 205 227 185 1,165 1,003 △ 162 △ 13.9

  貸付業務関係経費 156 123 156 117 156 109 156 99 156 104 779 552 △ 227 △ 29.1

  受託業務費 66 58 66 61 66 53 66 54 66 70 329 296 △ 33 △ 10.0

計 989 910 973 879 1,101 1,001 968 1,385 947 1,440 4,978 5,616 638 12.8

平成23年度 平成24年度 中期目標期間

区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度

 
 
【一般業務勘定】 

    一般業務勘定の支出を見ると、中期目標期間全体としては、中期計画予算 3,664

百万円に対し、決算額は 4,577百万円であり、913 百万円の増となっている。 

  北方対策事業費については、中期計画予算と決算の差 1,018百万円の増となって

いるが、これは収入のところで述べたとおり、各種新規啓発事業が予算化され、そ

れらの実施が主な要因である。 
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 一般管理費について、中期計画予算と決算の差 4百万円の減となっており、経費

の節約等により中期計画以上の業務効率化により削減目標を達成した。 

   人件費については、国家公務員の給与特例等に沿った給与規程改正による給与額

の減、勘定間の配置転換等が主な要因である。 

中期計画予算と決算の各年度比較（一般業務勘定） （単位：百万円）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

  北方対策事業費 482 469 470 454 465 456 460 934 456 1,038 2,332 3,351 1,018 43.7

  施設整備費 - - 4 4 140 136 - 55 - - 143 195 52 36.4

  一般管理費 30 30 29 29 29 29 29 26 29 28 146 142 △ 4 △ 2.7

  人件費 141 117 143 121 141 124 148 119 141 114 714 594 △ 120 △ 16.8

  受託業務費 66 58 66 61 66 53 66 54 66 70 329 296 △ 33 △ 10.0

計 718 674 711 668 841 797 703 1,187 691 1,250 3,664 4,577 913 24.9

平成23年度 平成24年度 中期目標期間

区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度

 
 
【貸付業務勘定】 
  貸付業務勘定の支出を見ると、中期目標期間全体としては、当初見込んだ中期計

画予算 1,313 百万円に対し、決算額は 1,039 百万円であり、274 百万円の減となっ

ている。 

   貸付業務関係経費について、中期計画予算と決算の差 227百万円の減となってい

るが、これは、収入のところで述べたとおり、借入金利息の減少が主な要因である。 

   人件費については、国家公務員の給与特例等に沿った給与規程改正による給与額

の減、勘定間の配置転換等が主な要因である。 

中期計画予算と決算の各年度比較（貸付業務勘定） （単位：百万円）

中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期
計画

決算
中期

計画計
決算計 差額 比率

  貸付業務関係経費 156 123 156 117 156 109 156 99 156 104 779 552 △ 227 △ 29.1

  一般管理費 25 24 15 14 15 14 15 13 15 14 84 78 △ 6 △ 7.1

  人件費 90 89 91 81 90 81 95 86 86 72 450 408 △ 42 △ 9.3

計 271 236 261 211 260 204 265 198 256 190 1,313 1,039 △ 274 △ 20.9

平成23年度 平成24年度 中期目標期間

区　　分

平成20年度 平成21年度 平成22年度
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３－１　収支計画、資金計画及び実績　〔法人単位〕

　（１）　中期目標期間における収支計画及び実績（損益計算書）

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

費用の部 4,900 6,207 5,371 471 1,307 △ 837

　　　経常費用 4,900 6,207 5,347 447 1,307 △ 861

　　　　　　北方対策業務費 2,332 3,766 3,201 869 1,434 △ 565

　　　　　　施設整備費 0 0 21 21 0 21

　　　　　　受託業務費 329 292 296 △ 33 △ 37 4

　　　　　　貸付業務費 188 186 146 △ 42 △ 2 △ 41

　　　　　　一般管理費 230 230 203 △ 27 △ 0 △ 26

　　　　　　人件費 1,165 1,140 1,003 △ 162 △ 25 △ 137

　　　　　　減価償却費 66 59 83 17 △ 7 23

　　　　　　財務費用 591 535 395 △ 196 △ 56 △ 140

　　　臨時損失 0 0 24 24 0 24

収益の部 4,900 6,207 5,880 980 1,307 △ 328

　　　運営費交付金収益 3,192 4,602 4,447 1,255 1,410 △ 156

　　　施設費収益 0 0 21 21 0 21

　　　政府受託収入 329 292 297 △ 32 △ 37 5

　　　補助金等収益 894 887 661 △ 233 △ 7 △ 226

　　　貸付金利息 399 355 331 △ 68 △ 44 △ 23

　　　資産見返負債戻入 66 59 73 7 △ 7 13

　　　財務収益 21 12 10 △ 11 △ 9 △ 2

　　　貸倒引当金戻入益 0 0 22 22 0 22

　　　償却債権取立益 0 0 0 0 0 0

　　　雑益 0 1 2 2 1 1

　　　臨時利益 0 0 16 16 0 16

純利益 0 0 509 509 0 509

目的積立金取崩額 - - - - - -

総利益 0 0 509 509 0 509

（注）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

　（２）　中期目標期間における資金計画及び実績（キャッシュ・フロー計算書）

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

資金支出 25,442 26,250 19,356 △ 6,086 808 △ 6,894

　　　業務活動による支出 11,835 13,120 9,489 △ 2,346 1,285 △ 3,631

　　　投資活動による支出 143 211 320 177 68 109

　　　財務活動による支出 13,464 12,919 9,547 △ 3,917 △ 545 △ 3,372

資金収入 25,541 26,377 19,675 △ 5,866 836 △ 6,702

　　　業務活動による収入 9,248 11,090 11,123 1,875 1,842 33

     　 　  運営費交付金による収入 3,192 4,602 4,592 1,400 1,410 △ 11

　　　　　　貸付事業費補助金による収入 894 887 881 △ 13 △ 7 △ 6

　　　　　　貸付金回収よる収入 4,413 4,934 5,005 592 521 71

　　　　　　貸付金利息収入 399 355 334 △ 65 △ 44 △ 20

　　　　　　その他の業務収入 350 313 312 △ 38 △ 37 △ 1

　　　投資活動による収入 143 211 195 52 68 △ 16

　　　財務活動による収入 16,150 15,076 8,356 △ 7,794 △ 1,074 △ 6,720

資金増加額 99 20 318 219 △ 79 298

資金期首残高（前期からの繰越金） 245 245 539 294 △ 0 295

資金期末残高 344 265 858 514 △ 79 593

（注1）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

（注2）　 年度計画累計額の資金期末残高は、24年度資金計画の数値で、期首残高から増加額を引いた額と一致しない。

区　　　　　分

区　　　　　分 中期計画全体 年度計画累計 実 績 累 計

年度計画累計中期計画全体 実 績 累 計

（単位：百万円）

（単位：百万円）

中 期 計 画 と
実 績 の 差

中 期 計 画 と
実 績 の 差

左　の　内　訳

左　の　内　訳
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３－２　収支計画、資金計画及び実績　〔一般業務勘定〕

　（１）　中期目標期間における収支計画及び実績（損益計算書）

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

費用の部 3,572 4,941 4,333 761 1,369 △ 608

　　　経常費用 3,572 4,941 4,309 737 1,369 △ 632

　　　　　　北方対策業務費 2,332 3,766 3,201 869 1,434 △ 565

　　　　　　施設整備費 0 0 21 21 0 21

　　　　　　受託業務費 329 292 296 △ 33 △ 37 4

　　　　　　一般管理費 146 146 131 △ 15 △ 0 △ 14

　　　　　　人件費 714 692 594 △ 120 △ 22 △ 98

　　　　　　減価償却費 50 46 66 16 △ 4 20

　　　臨時損失 0 0 24 24 0 24

収益の部 3,572 4,941 4,842 1,270 1,369 △ 99

　　　運営費交付金収益 3,192 4,602 4,447 1,255 1,410 △ 156

　　　施設費収益 0 0 21 21 0 21

　　　政府受託収入 329 292 297 △ 32 △ 37 5

　　　資産見返負債戻入 50 46 58 8 △ 4 13

　　　財務収益 1 1 1 △ 0 △ 0 △ 0

　　　雑益 0 1 2 2 1 1

　　　臨時利益 0 0 16 16 0 16

純利益 0 0 509 509 0 509

目的積立金取崩額 - - - - - -

総利益 0 0 509 509 0 509

（注）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

　（２）　中期目標期間における資金計画及び実績（キャッシュ・フロー計算書）

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

資金支出 3,665 5,107 4,584 919 1,442 △ 522

　　　業務活動による支出 3,522 4,896 4,257 735 1,374 △ 639

　　　投資活動による支出 143 211 300 157 68 89

　　　財務活動による支出 0 0 28 28 0 28

資金収入 3,665 5,107 5,085 1,420 1,442 △ 21

　　　業務活動による収入 3,522 4,896 4,891 1,369 1,374 △ 5

　　　　　　運営費交付金による収入 3,192 4,602 4,592 1,400 1,410 △ 11

　　　　　　その他の業務収入 330 293 299 △ 31 △ 37 6

　　　投資活動による収入 143 211 195 52 68 △ 16

　　　財務活動による収入 0 0 0 0 0 0

資金増加額 0 △ 11 501 501 △ 11 512

資金期首残高（前期からの繰越金） 165 165 168 3 0 3

資金期末残高 165 154 669 504 △ 11 515

（注1）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

（注2）　 年度計画累計額の資金期末残高は、24年度資金計画の数値で、期首残高から増加額を引いた額と一致しない。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

中 期 計 画 と
実 績 の 差

中 期 計 画 と
実 績 の 差

左　の　内　訳

左　の　内　訳
区　　　　　分

区　　　　　分 中期計画全体 年度計画累計 実 績 累 計

年度計画累計中期計画全体 実 績 累 計
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３－３　収支計画、資金計画及び実績　〔貸付業務勘定〕
　（１）　中期目標期間における収支計画及び実績（損益計算書）

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

費用の部 1,328 1,266 1,038 △ 290 △ 62 △ 228

　　　経常費用 1,328 1,266 1,037 △ 291 △ 62 △ 229

　　　　　　貸付業務費 188 186 146 △ 43 △ 2 △ 41

　　　　　　一般管理費 84 84 72 △ 12 0 △ 12

　　　　　　人件費 450 448 408 △ 42 △ 2 △ 40

　　　　　　減価償却費 15 14 17 2 △ 1 3

　　　      財務費用 591 535 395 △ 196 △ 56 △ 140

　　　臨時損失 0 0 1 1 0 1

収益の部 1,328 1,266 1,038 △ 290 △ 62 △ 228

　　　補助金等収益 894 887 661 △ 233 △ 7 △ 226

　　　貸付金利息 399 355 331 △ 68 △ 44 △ 24

　　　資産見返負債戻入 15 14 14 △ 1 △ 1 0

　　　財務収益 20 11 9 △ 11 △ 9 △ 2

　　　貸倒引当金戻入益 0 0 22 22 0 22

　　　償却債権取立益 0 0 0 0 0 0

　　　雑益 0 0 0 0 0 0

　　　臨時利益 0 0 0 0 0 0

純利益 0 0 0 0 0 0

目的積立金取崩額 - - - - - -

総利益 0 0 0 0 0 0

（注）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

　（２）　中期目標期間における資金計画及び実績（キャッシュ・フロー計算書）　〔貸付業務〕

中 期 計 画 と
年度計画の差

年 度 計 画 と
実 績 の 差

資金支出 21,777 21,144 14,772 △ 7,005 △ 633 △ 6,372

　　　業務活動による支出 8,313 8,115 5,232 △ 3,081 △ 198 △ 2,883

　　　投資活動による支出 0 0 20 20 0 20

　　　財務活動による支出 13,464 13,029 9,520 △ 3,944 △ 435 △ 3,509

資金収入 21,876 21,271 14,589 △ 7,287 △ 605 △ 6,682

　　　業務活動による収入 5,726 6,195 6,233 507 469 38

　　　　　　貸付事業費補助金による収入 894 887 881 △ 13 △ 7 △ 6

　　　　　　貸付金回収よる収入 4,413 4,934 5,005 592 521 71

　　　　　　貸付金利息収入 399 355 334 △ 65 △ 44 △ 21

　　　　　　その他の業務収入 20 19 13 △ 7 △ 1 △ 6

　　　投資活動による収入 0 0 0 0 - 0

　　　財務活動による収入 16,150 15,076 8,356 △ 7,794 △ 1,074 △ 6,720

資金増加額 99 129 △ 183 △ 282 30 △ 312

資金期首残高（前中期計画期間からの繰越金） 80 80 371 291 0 291

資金期末残高 179 111 189 10 △ 68 78
（注1）　 四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない場合がある。

（注2）　 年度計画累計額の資金期末残高は、24年度資金計画の数値で、期首残高から増加額を引いた額と一致しない。

中期計画全体 実 績 累 計

（単位：百万円）

区　　　　　分

（単位：百万円）

中 期 計 画 と
実 績 の 差

中 期 計 画 と
実 績 の 差

左　の　内　訳

左　の　内　訳

区　　　　　分 中期計画全体 年度計画累計 実 績 累 計

年度計画累計
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0
,7

3
4
,8

7
7

4
3
,6

6
5
,1

2
3

2
6
2
,1

9
0
,0

0
0

2
0
9
,8

5
7
,5

2
2

5
2
,3

3
2
,4

7
8

2
5
5
,3

4
0
,0

0
0

2
0
3
,0

2
0
,4

6
1

5
2
,3

1
9
,5

3
9

2
3
7
,6

6
3
,0

0
0

2
0
1
,1

5
2
,7

4
7

3
6
,5

1
0
,2

5
3

2
3
6
,6

6
3
,0

0
0

1
9
2
,5

0
4
,1

3
9

4
4
,1

5
8
,8

6
1

　
　

貸
付

業
務

費
3
8
,0

4
6
,0

0
0

3
1
,6

4
7
,8

5
2

6
,3

9
8
,1

4
8

4
2
,6

0
0
,0

0
0

2
5
,7

8
0
,1

0
7

1
6
,8

1
9
,8

9
3

3
6
,1

6
1
,0

0
0

2
5
,4

1
3
,5

2
3

1
0
,7

4
7
,4

7
7

3
5
,1

3
2
,0

0
0

2
3
,8

7
9
,2

5
8

1
1
,2

5
2
,7

4
2

3
4
,1

3
1
,0

0
0

3
8
,7

8
0
,9

9
6

△
 4

,6
4
9
,9

9
6

　
　

一
般

管
理

費
2
5
,3

6
1
,0

0
0

1
8
,0

8
8
,7

2
4

7
,2

7
2
,2

7
6

1
4
,6

0
8
,0

0
0

1
3
,5

4
2
,8

4
6

1
,0

6
5
,1

5
4

1
4
,6

0
7
,0

0
0

1
3
,5

3
7
,5

0
7

1
,0

6
9
,4

9
3

1
4
,6

0
7
,0

0
0

1
2
,8

6
3
,3

2
4

1
,7

4
3
,6

7
6

1
4
,6

0
2
,0

0
0

1
3
,8

2
4
,0

2
1

7
7
7
,9

7
9

　
　

人
件

費
8
9
,6

3
4
,0

0
0

8
9
,1

8
2
,1

5
9

4
5
1
,8

4
1

8
9
,6

3
4
,0

0
0

8
0
,6

9
9
,4

5
4

8
,9

3
4
,5

4
6

8
9
,6

3
4
,0

0
0

8
1
,2

0
9
,5

8
9

8
,4

2
4
,4

1
1

9
3
,2

1
3
,0

0
0

8
5
,5

6
7
,0

0
7

7
,6

4
5
,9

9
3

8
5
,6

6
2
,0

0
0

7
1
,7

7
2
,8

1
2

1
3
,8

8
9
,1

8
8

　
　

減
価

償
却

費
3
,0

7
4
,0

0
0

2
,7

3
4
,5

9
3

3
3
9
,4

0
7

2
,3

3
9
,0

0
0

2
,4

2
2
,3

0
5

△
 8

3
,3

0
5

2
,3

6
1
,0

0
0

2
,9

7
6
,2

8
1

△
 6

1
5
,2

8
1

2
,7

2
2
,0

0
0

4
,3

6
6
,6

1
0

△
 1

,6
4
4
,6

1
0

3
,1

5
7
,0

0
0

4
,1

6
4
,6

7
4

△
 1

,0
0
7
,6

7
4

　
　

財
務

費
用

1
1
8
,2

8
5
,0

0
0

8
9
,0

8
1
,5

4
9

2
9
,2

0
3
,4

5
1

1
1
3
,0

0
9
,0

0
0

8
7
,4

1
2
,8

1
0

2
5
,5

9
6
,1

9
0

1
1
2
,5

7
7
,0

0
0

7
9
,8

8
3
,5

6
1

3
2
,6

9
3
,4

3
9

9
1
,9

8
9
,0

0
0

7
4
,4

7
6
,5

4
8

1
7
,5

1
2
,4

5
2

9
9
,1

1
1
,0

0
0

6
3
,9

6
1
,6

3
6

3
5
,1

4
9
,3

6
4

　
臨

時
損

失
0

3
2
0
,5

8
3

△
 3

2
0
,5

8
3

0
5
0
,4

0
1

△
 5

0
,4

0
1

0
1
2
5
,4

5
8

△
 1

2
5
,4

5
8

0
2
8
,3

9
4

△
 2

8
,3

9
4

0
2
4
,0

0
6

△
 2

4
,0

0
6

収
益

の
部

2
7
4
,4

0
0
,0

0
0

2
3
1
,0

5
5
,4

6
0

4
3
,3

4
4
,5

4
0

2
6
2
,1

9
0
,0

0
0

2
0
9
,9

0
7
,9

2
3

5
2
,2

8
2
,0

7
7

2
5
5
,3

4
0
,0

0
0

2
0
3
,1

4
5
,9

1
9

5
2
,1

9
4
,0

8
1

2
3
7
,6

6
3
,0

0
0

2
0
1
,1

8
1
,1

4
1

3
6
,4

8
1
,8

5
9

2
3
6
,6

6
3
,0

0
0

1
9
2
,5

2
8
,1

4
5

4
4
,1

3
4
,8

5
5

　
補

助
金

等
収

益
1
8
7
,5

0
5
,0

0
0

1
3
6
,4

0
2
,0

6
1

5
1
,1

0
2
,9

3
9

1
8
0
,5

6
7
,0

0
0

1
2
7
,5

7
8
,5

0
0

5
2
,9

8
8
,5

0
0

1
7
7
,6

2
7
,0

0
0

1
3
1
,3

3
4
,4

1
6

4
6
,2

9
2
,5

8
4

1
7
0
,5

5
7
,0

0
0

1
3
2
,6

3
0
,8

9
3

3
7
,9

2
6
,1

0
7

1
7
0
,4

5
1
,0

0
0

1
3
2
,8

0
3
,8

7
6

3
7
,6

4
7
,1

2
4

　
貸

付
金

利
息

7
9
,8

1
9
,0

0
0

7
4
,4

8
8
,7

1
5

5
,3

3
0
,2

8
5

7
5
,2

8
2
,0

0
0

7
0
,9

8
3
,6

6
4

4
,2

9
8
,3

3
6

7
3
,3

5
2
,0

0
0

6
7
,0

2
6
,4

2
7

6
,3

2
5
,5

7
3

6
3
,5

9
1
,0

0
0

6
2
,6

1
5
,4

7
7

9
7
5
,5

2
3

6
2
,6

4
0
,0

0
0

5
6
,1

2
8
,1

5
2

6
,5

1
1
,8

4
8

　
資

産
見

返
負

債
戻

入
3
,0

7
4
,0

0
0

2
,6

3
7
,0

0
1

4
3
6
,9

9
9

2
,3

3
9
,0

0
0

2
,3

1
2
,9

7
6

2
6
,0

2
4

2
,3

6
1
,0

0
0

2
,7

5
2
,3

0
9

△
 3

9
1
,3

0
9

2
,7

2
2
,0

0
0

3
,3

4
6
,6

5
3

△
 6

2
4
,6

5
3

3
,1

5
7
,0

0
0

3
,1

7
8
,7

8
1

△
 2

1
,7

8
1

　
財

務
収

益
4
,0

0
0
,0

0
0

4
,4

4
0
,3

5
8

△
 4

4
0
,3

5
8

4
,0

0
0
,0

0
0

3
,1

2
8
,7

0
0

8
7
1
,3

0
0

2
,0

0
0
,0

0
0

1
,0

3
3
,7

5
1

9
6
6
,2

4
9

7
9
3
,0

0
0

5
1
0
,6

4
3

2
8
2
,3

5
7

4
1
5
,0

0
0

3
5
6
,6

7
6

5
8
,3

2
4

　
貸

倒
引

当
金

戻
入

益
0

1
3
,0

6
2
,3

2
5

△
 1

3
,0

6
2
,3

2
5

0
5
,8

5
9
,0

7
9

△
 5

,8
5
9
,0

7
9

0
9
6
4
,0

1
6

△
 9

6
4
,0

1
6

0
2
,0

3
2
,2

7
5

△
 2

,0
3
2
,2

7
5

0
0

0

　
償

却
債

権
取

立
益

0
2
5
,0

0
0

△
 2

5
,0

0
0

0
4
5
,0

0
0

△
 4

5
,0

0
0

0
3
5
,0

0
0

△
 3

5
,0

0
0

0
4
3
,0

0
0

△
 4

3
,0

0
0

0
6
0
,0

0
0

△
 6

0
,0

0
0

　
雑

益
2
,0

0
0

0
2
,0

0
0

2
,0

0
0

4
1
,9

9
6

0
0

0
0

2
,2

0
0

△
 2

,2
0
0

0
6
6
0

△
 6

6
0

　
臨

時
利

益
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

純
利

益
（
損

失
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

目
的

積
立

金
取

崩
額

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

総
利

益
（
損

失
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　
　

注
1
)　

 「
計

画
（
Ａ

）
」
欄

の
数

値
は

、
年

度
計

画
の

収
支

計
画

に
よ

る
。

（
収

支
計

画
は

百
万

円
単

位
）

　
　

注
2
）
　

「
実

績
（
Ｂ

）
」
欄

の
数

値
は

、
損

益
計

算
書

に
よ

る
。

区
　

　
分

2
3
年

度
2
4
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度

61



（
参

考
３

）

平
成

2
0
～

2
4
年

度
　

資
金

計
画

と
実

績
（
ｷ

ｬ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾌ
ﾛ
ｰ

）
 〔

法
人

単
位

〕
（
単

位
：
円

）

計
画

実
績

差
額

計
画

実
績

差
額

計
画

実
績

差
額

計
画

実
績

差
額

計
画

実
績

差
額

（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ａ

）
-
(Ｂ

）
（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ａ

）
-
(Ｂ

）
（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ａ

）
-
(Ｂ

）
（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ａ

）
-
(Ｂ

）
（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ａ

）
-
(Ｂ

）

Ⅰ
  

資
金

支
出

5
,3

5
0
,4

5
0
,0

0
0

4
,2

4
7
,8

9
4
,5

1
2

1
,1

0
2
,5

5
5
,4

8
8

4
,9

5
7
,0

3
8
,0

0
0

4
,1

9
8
,1

1
2
,8

4
3

7
5
8
,9

2
5
,1

5
7

5
,2

5
0
,6

9
2
,0

0
0

4
,3

6
8
,8

3
1
,5

6
7

8
8
1
,8

6
0
,4

3
3

5
,8

7
0
,8

4
2
,0

0
0

4
,7

3
5
,6

1
3
,8

4
5

1
,1

3
5
,2

2
8
,1

5
5

5
,8

9
3
,4

0
9
,0

0
0

4
,8

0
8
,2

7
9
,1

8
5

1
,0

8
5
,1

2
9
,8

1
5

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
2
,3

8
7
,4

5
2
,0

0
0

1
,7

0
6
,0

8
0
,4

2
7

6
8
1
,3

7
1
,5

7
3

2
,3

6
3
,6

7
4
,0

0
0

1
,7

7
7
,7

5
0
,6

8
2

5
8
5
,9

2
3
,3

1
8

2
,3

6
0
,6

1
6
,0

0
0

1
,8

5
8
,5

9
2
,2

0
5

5
0
2
,0

2
3
,7

9
5

3
,0

0
6
,8

6
9
,0

0
0

1
,8

8
1
,8

9
1
,4

1
7

1
,1

2
4
,9

7
7
,5

8
3

3
,0

0
1
,5

6
4
,0

0
0

2
,2

6
4
,5

0
0
,3

7
1

7
3
7
,0

6
3
,6

2
9

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
0

1
5
,0

9
4
,6

9
7

△
 1

5
,0

9
4
,6

9
7

0
7
,3

8
3
,5

4
7

△
 7

,3
8
3
,5

4
7

1
3
9
,5

2
7
,0

0
0

1
1
4
,1

2
1
,1

9
2

2
5
,4

0
5
,8

0
8

7
1
,4

2
3
,0

0
0

1
0
3
,4

9
3
,0

5
0

△
 3

2
,0

7
0
,0

5
0

0
7
9
,7

5
3
,3

5
8

△
 7

9
,7

5
3
,3

5
8

財
務

活
動

に
よ

る
支

出
2
,6

9
2
,7

0
0
,0

0
0

2
,1

0
0
,4

4
0
,0

0
0

5
9
2
,2

6
0
,0

0
0

2
,4

5
9
,1

0
0
,0

0
0

2
,0

4
7
,3

4
0
,0

0
0

4
1
1
,7

6
0
,0

0
0

2
,5

5
7
,7

0
0
,0

0
0

1
,9

5
9
,5

8
0
,0

0
0

5
9
8
,1

2
0
,0

0
0

2
,5

8
2
,7

0
0
,0

0
0

1
,8

3
3
,8

2
9
,4

3
6

7
4
8
,8

7
0
,5

6
4

2
,6

2
6
,8

0
0
,0

0
0

1
,6

0
6
,3

0
9
,5

0
7

1
,0

2
0
,4

9
0
,4

9
3

次
年

度
等

へ
の

繰
越

金
2
7
0
,2

9
8
,0

0
0

4
2
6
,2

7
9
,3

8
8

△
 1

5
5
,9

8
1
,3

8
8

1
3
4
,2

6
4
,0

0
0

3
6
5
,6

3
8
,6

1
4

△
 2

3
1
,3

7
4
,6

1
4

1
9
2
,8

4
9
,0

0
0

4
3
6
,5

3
8
,1

7
0

△
 2

4
3
,6

8
9
,1

7
0

2
0
9
,8

5
0
,0

0
0

9
1
6
,3

9
9
,9

4
2

△
 7

0
6
,5

4
9
,9

4
2

2
6
5
,0

4
5
,0

0
0

8
5
7
,7

1
5
,9

4
9

△
 5

9
2
,6

7
0
,9

4
9

Ⅱ
　

資
金

収
入

5
,3

5
0
,4

5
0
,0

0
0

4
,2

4
7
,8

9
4
,5

1
2

1
,1

0
2
,5

5
5
,4

8
8

4
,9

5
7
,0

3
8
,0

0
0

4
,1

9
8
,1

1
2
,8

4
3

7
5
8
,9

2
5
,1

5
7

5
,2

5
0
,6

9
2
,0

0
0

4
,3

6
8
,8

3
1
,5

6
7

8
8
1
,8

6
0
,4

3
3

5
,8

7
0
,8

4
2
,0

0
0

4
,7

3
5
,6

1
3
,8

4
5

1
,1

3
5
,2

2
8
,1

5
5

5
,8

9
3
,4

0
9
,0

0
0

4
,8

0
8
,2

7
9
,1

8
5

1
,0

8
5
,1

2
9
,8

1
5

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
1
,8

7
5
,6

7
2
,0

0
0

1
,8

5
8
,2

4
5
,7

0
0

1
7
,4

2
6
,3

0
0

1
,9

8
7
,0

6
9
,0

0
0

1
,9

2
2
,9

3
3
,4

5
5

6
4
,1

3
5
,5

4
5

2
,0

4
3
,0

3
6
,0

0
0

1
,9

8
8
,5

9
7
,1

6
3

5
4
,4

3
8
,8

3
7

2
,5

7
9
,5

0
8
,0

0
0

2
,7

1
8
,6

1
5
,6

7
5

△
 1

3
9
,1

0
7
,6

7
5

2
,6

0
4
,8

4
8
,0

0
0

2
,6

3
5
,0

8
1
,5

8
6

△
 3

0
,2

3
3
,5

8
6

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
6
5
2
,2

8
0
,0

0
0

6
5
2
,2

8
0
,0

0
0

0
6
4
8
,3

7
9
,0

0
0

6
4
8
,3
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注
1
)　

 「
計

画
（
Ａ

）
」
欄

の
数

値
は

、
各

年
度

に
作

成
し

た
資

金
計

画
に

よ
る

も
の

で
、

繰
越

金
は

一
致

し
な

い
。

　
　

　
　

　
　

（
資

金
計

画
は

百
万

円
単

位
で

あ
り

、
四

捨
五

入
の

関
係

で
合

計
等

は
必

ず
し

も
一

致
し

な
い

。
）

　
　

注
2
）
　

「
実

績
（
Ｂ

）
」
欄

の
数

値
は

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
算

書
に

よ
る

。

区
　

　
分

2
3
年

度
2
4
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
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